
 
 

 

出雲市観光基本計画アクションプランの令和７年度実施状況について 

 

令和７年（2025）３月に策定した「出雲市観光基本計画」の実行性を高めるため、その

具体の取組を示す「出雲市観光基本計画アクションプラン」を、令和７年（2025）１２月

に策定しました。 

　このアクションプランについて、観光基本計画に掲げた主な取組ごとに、事業内容と評

価指標、実施スケジュールを定め、ＰＤＣＡサイクルにより事業の進捗を管理し、毎年度

更新し、公表することとしています。 

　この度、令和７年度の実施状況（Do）、評価（Check）及び改善策（Action）をまとめまし

たのでご報告します。 

 

１．アクションプランの進め方 

観光基本計画に掲げる目指す将来像である「観光地経営でなす　住んでよし、訪れて

よしの観光まちづくり」に向けて、基礎となる取組として、マーケティング力強化（戦略

Ａ）と観光地経営体制・人づくり（戦略Ｄ）を重点的に進めながら、観光まちづくり（戦

略Ｂ）、誘客・ファン拡大（戦略Ｃ）の取組の推進を図ります。 
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４．今後の進捗管理及びスケジュール 

　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．令和８年度第１回出雲市観光戦略会議　主な委員意見について 

　　令和８年８月２０日に開催した「令和８年度第１回出雲市観光戦略会議」での委員意

見を踏まえ、出雲市観光基本計画アクションプランを更新しました。 

 

【主な意見】 

◆観光周遊バス「しんわ号」について、隣接自治体や空港を立ち寄り先にする等、 

ユーザーのニーズに応じたコース設定を検討されてはどうか。 

　　　◆本市には学びや自己投資に関心のある層の興味を引く施設が多く存在する。これ

らの施設で出雲の歴史文化に触れることを観光の目的とできるように力を入れる

とよいと思う。 

　　　◆観光基本計画のインナープロモーションを一層強化するために、幅広い世代への

アプローチを可能とするケーブルテレビ等の活用を検討されたい。 

　　　◆サイクルツーリズムについて、広域団体との連携や 2030 年の国民スポーツ大会の

開催に伴い自転車競技場が整備されることを踏まえた取組を検討されてはどうか。 

　　　◆繁閑差の解消については、すべての観光事業者が願っていると思う。業務の質を

継続的に向上させるためにも、繁閑差の解消に積極的に取り組んでいただきたい。 

　　　◆トキの放鳥を観光につなげていく施策はないか。 

　　　◆本市にはスポーツ施設が多く存在するため、そこで開かれるイベント・試合等の

関係者もターゲットにしたスポーツツーリズムについて検討する必要がある。 

　　　◆観光客・事業者、それぞれについて必要な情報を集約して、容易に収集できるよ

うにし、地域の状況も踏まえて、発信を行ってほしい。 

 

６．出雲市観光基本計画アクションプラン（令和８年度更新）　　　　 

　　別冊２のとおり
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グ
戦

略
」を

策
定

　
　

現
状

分
析

→
タ

ー
ゲ

ッ
ト

設
定

→
方

針
策

定
、
数

値
目

標
設

定

・地
域

O
T

A
「出

雲
旅

」
運

用
本

格
化

　
　

売
上

約
1
,2

2
1
万

円
（5

5
事

業
所

計
）
、
2

,3
2

7
人

利
用

・宿
泊

デ
ー

タ
分

析
結

果
に

基
づ

き
「観

光
D

X
レ

ポ
ー

ト
」を

毎
月

発
行

　
　

3
6

事
業

者
の

ほ
か

、
市

・
D

M
O

が
共

有

■
今

後

・得
ら

れ
た

デ
ー

タ
の

商
品

造
成

へ
の

反
映

と
事

業
者

支
援

へ
の

展
開

戦
略

B
 

観
光

ま
ち

づ
く

り
戦

略

■
ト

ピ
ッ

ク
ス

・
地

域
協

働
が

始
動

　
地

域
観

光
戦

略
会

議
1
1
回

・
地

域
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
7

件

・
国

重
文

 旧
大

社
駅

の
保

存
修

理
完

了
　

R
8

.4
.1

5
供

用
開

始

・
出

雲
縁

結
び

空
港

 過
去

最
多

1
1
3

万
人

利
用

、
一

畑
電

車
1
4

0
万

人
乗

車

・
出

雲
大

社
朝

参
り

、
出

雲
神

楽
公

演
等

の
体

験
付

き
商

品
が

好
評

・
G

o
o

g
le

マ
ッ

プ
整

備
支

援
が

進
む

　
　

新
規

：
8

1
事

業
者

　
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

：
2

2
6

事
業

者

■
今

後

・地
域

協
働

に
よ

る
質

の
高

い
体

験
造

成
、
担

い
手

確
保

に
よ

る
持

続
化

・渋
滞

対
策

、
ト

イ
レ

不
足

改
善

等
の

受
入

環
境

向
上

戦
略

C
 

誘
客

・
フ

ァ
ン

拡
大

戦
略

■
ト

ピ
ッ

ク
ス

・外
国

人
宿

泊
客

が
最

多
の

1
7

,4
9

6
人

に
。
台

湾
を

中
心

に
大

幅
増

加

・協
会

In
s
ta

g
ra

m
 フ

ォ
ロ

ワ
ー

約
1
.7

倍
、
1
4

,5
8

2
人

に
　

　
閑

散
期

の
１
月

に
「出

雲
の

日
」
関

連
情

報
を

含
め

4
3

万
リ

ー
チ

を
記

録

・D
M

O
が

「
出

雲
の

観
光

ブ
ラ

ン
ド

（真
の

価
値

）」
を

地
域

と
と

も
に

確
立

 し
て

い
く

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
始

動

・観
光

・移
住

公
式

L
IN

E
「出

雲
フ

ァ
ン

ク
ラ

ブ
」
フ

ォ
ロ

ワ
ー

7
,1

2
4

人
に

■
今

後

・タ
ー

ゲ
ッ

ト
へ

の
戦

略
的

発
信

。
国

内
外

重
点

市
場

で
の

宿
泊

直
結

の
提

案
を

強
化

戦
略

D
 

観
光

地
経

営
体

制
・

人
づ

く
り

戦
略

■
ト

ピ
ッ

ク
ス

・
観

光
協

会
が

R
7

.1
0

.1
付

で
登

録
D

M
O

に
。
事

務
局

組
織

を
再

編
強

化

・
市

と
協

会
の

役
割

分
担

に
よ

り
業

務
移

管
　

　
宿

泊
デ

ー
タ

分
析

・
地

域
O

T
A

・
G

B
P

整
備

等

・
新

た
な

観
光

財
源

検
討

委
員

会
に

て
財

政
需

要
額

年
2

.3
億

円
確

保
の

た
め

 宿
泊

税
導

入
を

軸
に

議
論

■
今

後

・協
会

の
体

制
整

備
を

推
進

・
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
の

評
価

に
基

づ
き

進
捗

管
理

し
、
更

新
、
公

表
し

て
計

画
を

進
捗

令
和

７
年

度
の

主
な

取
組

実
績

8

A
B

C
D



ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

体
系

図

報
告

事
項

協
議

事
項

戦
略

名
主

要
施

策
主

な
取

組
計

画
頁

⒈
戦

略
的

な
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

活
動

の
展

開
⑴

観
光

地
と

し
て

の
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

戦
略

の
策

定
等

①
観

光
地

と
し

て
の

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
戦

略
策

定
4

0

⒉
デ

ー
タ

の
収

集
・
活

用
に

よ
る

分
析

力
・
説

明
力

の
強

化
⑴

デ
ー

タ
の

収
集

強
化

と
地

域
/
事

業
者

に
お

け
る

分
析

・
活

用
①

地
域

O
T

A
（
旅

行
商

品
等

販
売

サ
イ

ト
）
の

活
用

4
2

②
宿

泊
デ

ー
タ

分
析

シ
ス

テ
ム

の
活

用
4

2

具
体

的
な

施
策

項
目

戦
略

Ａ
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

力
強

化
戦

略

9

頁

①
観

光
地

と
し

て
の

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
戦

略
の

策
定

1
1

①
地

域
Ｏ

Ｔ
Ａ

（旅
行

商
品

等
販

売
サ

イ
ト

）か
ら

得
ら

れ
た

デ
ー

タ
の

活
用

2
1

②
宿

泊
デ

ー
タ

分
析

シ
ス

テ
ム

の
活

用
2

5

具
体

的
な

施
策

項
目

主
要

施
策

主
な

取
組

頁

⒈
戦

略
的

な
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

　
 活

動
の

展
開

⑴
観

光
地

と
し

て
の

　
 マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

戦
略

の
　

 策
定

等
①

観
光

地
と

し
て

の
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

戦
略

の
策

定
1
1

⒉
デ

ー
タ

の
収

集
・
活

用
に

　
 よ

る
分

析
力

・説
明

力
の

　
 強

化

⑴
デ

ー
タ

の
収

集
強

化
と

地
域

/
　

 事
業

者
に

お
け

る
分

析
・活

用
①

地
域

Ｏ
Ｔ

Ａ
（旅

行
商

品
等

販
売

サ
イ

ト
）か

ら
得

ら
れ

た
デ

ー
タ

の
活

用
2

1

②
宿

泊
デ

ー
タ

分
析

シ
ス

テ
ム

の
活

用
2

5

具
体

的
な

施
策

項
目

主
要

施
策

主
な

取
組

頁

⒈
戦

略
的

な
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

　
 活

動
の

展
開

⑴
観

光
地

と
し

て
の

　
 マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

戦
略

の
　

 策
定

等
①

観
光

地
と

し
て

の
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

戦
略

の
策

定
1
0

⒉
デ

ー
タ

の
収

集
・
活

用
に

　
 よ

る
分

析
力

・説
明

力
の

　
 強

化

⑴
デ

ー
タ

の
収

集
強

化
と

地
域

/
　

 事
業

者
に

お
け

る
分

析
・活

用
①

地
域

Ｏ
Ｔ

Ａ
（旅

行
商

品
等

販
売

サ
イ

ト
）か

ら
得

ら
れ

た
デ

ー
タ

の
活

用
1
1

②
宿

泊
デ

ー
タ

分
析

シ
ス

テ
ム

の
活

用
1
2

具
体

的
な

施
策

項
目



観
光
地
と
し
て
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
策
定

観
光

協
会

（
D
MO

）
観

光
交

流
部

戦
略

策
定

及
び

見
直

し
　

単
位

：
回

／
年

度

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

戦
略

策
定

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
戦

略
の

見
直

し
（
毎

年
度

）

基
準

値
 

20
23

目
標

値
 

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

－
1

1
1

1
1

－
1

戦
略

A
　
マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
力

強
化

主
要

施
策

A-
1
　

戦
略

的
な

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
活

動
の

展
開

基
本

計
画

 
P.
40

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

観
光
協

会
（

DM
O
）

が
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

戦
略

策
定

　
デ
ー

タ
に

基
づ

き
定

め
る

戦
略

　
・

タ
ー

ゲ
ッ

ト
市

場
の

選
定

　
・
観

光
地

と
し

て
の

コ
ン

セ
プ

ト
　

・
商

品
造

成
・

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

方
向

性

❶
 
観
光

地
と

し
て

の
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

戦
略

の
策

定
等

主
な

取
組

新
規

継
続

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点
・令

和
7

年
6

月
の

理
事

会
で

組
織

強
化

委
員

会
の

設
置

を
決

定
し

、
令

和
7

年
1
0

月
か

ら
令

和
8

年
2

月
ま

で
に

同
委

員
会

を
計

4
回

開
催

し
、
以

下
を

決
定

し
た

。
・現

状
分

析
に

基
づ

く
タ

ー
ゲ

ッ
ト

設
定

に
よ

り
旅

行
者

像
を

明
確

化
し

、
観

光
協

会
の

根
幹

 
 と

な
る

全
体

方
針

を
策

定
し

た
。

・全
体

方
針

に
基

づ
き

、
地

域
課

題
の

解
決

に
向

け
た

事
業

方
針

を
定

め
る

と
と

も
に

、
そ

の
 事

業
を

遂
行

す
る

た
め

の
事

務
局

体
制

を
整

備
し

た
。

・加
え

て
、
数

値
目

標
に

よ
り

成
果

を
測

定
す

る
仕

組
み

を
構

築
し

、
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

戦
略

を
 策

定
し

た
。

C
h

e
c
k
：評

価
・
現

状
分

析
に

基
づ

く
タ

ー
ゲ

ッ
ト

設
定

、
全

体
方

針
及

び
事

業
方

針
の

 策
定

、
事

務
局

体
制

の
整

備
、
数

値
目

標
に

よ
る

成
果

測
定

の
仕

組
み

 の
構

築
を

行
い

、
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

戦
略

を
策

定
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

A
c
ti

o
n

：改
善

策
・
策

定
し

た
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

戦
略

に
基

づ
き

各
事

業
を

推
進

す
る

と
 と

も
に

、
数

値
目

標
の

達
成

状
況

や
社

会
情

勢
の

変
化

等
を

踏
ま

え
、

 戦
略

の
見

直
し

を
適

宜
行

う
。

実
績

1
0



地
域
Ｏ
Ｔ
Ａ
（
旅
行
商
品
等
販
売
サ
イ
ト
）
か
ら
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
の
活
用

観
光

協
会

（
D
MO

）
観

光
交

流
部

地
域

Ｏ
Ｔ

Ａ
・

利
用

者
数

　
単

位
：

人

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

決
済

デ
ー

タ
の

活
用

基
準

値
20

23
目

標
値

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

－
（

導
入

前
）

1,
20

0
2,

40
0

3,
60

0
4,

80
0

6,
00

0

－
2,

32
7

戦
略

A
　
マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
力

強
化

主
要

施
策

A-
2
 
デ

ー
タ

の
収

集
・

活
用

に
よ

る
分

析
力

・
説

明
力

の
強

化
基

本
計

画
 
P.
42

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
市

内
の
体

験
・
宿

泊
等
の

旅
行
商

品
を
予

約
販

売
で

き
る

Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト

「
地

域
Ｏ

Ｔ
Ａ

」
の
決

済
デ

ー
タ

を
マ
ー

ケ
テ
ィ

ン
グ

に
活

用
し

ま
す
。

　
ま

ず
は

、
掲
載

プ
ラ
ン

の
充

実
な

ど
サ

イ
ト
の

利
用

を
促

進
し
、

マ
ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

戦
略

策
定
後

は
、

戦
略

を
踏
ま

え
た
事

業
者

の
マ

ー
ケ

テ
ィ
ン

グ
力

強
化

を
図
り

ま
す
。

❶
 
デ
ー

タ
の

収
集

強
化

と
地
域

／
事

業
者

に
お

け
る

分
析

・
活

用
主

な
取

組

体
験

等
の

旅
行

商
品

化
の

支
援

（
掲

載
プ

ラ
ン

の
充

実
）

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点
・地

域
O

T
A

「出
雲

旅
」の

事
業

者
へ

の
導

入
支

援
と

掲
載

プ
ラ

ン
の

磨
き

上
げ

　
（コ

ン
テ

ン
ツ

・
写

真
・価

格
・
プ

ラ
ン

構
成

等
の

最
適

化
に

よ
る

訴
求

力
強

化
）
　

・「
出

雲
旅

」及
び

掲
載

プ
ラ

ン
の

認
知

・利
用

促
進

の
た

め
の

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

実
施

・「
出

雲
旅

」の
シ

ス
テ

ム
の

改
善

・登
録

事
業

者
数

：5
5

事
業

所
（
ツ

ア
ー

・体
験

：
4

5
事

業
所

、
宿

泊
：1

0
事

業
所

）
・利

用
者

数
：
２

,3
2

7
人

（体
験

：1
,5

6
1
人

、
宿

泊
：
7

6
6

人
）

・売
上

額
：1

2
,2

1
4

,3
2

3
円

（体
験

：
8

,6
9

1
,3

9
0

円
、
宿

泊
：
3

,5
2

2
,9

3
3

円
）

C
h

e
c
k
：評

価
・
宿

泊
事

業
者

へ
の

事
業

展
開

を
行

っ
た

こ
と

は
評

価
で

き
る

。
・
体

験
利

用
の

多
く

が
、
観

光
協

会
主

催
の

周
遊

バ
ス

・
タ

ク
シ

ー
プ

ラ
ン

で
あ

り
、
他

の
体

験
プ

ラ
ン

へ
の

訴
求

を
強

め
る

必
要

が
あ

る
。

A
c
ti

o
n

：改
善

策
・
引

き
続

き
登

録
支

援
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
地

域
O

T
A

か
ら

得
ら

れ
る

決
済

デ
ー

タ
を

商
品

造
成

・
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

へ
反

映
す

る
一

貫
し

た
P

D
C

A
サ

イ
ク

ル
を

構
築

す
る

。

実
績

1
1



戦
略

A
　
マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
力

強
化

主
要

施
策

A-
2
 
デ

ー
タ

の
収

集
・

活
用

に
よ

る
分

析
力

・
説

明
力

の
強

化
基

本
計

画
 
P.
42

❶
 
デ
ー

タ
の

収
集

強
化

と
地
域

／
事

業
者

に
お

け
る

分
析

・
活

用
主

な
取

組
宿
泊
デ
ー
タ
分
析
シ
ス
テ
ム
の
活
用

観
光

協
会

（
D
MO

）
観

光
交

流
部

参
画

宿
泊

事
業

者
数

　
単

位
：

事
業

者

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

収
集

デ
ー

タ
の

分
析

基
準

値
20

23
目

標
値

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

－
40

42
44

46
50

－
36

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
宿

泊
デ

ー
タ

を
各

宿
泊

施
設

か
ら

収
集

し
、
分

析
結

果
や

打
ち

手
を

参
加

施
設

に
共

有
す

る
こ

と
で

、
適

切
な

価
格

設
定

や
観

光
動

向
に

沿
っ

た
プ

ラ
ン

作
成

、
集

客
強

化
に

つ
な

げ
ま

す
。
併

せ
て

、
参

加
施

設
増

に
取

り
組

み
ま

す
。

分
析

デ
ー

タ
の

参
画

事
業

者
へ

の
共

有
・
独

自
活

用
に

向
け

た
支

援

未
参

画
事

業
者

の
勧

誘

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点
・宿

泊
デ

ー
タ

分
析

シ
ス

テ
ム

を
市

内
3

6
事

業
者

で
導

入
し

、
毎

月
「出

雲
市

観
光

D
X

レ
ポ

ー
ト

」を
発

行
の

う
え

、
出

雲
ホ

テ
ル

連
絡

協
議

会
等

で
情

報
共

有
し

た
。

・宿
泊

事
業

者
間

の
連

携
強

化
と

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

構
築

を
目

的
と

し
た

セ
ミ

ナ
ー

・ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

3
回

開
催

し
た

。

・宿
泊

事
業

者
に

対
し

、
宿

泊
デ

ー
タ

分
析

シ
ス

テ
ム

の
導

入
・活

用
支

援
を

行
っ

た
。

・宿
泊

デ
ー

タ
分

析
シ

ス
テ

ム
の

安
定

運
用

に
努

め
た

。

C
h

e
c
k
：評

価
・毎

月
発

行
す

る
「
出

雲
市

観
光

D
X

レ
ポ

ー
ト

」
は

宿
泊

事
業

者
か

ら
好

評
を

得
て

お
り

、
情

報
共

有
の

手
段

と
し

て
一

定
の

定
着

が
図

ら
れ

た
。

・セ
ミ

ナ
ー

・ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

開
催

に
よ

り
、
宿

泊
事

業
者

間
の

連
携

・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
構

築
が

進
ん

だ
一

方
、
参

画
事

業
者

は
3

6
事

業
者

に
と

ど
ま

り
、
さ

ら
な

る
拡

大
が

課
題

で
あ

る
。

A
c
ti

o
n

：改
善

策
・
「
出

雲
市

観
光

D
X

レ
ポ

ー
ト

」
を

継
続

し
、

宿
泊

事
業

者
が

求
め

る
情

報
を

的
確

に
把

握
し

て
内

容
の

質
的

向
上

を
図

る
。

・
参

画
拡

大
に

向
け

、
デ

ー
タ

に
基

づ
く

価
格

設
定

・
集

客
強

化
等

の
メ

リ
ッ

ト
を

具
体

的
に

示
し

、
未

参
画

事
業

者
へ

の
働

き
か

け
を

強
化

す
る

。

実
績

1
2



ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

体
系

図

報
告

事
項

協
議

事
項

そ
の

他
事

項

戦
略

名
主

要
施

策
主
な

取
組

計
画

頁

⒈
地

域
と

連
携

し
た

魅
力
の

磨
き

上
げ

❶
地
域

ご
と

の
マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
戦

略
の

検
討

①
地
域

観
光

戦
略

会
議

に
お

け
る

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
戦

略
の
検

討
4
6

❷
コ
ン

テ
ン

ツ
の
磨

き
上

げ
・

充
実

①
体
験

コ
ン

テ
ン

ツ
の
商

品
化

及
び

販
売
、

収
益

力
強

化
4
8

➌
周
遊

に
向
け

た
仕

掛
け

づ
く
り

（
周
遊

戦
略

）
①

周
遊

を
促

す
旅

行
商

品
の

充
実

5
0

②
地
域

と
連

携
し

た
周

遊
マ

ッ
プ

整
備

5
0

③
周
遊

バ
ス

・
タ

ク
シ
ー

プ
ラ

ン
の

充
実

5
0

❹
着
地

情
報

の
充
実

・
案

内
力

の
向

上
①

グ
ー

グ
ル

マ
ッ

プ
情
報

の
充

実
支

援
5
2

②
イ
ベ

ン
ト

マ
ッ

プ
の
活

用
促

進
5
2

③
オ
ー

プ
ン

チ
ャ

ッ
ト
で

の
地

域
案

内
の
促

進
5
2

具
体

的
な
施

策
項

目

戦
略

Ｂ
観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

①

1
3

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

頁

①
地
域

観
光
戦
略
会
議
に

お
け
る
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
戦
略
の

検
討

35

①
体
験

コ
ン
テ
ン
ツ
の
商

品
化
及
び
販
売
、

収
益
力
強
化

36

①
周
遊

を
促
す
旅
行
商
品

の
充
実

37

②
地
域

と
連
携
し
た
周
遊

マ
ッ
プ
整
備

38

③
周
遊

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

プ
ラ
ン
の
充
実

39

①
グ
ー

グ
ル
マ
ッ
プ
情
報

の
整
備

40

②
イ
ベ

ン
ト
マ
ッ
プ
の
活

用
促
進

42

③
オ
ー

プ
ン
チ
ャ
ッ
ト
で

の
地
域
案
内
の
促

進
43

具
体
的

な
施
策
項
目

主
要
施
策

主
な

取
組

頁

⒈
地
域
と
連

携
し
た
魅
力
の

　
磨
き
上
げ

❶
地
域
ご
と
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
戦
略
の
検
討

①
地
域
観

光
戦
略
会
議
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
戦
略
の

検
討

35

❷
コ
ン
テ
ン
ツ

の
磨
き
上
げ
・

　
充
実

①
体
験
コ

ン
テ
ン
ツ
の
商
品
化
及
び
販
売
、
収

益
力
強
化

36

❸
周
遊
に
向
け

た
仕
掛
け

　
づ
く
り
（
周

遊
戦
略
）

①
周
遊
を

促
す
旅
行
商
品
の
充
実

37

②
地
域
と

連
携
し
た
周
遊
マ
ッ
プ
整
備

38

③
周
遊
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
プ
ラ
ン
の
充
実

39

❹
着
地
情
報
の

充
実
・
案
内
力

　
の
向
上

①
グ
ー
グ

ル
マ
ッ
プ
情
報
の
整
備

40

②
イ
ベ
ン

ト
マ
ッ
プ
の
活
用
促
進

42

③
オ
ー
プ

ン
チ
ャ
ッ
ト
で
の
地
域
案
内
の
促
進

43

具
体
的
な
施
策
項
目

主
要
施
策

主
な

取
組

頁

⒈
地
域
と
連

携
し
た
魅
力
の

　
磨
き
上
げ

❶
地
域
ご
と
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
戦
略
の
検
討

①
地
域
観

光
戦
略
会
議
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
戦
略
の

検
討

17

❷
コ
ン
テ
ン
ツ

の
磨
き
上
げ
・

　
充
実

①
体
験
コ

ン
テ
ン
ツ
の
商
品
化
及
び
販
売
、
収

益
力
強
化

18

❸
周
遊
に
向
け

た
仕
掛
け

　
づ
く
り
（
周

遊
戦
略
）

①
周
遊
を

促
す
旅
行
商
品
の
充
実

19

②
地
域
と

連
携
し
た
周
遊
マ
ッ
プ
整
備

20

③
周
遊
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
プ
ラ
ン
の
充
実

21

❹
着
地
情
報
の

充
実
・
案
内
力

　
の
向
上

①
グ
ー
グ

ル
マ
ッ
プ
情
報
の
整
備

22

②
イ
ベ
ン

ト
マ
ッ
プ
の
活
用
促
進

23

③
オ
ー
プ

ン
チ
ャ
ッ
ト
で
の
地
域
案
内
の
促
進

24

具
体
的
な
施
策
項
目
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ラ
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報
告

事
項

協
議

事
項

そ
の

他
事

項

⒉
守
る

べ
き
資

源
・

文
化

の
継

承
と
価

値
の

再
認
識

❶
街

並
み

や
自

然
景
観

の
保

全
①

景
観

計
画

に
基

づ
く
街

並
み

・
自

然
景

観
保

全
の
促

進
5
3

②
景

観
形

成
地

域
、

重
要

伝
統
的

建
造

物
群

保
存

地
区
制

度
の

導
入

等
の
検

討
5
3

③
日

御
碕

地
区

に
お

け
る

滞
在
環

境
の

上
質

化
の

推
進

5
3

④
県

立
自

然
公

園
の

環
境

整
備

5
3

❷
歴

史
文

化
資

源
の
保

存
と

活
用

①
旧

大
社

駅
の

保
存

・
活

用
5
4

②
出

雲
市

の
歴

史
文

化
を

語
る
遺

跡
や

博
物

館
等

の
活
用

促
進

5
4

➌
市

民
へ
の

イ
ン

ナ
ー

プ
ロ

モ
―

シ
ョ

ン
①

市
民
も

意
識

し
た

観
光

情
報
・

文
化

的
コ

ン
テ

ン
ツ
の

発
信

5
5

②
市

民
が

地
域

を
知

る
機

会
の
充

実
・

P
R

5
5

③
ふ

る
さ

と
出

雲
の

魅
力

を
発
信

す
る

次
世

代
の

育
成

5
6

戦
略

Ｂ
観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

②

1
4

2
5

2
6

2
7

2
9

2
8

3
0

3
1

3
2

3
3

3
4

①
景
観

計
画
に
基
づ
く
街

並
み
・
自
然
景
観

保
全
の
促
進

44

②
景
観

形
成
地
域
、
重
要

伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
制
度

の
導

入
等
の
検
討

45

③
日
御

碕
地
区
に
お
け
る

滞
在
環
境
の
上
質

化
の
推
進

46

④
県
立

自
然
公
園
の
環
境

整
備

47

①
旧
大

社
駅
の
保
存
・
活

用
48

②
出
雲

市
の
歴
史
文
化
を

語
る
遺
跡
や
博
物

館
等
の
活
用
促

進
53

①
市
民

も
意
識
し
た
観
光

情
報
・
文
化
的
コ

ン
テ
ン
ツ
の
発

信
54

②
市
民

が
地
域
を
知
る
機

会
の
充
実
・
PR

55
・
56

③
ふ
る

さ
と
出
雲
の
魅
力

を
発
信
す
る
次
世

代
の
育
成

57

⒉
守
る
べ
き

資
源
・
文
化
の

　
継
承
と
価

値
の
再
認
識

❶
街
並
み
や
自

然
景
観
の
保
全

①
景
観
計

画
に
基
づ
く
街
並
み
・
自
然
景
観
保

全
の
促
進

44

②
景
観
形

成
地
域
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
制
度

の
導
入

等
の
検
討

45

③
日
御
碕

地
区
に
お
け
る
滞
在
環
境
の
上
質
化

の
推
進

46

④
県
立
自

然
公
園
の
環
境
整
備

47

❷
歴
史
文
化
資

源
の
保
存
と

　
活
用

①
旧
大
社

駅
の
保
存
・
活
用

48

②
出
雲
市

の
歴
史
文
化
を
語
る
遺
跡
や
博
物
館

等
の
活
用

促
進

53

❸
市
民
へ
の
イ

ン
ナ
ー

　
プ
ロ
モ
―
シ

ョ
ン

①
市
民
も

意
識
し
た
観
光
情
報
・
文
化
的
コ
ン

テ
ン
ツ
の

発
信

54

②
市
民
が

地
域
を
知
る
機
会
の
充
実
・
Ｐ
Ｒ

55
・
56

③
ふ
る
さ

と
出
雲
の
魅
力
を
発
信
す
る
次
世
代

の
育
成

57

⒉
守
る
べ
き

資
源
・
文
化
の

　
継
承
と
価

値
の
再
認
識

❶
街
並
み
や
自

然
景
観
の
保
全

①
景
観
計

画
に
基
づ
く
街
並
み
・
自
然
景
観
保

全
の
促
進

25

②
景
観
形

成
地
域
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
制
度

の
導
入

等
の
検
討

26

③
日
御
碕

地
区
に
お
け
る
滞
在
環
境
の
上
質
化

の
推
進

27

④
県
立
自

然
公
園
の
環
境
整
備

28

❷
歴
史
文
化
資

源
の
保
存
と

　
活
用

①
旧
大
社

駅
の
保
存
・
活
用

29

②
出
雲
市

の
歴
史
文
化
を
語
る
遺
跡
や
博
物
館

等
の
活
用

促
進

30

❸
市
民
へ
の
イ

ン
ナ
ー

　
プ
ロ
モ
―
シ

ョ
ン

①
市
民
も

意
識
し
た
観
光
情
報
・
文
化
的
コ
ン

テ
ン
ツ
の

発
信

31

②
市
民
が

地
域
を
知
る
機
会
の
充
実
・
Ｐ
Ｒ

32
・
33

③
ふ
る
さ

と
出
雲
の
魅
力
を
発
信
す
る
次
世
代

の
育
成

34



ア
ク

シ
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ラ
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図

報
告

事
項

協
議

事
項

そ
の

他
事

項

⒊
受
入

基
盤

の
充
実

❶
繁

忙
期

の
渋

滞
対
策

の
強

化
①

デ
ー

タ
に

基
づ

く
渋
滞

対
策

5
8

❷
公

共
交

通
等

の
利
便

性
の

向
上

と
活

用
促

進
①

地
域
公

共
交

通
計

画
の

関
連
施

策
の

推
進

中
心
市

街
地

形
成

エ
リ

ア
の
利

便
性

向
上

5
8

②
サ

イ
ク

ル
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
推
進

5
8

③
一

次
交
通

の
維

持
・
向

上
5
9

④
一

畑
電

車
の

観
光

資
源

と
し
て

の
活

用
と

利
用

促
進

5
9

⑤
高

規
格
道

路
の

整
備
促

進
と

活
用

5
9

➌
快

適
な
旅

行
環
境

の
整
備
・

ユ
ニ

バ
ー
サ

ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
の

推
進

①
快

適
な
旅

行
環

境
の
整

備
6
0

②
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
ツ

ー
リ

ズ
ム
環

境
の

向
上

6
0

❹
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
受
入

れ
に

対
す

る
事

業
者

支
援

①
イ

ン
バ
ウ

ン
ド

客
お
も

て
な

し
講

座
の

開
催

・
個
社

支
援

6
0

❺
宿

泊
機

能
の

強
化

①
稼

働
率
向

上
の

取
組
（

時
季

・
エ

リ
ア

・
平

日
）

6
2

②
宿

泊
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
の

確
保

6
2

❻
観

光
危

機
管

理
①

庁
内

連
携

に
よ

る
危
機

管
理

体
制

の
強

化
6
2

②
災

害
関

連
情

報
の

多
言

語
化

6
2

戦
略

Ｂ
観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

③

1
5

3
5

3
6

3
7

3
8

3
9

4
0

4
2

4
1

4
3

4
4

4
5

4
6

4
7

①
デ
ー
タ

に
基
づ
く
渋
滞
対
策

58

①
地
域
公

共
交
通
計
画
の
関
連
施
策

の
推
進

中
心
市

街
地
形
成
エ
リ
ア
の
利
便

性
向
上

59

②
サ
イ
ク

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

60

③
一
次
交

通
の
維
持
・
向
上

62

④
一
畑
電

車
の
観
光
資
源
と
し
て
の

活
用
と
利
用
促
進

65

⑤
高
規
格

道
路
の
整
備
促
進
と
活
用

66

①
快
適
な

旅
行
環
境
の
整
備

67

②
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
環
境

の
向
上

68

①
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
客
お
も
て
な
し
講

座
の
開
催
・
個
社
支
援

69

①
稼
働
率

向
上
の
取
組
（
時
期
・
エ

リ
ア
・
平
日
）

70

②
宿
泊
キ

ャ
パ
シ
テ
ィ
の
確
保

71

①
庁
内
連

携
に
よ
る
危
機
管
理
体
制

の
強
化

72

②
災
害
関

連
情
報
の
多
言
語
化

73

⒊
受
入
基
盤
の
充

実
❶
繁
忙
期
の
渋
滞
対
策
の
強
化

①
デ
ー
タ
に
基
づ
く
渋
滞
対
策

58

❷
公
共
交
通
等
の
利
便
性
の

　
向
上
と
活
用
促
進

①
地
域
公
共
交
通
計
画
の
関
連
施
策
の

推
進

中
心
市
街
地
形
成
エ
リ
ア
の
利
便
性

向
上

59

②
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

60

③
一
次
交
通
の
維
持
・
向
上

62

④
一
畑
電
車
の
観
光
資
源
と
し
て
の
活

用
と
利
用
促
進

65

⑤
高
規
格
道
路
の
整
備
促
進
と
活
用

66

❸
快
適
な
旅
行
環
境
の
整
備
・

　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

　
推
進

①
快
適
な
旅
行
環
境
の
整
備

67

②
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
環
境
の

向
上

68

❹
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
入
れ
に

　
対
す
る
事
業
者
支
援

①
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
お
も
て
な
し
講
座

の
開
催
・
個
社
支
援

69

❺
宿
泊
機
能
の
強
化

①
稼
働
率
向
上
の
取
組
（
時
期
・
エ
リ

ア
・
平
日
）

70

②
宿
泊
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
確
保

71

❻
観
光
危
機
管
理

①
庁
内
連
携
に
よ
る
危
機
管
理
体
制
の

強
化

72

②
災
害
関
連
情
報
の
多
言
語
化

73

⒊
受
入
基
盤
の
充

実
❶
繁
忙
期
の
渋
滞
対
策
の
強
化

①
デ
ー
タ
に
基
づ
く
渋
滞
対
策

35

❷
公
共
交
通
等
の
利
便
性
の

　
向
上
と
活
用
促
進

①
地
域
公
共
交
通
計
画
の
関
連
施
策
の

推
進

中
心
市
街
地
形
成
エ
リ
ア
の
利
便
性

向
上

36

②
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

37

③
一
次
交
通
の
維
持
・
向
上

38

④
一
畑
電
車
の
観
光
資
源
と
し
て
の
活

用
と
利
用
促
進

39

⑤
高
規
格
道
路
の
整
備
促
進
と
活
用

40

❸
快
適
な
旅
行
環
境
の
整
備
・

　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

　
推
進

①
快
適
な
旅
行
環
境
の
整
備

41

②
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
環
境
の

向
上

42

❹
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
入
れ
に

　
対
す
る
事
業
者
支
援

①
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
お
も
て
な
し
講
座

の
開
催
・
個
社
支
援

43

❺
宿
泊
機
能
の
強
化

①
稼
働
率
向
上
の
取
組
（
時
期
・
エ
リ

ア
・
平
日
）

44

②
宿
泊
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
確
保

45

❻
観
光
危
機
管
理

①
庁
内
連
携
に
よ
る
危
機
管
理
体
制
の

強
化

46

②
災
害
関
連
情
報
の
多
言
語
化

47



ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

体
系

図

報
告

事
項

協
議

事
項

そ
の

他
事

項

⒋
観

光
客

へ
の

情
報

発
信
ル

ー
ト

等
の
活

用
❶

移
住

定
住

の
促
進

①
観
光

・
移

住
公

式
LI
N
E
「
出

雲
フ

ァ
ン
ク

ラ
ブ

」
の

活
用

6
3

②
観
光

フ
ェ

ア
等

で
の
移

住
Ｐ

Ｒ
6
3

❷
特
産

品
の

販
路
拡

大
①

出
雲

フ
ァ

ン
に

よ
る
旅

マ
エ

・
旅

ア
ト
消

費
の

推
進

6
3

②
特
産

品
Ｐ

Ｒ
イ

ベ
ン
ト

開
催

6
3

②
地
域

O
TA
に

お
け

る
特

産
品
販

売
の

検
討

6
3

③
ト
キ

を
生

か
し

た
農
産

物
の

ブ
ラ

ン
ド
化

推
進

等
6
3

戦
略

Ｂ
観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

④

1
6

4
8

4
9

5
0

5
1

5
2

5
3

①
観
光

・
移
住
公
式
LI
NE

「
出
雲
フ
ァ
ン
ク

ラ
ブ
」
の
活
用

74

②
観
光

フ
ェ
ア
等
で
の
移

住
Ｐ
Ｒ

75

①
出
雲

フ
ァ
ン
に
よ
る
旅

マ
エ
・
旅
ア
ト
消

費
の
推
進

76

②
特
産

品
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

開
催

77

②
地
域

Ｏ
Ｔ
Ａ
に
お
け
る

特
産
品
販
売
の
推

進
78

③
ト
キ

を
活
か
し
た
農
産

物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

推
進

79

⒋
観
光
客
へ

の
情
報
発
信

　
ル
ー
ト
等

の
活
用

❶
移
住
定
住
の

促
進

①
観
光
・

移
住
公
式
LI
NE
「
出
雲
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
」
の
活
用

74

②
観
光
フ

ェ
ア
等
で
の
移
住
Ｐ
Ｒ

75

❷
特
産
品
の
販

路
拡
大

①
出
雲
フ

ァ
ン
に
よ
る
旅
マ
エ
・
旅
ア
ト
消
費

の
推
進

76

②
特
産
品

Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
開
催

77

②
地
域
Ｏ

Ｔ
Ａ
に
お
け
る
特
産
品
販
売
の
推
進

78

③
ト
キ
を

活
か
し
た
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
推

進
79

⒋
観
光
客
へ

の
情
報
発
信

　
ル
ー
ト
等

の
活
用

❶
移
住
定
住
の

促
進

①
観
光
・

移
住
公
式
LI
NE
「
出
雲
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
」
の
活
用

48

②
観
光
フ

ェ
ア
等
で
の
移
住
Ｐ
Ｒ

49

❷
特
産
品
の
販

路
拡
大

①
出
雲
フ

ァ
ン
に
よ
る
旅
マ
エ
・
旅
ア
ト
消
費

の
推
進

50

②
特
産
品

Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
開
催

51

②
地
域
Ｏ

Ｔ
Ａ
に
お
け
る
特
産
品
販
売
の
推
進

52

③
ト
キ
を

活
か
し
た
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
推

進
53



地
域
観
光
戦
略
会
議
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
検
討

観
光

協
会

（
D
M
O
）

市
・

地
域

観
光

交
流

部

会
議

開
催

回
数

　
単

位
：

回

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

地
域

体
制

づ
く

り

地
域

の
価

値
の

掘
り

起
こ

し
・
確

立

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

－
10

10
10

10
10

－
11

戦
略

B
　
観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

主
要

施
策

B-
1
　

地
域
と

連
携

し
た

魅
力

の
磨

き
上

げ
基

本
計

画
 
P.
46
,
48

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　

❶
 
地
域

ご
と

の
マ

ー
ケ

テ
ィ
ン

グ
戦

略
の

検
討

主
な

取
組

　
地

域
に

眠
る

真
の

価
値

を
掘

り
起

こ
し

、
そ

れ
を

核
と

し
て

地
域

の
独

自
の

価
値

を
確

立
し

、
イ

メ
ー

ジ
を

浸
透

さ
せ

る
活

動
を

持
続

的
に

推
進

す
る

た
め

、
ま

ず
は

地
域

の
体

制
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

地
域

の
価

値
の

発
信

新
規

継
続

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点
・地

域
に

精
通

し
た

プ
レ

イ
ヤ

ー
間

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

と
協

働
を

促
進

し
、
各

エ
リ

ア
の

実
情

・課
題

に
応

じ
た

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
戦

略
を

地
域

主
体

で
検

討
す

る
地

域
観

光
戦

略
会

議
を

1
1
回

開
催

し
た

。
　

（平
田

1
、
佐

田
・南

部
4

、
大

社
・湖

陵
・
多

伎
2

、
斐

川
4

）
【佐

田
・南

部
エ

リ
ア

で
の

取
組

】
　

・須
佐

神
社

の
遷

宮
に

あ
わ

せ
「す

さ
の

お
わ

け
マ

ー
ケ

ッ
ト

」を
実

施
（
1
1
/
2

4
）

　
・一

畑
バ

ス
（須

佐
線

）
の

車
内

に
「
す

さ
の

お
わ

け
」
P

R
の

Q
R

コ
ー

ド
を

設
置

【斐
川

エ
リ

ア
で

の
取

組
】

　
・「

な
お

ら
い

す
～

か
」（

斐
川

紹
介

動
画

）の
バ

ナ
ー

貼
付

を
各

事
業

所
へ

依
頼

　
・飛

行
機

出
発

ま
で

の
待

ち
時

間
を

利
用

し
た

斐
川

周
遊

の
た

め
の

マ
ッ

プ
制

作

C
h

e
c
k
：評

価
・
佐

田
・
南

部
、
斐

川
の

2
エ

リ
ア

で
は

、
地

域
主

体
の

具
体

的
な

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
に

至
り

、
観

光
資

源
の

掘
り

起
こ

し
が

進
ん

だ
点

は
評

価
で

き
る

。
・
一

方
で

、
開

催
回

数
は

エ
リ

ア
間

で
偏

り
が

あ
り

、
出

雲
中

心
部

で
は

会
議

を
開

催
で

き
ず

、
全

エ
リ

ア
で

の
体

制
づ

く
り

に
は

至
ら

な
か

っ
た

。

A
c
ti

o
n

：改
善

策
・
各

エ
リ

ア
で

の
会

議
運

営
に

あ
た

っ
て

は
、
観

光
協

会
の

事
業

方
針

と
の

整
合

を
前

提
に

「
何

を
目

的
に

議
論

す
る

の
か

」
を

明
確

に
す

る
必

要
が

あ
り

、
特

に
未

着
手

の
出

雲
中

心
部

で
は

、
こ

の
方

向
性

の
整

理
が

必
須

で
あ

る
。

実
績

1
7



戦
略

B
　
観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

主
要

施
策

B-
1
　

地
域
と

連
携

し
た

魅
力

の
磨

き
上

げ
基

本
計

画
 
P.
46
,
48

体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
の
商
品
化
及
び
販
売
、
収
益
力
強
化

観
光

協
会

（
D
MO

）
観

光
交

流
部

地
域

OT
A
体

験
コ

ン
テ

ン
ツ

掲
載

数
　

単
位

：
件

（
累

計
）

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

5
10

20
25

25
25

－
55

(内
協

会
主

催
25

)

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

主
な

取
組

❷
 
コ
ン

テ
ン

ツ
の

磨
き

上
げ
・

充
実

体
験

コ
ン

テ
ン

ツ
の

磨
き

上
げ

と
商

品
化

の
支

援

地
域

O
T

A
の

発
信

に
よ

る
販

売
強

化

　
観

光
客

の
滞

在
価

値
と

地
域

消
費

を
高

め
る

た
め

、
地

域
資

源
を

活
か

し
た

体
験

コ
ン

テ
ン

ツ
の

磨
き

上
げ

と
商

品
化

を
支

援
し

、
地

域
O

T
A

を
活

用
し

て
販

売
・

収
益

の
強

化
を

図
り

ま
す

。

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点
 ・

「I
z
u

m
o

３
６

５
」
コ

ン
テ

ン
ツ

造
成

事
業

　
　

地
域

事
業

者
向

け
に

体
験

プ
ラ

ン
運

営
・
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
の

研
修

を
実

施
。

　
　

　
①

「
W

E
B

等
を

活
用

し
た

販
売

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

研
修

」
  

（
来

場
8

名
・
オ

ン
ラ

イ
ン

5
名

）
　

　
　

②
「
送

客
し

た
く

な
る

観
光

地
と

地
域

の
お

も
て

な
し

」
 （

来
場

1
9

名
・
オ

ン
ラ

イ
ン

1
2

名
）

　
　

　
③

「
地

域
が

ひ
と

つ
に

な
っ

て
来

訪
者

を
も

て
な

す
た

め
に

必
要

な
こ

と
」

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
来

場
8

名
・
オ

ン
ラ

イ
ン

5
名

）
を

開
催

。
　

　
　

④
モ

ニ
タ

ー
ツ

ア
ー

型
で

は
、
参

加
6

社
・
7

プ
ラ

ン
で

実
施

（
参

加
実

績
2

2
件

・
5

7
名

）
・地

域
O

T
A

「出
雲

旅
」
へ

の
事

業
者

へ
の

導
入

支
援

と
掲

載
プ

ラ
ン

の
磨

き
上

げ
　

（
コ

ン
テ

ン
ツ

・
写

真
・
価

格
・
プ

ラ
ン

構
成

等
の

最
適

化
に

よ
る

訴
求

力
強

化
）
　

C
h

e
c
k
：評

価
・研

修
に

よ
り

事
業

者
の

販
売

ス
キ

ル
や

送
客

・
お

も
て

な
し

意
識

の
醸

成
が

進
み

、
モ

ニ
タ

ー
ツ

ア
ー

（
6

社
7

プ
ラ

ン
・
5

7
名

）
で

実
践

検
証

の
場

も
創

出
で

き
た

。
・地

域
O

T
A

「
出

雲
旅

」
で

の
掲

載
プ

ラ
ン

磨
き

上
げ

に
も

着
手

し
、
造

成
か

ら
販

売
ま

で
の

支
援

体
制

が
形

に
な

り
つ

つ
あ

る
。

・一
方

、
造

成
が

供
給

者
視

点
に

偏
り

、
タ

ー
ゲ

ッ
ト

起
点

の
設

計
の

弱
い

点
が

課
題

で
あ

る
。

A
c
ti

o
n

：改
善

策
・今

後
は

想
定

客
層

・
価

値
・
価

格
を

先
行

定
義

し
た

う
え

で
磨

き
上

げ
を

行
う

。

・あ
わ

せ
て

販
売

件
数

・
売

上
等

の
K

P
Iを

設
定

し
、
造

成
か

ら
O

T
A

販
売

・
収

益
化

ま
で

を
一

気
通

貫
で

伴
走

支
援

す
る

。

実
績

1
8



周
遊
を
促
す
旅
行
商
品
の
充
実

観
光

協
会

(
D
M
O
)

市
観
光

課
、

文
化
財

課
ｲ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｳ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
推

進
課

ツ
ア

ー
商

品
数

　
単

位
：

コ
ー

ス
数

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

歴
史

・
文

化
・
地

形
等

の
裏

付
け

の
あ

る
ス

ト
ー

リ
ー

の
構

築
・
見

直
し

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

3
3

3
3

3
3

－
5

戦
略

B
　
観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

主
要

施
策

B-
1
　

地
域
と

連
携

し
た

魅
力

の
磨

き
上

げ
基

本
計

画
 
P.
50

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
地

域
の

豊
富

な
観

光
資

源
を

活
か

し
、
地

域
の

ス
ト

ー
リ

ー
性

を
伝

え
る

“ロ
ー

カ
ル

ツ
ー

リ
ズ

ム
”

や
“テ

ー
マ

性
の

あ
る

周
遊

”を
提

案
し

ま
す

。
　

出
雲

大
社

＋
α

の
多

様
な

旅
の

目
的

を
創

出
し

、
リ

ピ
ー

タ
ー

を
中

心
に

宿
泊

に
つ

な
げ

て
い

き
ま

す
。

　
体

験
や

滞
在

時
間

を
盛

り
込

み
、
よ

り
出

雲
を

楽
し

み
、
消

費
に

も
つ

な
が

る
コ

ー
ス

づ
く

り
を

行
い

ま
す

。

❸
周

遊
に

向
け

た
仕

掛
け

づ
く

り
（

周
遊

戦
略

）
主

な
取

組

ス
ト

ー
リ

ー
を

た
ど

る
モ

デ
ル

コ
ー

ス
の

作
成

ツ
ア

ー
造

成
・
販

売

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点
 ・

歴
史

・
文

化
・
地

形
等

の
ス

ト
ー

リ
ー

を
た

ど
る

旅
行

商
品

(し
ん

わ
号

／
　

う
さ

ぎ
号

 等
)を

販
売

。

　
　

【出
雲

周
遊

観
光

バ
ス

「
し

ん
わ

号
」
】
　

　
　

　
訪

問
先

：
須

佐
神

社
、
出

雲
大

社
、
稲

佐
の

浜
、
日

御
碕

、
万

九
千

神
社

　
　

　
運

行
便

数
6

7
便

、
人

数
6

9
1
名

、
1
便

あ
た

り
平

均
1
0

.3
人

。
　

　
【出

雲
周

遊
観

光
タ

ク
シ

ー
「う

さ
ぎ

号
」
「え

ん
む

す
び

号
」
】
　

　
　

　
運

行
台

数
3

3
台

、
人

数
7

3
名

・そ
の

他
、
宿

泊
に

つ
な

げ
て

い
く

ツ
ア

ー
を

販
売

。
　

　
【出

雲
大

社
朝

参
り

】　
  
  

  
  

  
  
  

  
  

人
数

2
4

1
名

　
　

【出
雲

大
社

八
足

門
内

参
拝

プ
ラ

ン
】
　

人
数

2
7

4
名

　
　

【出
雲

大
社

特
別

祈
祷

プ
ラ

ン
】
　

　
  

  
人

数
  
4

6
名

C
h

e
c
k
：評

価
・「

し
ん

わ
号

」
は

1
便

あ
た

り
平

均
1
0

.3
人

と
前

年
（
9

.4
人

）
か

ら
乗

車
率

が
向

上
し

、
運

行
効

率
は

改
善

し
た

。
・「

う
さ

ぎ
号

」
や

出
雲

大
社

の
各

参
拝

プ
ラ

ン
な

ど
、
出

雲
大

社
＋

α
の

テ
ー

マ
型

商
品

も
多

様
に

展
開

で
き

、
宿

泊
・
消

費
に

つ
な

が
る

旅
の

目
的

の
創

出
が

進
ん

だ
。

・一
方

、
各

商
品

が
宿

泊
や

地
域

消
費

に
ど

の
程

度
結

び
つ

い
た

か
を

把
握

す
る

仕
組

み
は

十
分

で
な

く
、
効

果
検

証
が

今
後

の
課

題
で

あ
る

。

A
c
ti

o
n

：改
善

策
・滞

在
時

間
の

延
伸

や
消

費
喚

起
の

た
め

、
新

規
体

験
コ

ン
テ

ン
ツ

の
組

込
み

と
既

存
商

品
の

ブ
ラ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

を
継

続
す

る
。
夜

・
早

朝
の

体
験

（
朝

参
り

、
夜

神
楽

祈
祷

等
）
と

宿
泊

要
素

を
組

み
合

わ
せ

、
宿

泊
・
連

泊
に

つ
な

が
る

商
品

づ
く

り
を

進
め

る
。

・「
し

ん
わ

号
」
は

R
8

年
度

の
乗

車
率

6
5

％
（
1
便

あ
た

り
＋

3
名

）
を

目
標

に
運

行
効

率
を

高
め

つ
つ

、
宿

泊
・
消

費
へ

の
波

及
を

把
握

し
、
効

果
検

証
に

基
づ

く
商

品
改

善
に

つ
な

げ
る

。

実
績

1
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戦
略

B
　
観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

主
要

施
策

B-
1
　

地
域
と

連
携

し
た

魅
力

の
磨

き
上

げ
基

本
計

画
 
P.
50

❸
周

遊
に

向
け

た
仕

掛
け

づ
く

り
（

周
遊

戦
略

）
主

な
取

組

地
域
と
連
携
し
た
周
遊
マ
ッ
プ
の
整
備

市 観
光

協
会

（
D
MO

）

地
域

別
・

テ
ー

マ
型

周
遊

マ
ッ

プ
整

備
数

　
単

位
：

件

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

－
－

－
－

1
2

－
1

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
出

雲
市

全
域

の
周

遊
マ

ッ
プ

を
中

心
に

、
観

光
客

目
線

で
各

地
の

周
遊

が
し

や
す

い
マ

ッ
プ

整
備

に
取

り
組

み
ま

す
。

観
光

課
、

文
化
財

課
ｲ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｳ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
推

進
課

周
遊

マ
ッ

プ
整

備
・
更

新
周

遊
マ

ッ
プ

設
計

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点

　
地

域
に

精
通

し
た

プ
レ

イ
ヤ

ー
間

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

と
協

働
を

促
進

し
、
各

エ
リ

ア
の

実
情

・課
題

に
応

じ
た

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
戦

略
を

地
域

主
体

で
検

討
す

る
斐

川
地

区
の

地
域

観
光

戦
略

会
議

に
お

い
て

、
飛

行
機

出
発

ま
で

の
待

ち
時

間
を

利
用

し
た

斐
川

の
周

遊
を

促
す

た
め

の
マ

ッ
プ

を
制

作
し

た
。

C
h

e
c
k
：評

価
・斐

川
地

域
で

は
、
地

域
の

実
情

・課
題

に
即

し
た

観
光

客
目

線
の

マ
ッ

プ
整

備
を

実
現

し
た

点
が

評
価

で
き

る
。

・市
全

域
の

マ
ッ

プ
に

つ
い

て
は

、
観

光
案

内
所

で
の

案
内

の
際

、
ス

ポ
ッ

ト
の

紹
介

が
な

い
こ

と
に

よ
り

不
便

を
き

た
し

て
い

る
と

の
意

見
が

複
数

寄
せ

ら
れ

て
い

る
。

A
c
ti

o
n

：改
善

策
・斐

川
地

域
の

マ
ッ

プ
に

つ
い

て
は

、
地

域
戦

略
会

議
で

の
地

域
主

体
の

取
組

を
支

援
し

、
横

展
開

を
図

り
た

い
。

・出
雲

市
全

域
の

マ
ッ

プ
に

つ
い

て
、
観

光
案

内
所

で
の

使
い

や
す

さ
等

を
聞

き
取

り
、
必

要
に

応
じ

て
改

善
を

図
り

た
い

。

実
績

2
0



周
遊
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
プ
ラ
ン
の
充
実

観
光

協
会

（
D
MO

）
観

光
課

乗
車

人
数

　
単

位
：

人
数

（
上

段
バ

ス
、

下
段

タ
ク

シ
ー

）

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

20
4

17
2

22
0

17
5

24
0

18
0

26
0

18
5

28
0

19
0

30
0

20
0

－ －
69

1
68

戦
略

B
　
観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

主
要

施
策

B-
1
　

地
域
と

連
携

し
た

魅
力

の
磨

き
上

げ
基

本
計

画
 
P.
50
,
52

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
公

共
交

通
の

不
足

を
補

い
、
周

遊
ニ

ー
ズ

に
応

え
る

た
め

の
バ

ス
・タ

ク
シ

ー
プ

ラ
ン

の
一

層
の

充
実

に
力

を
入

れ
、
更

な
る

発
展

に
取

り
組

み
ま

す
。

❸
周

遊
に
向
け

た
仕

掛
け

づ
く

り
（

周
遊

戦
略

）
主

な
取

組

ス
ト

ー
リ

ー
を

た
ど

る
新

コ
ー

ス
の

造
成

及
び

見
直

し

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点

　
実

績
に

示
し

た
と

お
り

、
令

和
７

年
度

の
周

遊
バ

ス
の

乗
車

人
数

が
基

準
年

と
比

較
し

て
、

大
幅

に
増

加
し

て
い

る
の

に
対

し
、
周

遊
タ

ク
シ

ー
の

乗
車

人
数

は
大

幅
に

減
少

し
て

い
る

。

 

C
h

e
c
k
：評

価

　
周

遊
バ

ス
は

、
左

記
の

と
お

り
好

調
で

あ
っ

た
。
た

だ
、
現

在
の

コ
ー

ス
は

乗
客

に
対

し
土

産
物

の
購

入
等

、
消

費
を

促
す

よ
う

な
立

寄
先

が
含

ま
れ

て
い

な
い

た
め

、
そ

の
点

が
問

題
で

あ
る

。

　
ま

た
、
周

遊
タ

ク
シ

ー
の

乗
車

人
数

は
左

記
の

と
お

り
だ

が
、
そ

の
原

因
は

、
本

事
業

が
市

の
委

託
事

業
か

ら
観

光
協

会
の

自
主

事
業

に
転

換
さ

れ
、
公

費
を

投
入

せ
ず

と
も

自
立

で
き

る
取

組
に

す
べ

く
、
乗

車
料

金
を

引
き

上
げ

た
こ

と
が

大
き

い
と

考
え

ら
れ

る
。

そ
れ

ゆ
え

、
採

算
の

取
れ

る
価

格
設

定
を

行
っ

て
も

な
お

顧
客

を
獲

得
で

き
て

い
る

と
積

極
的

な
評

価
を

す
る

こ
と

も
可

能
で

あ
る

。
こ

れ
は

、
こ

れ
ま

で
に

確
立

し
た

商
品

の
質

・
ブ

ラ
ン

ド
力

に
よ

る
も

の
と

考
え

ら
れ

、
そ

れ
ら

は
維

持
し

て
い

か
ね

ば
な

ら
な

い
。

A
c
ti

o
n

：
改

善
策

　
周

遊
バ

ス
に

つ
い

て
は

、
乗

客
が

立
寄

先
で

消
費

し
た

く
な

る
よ

う
な

コ
ー

ス
設

定
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

　
ま

た
、
周

遊
タ

ク
シ

ー
に

つ
い

て
は

、
価

格
を

引
き

下
げ

て
乗

車
人

数
を

増
加

さ
せ

る
よ

り
、
む

し
ろ

高
価

格
・
高

品
質

な
旅

行
商

品
と

し
て

消
費

額
増

加
に

寄
与

で
き

る
よ

う
ブ

ラ
シ

ュ
ア

ッ
プ

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

　
そ

の
ほ

か
、
乗

客
の

間
口

を
広

げ
る

た
め

、
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
対

応
や

出
発

地
等

に
つ

い
て

も
乗

客
の

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

選
定

を
行

う
。

実
績

2
1



戦
略

B
　
観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

主
要

施
策

B-
1
　

地
域
と

連
携

し
た

魅
力

の
磨

き
上

げ
基

本
計

画
 
P.
50
,
52

グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
情
報
の
整
備

観
光

協
会

（
D
MO

）
観

光
課

支
援

事
業

者
数

（
単

年
度

）
　

単
位

：
事

業
者

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

1
0

0
8

0
3

0
3

0
3

0
3

0

－
8

1

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
グ

ー
グ

ル
マ

ッ
プ

上
の

施
設

情
報

等
を

充
実

さ
せ

る
た

め
、
地

域
の

IT
人

材
等

の
協

力
を

得
て

個
別

支
援

に
取

り
組

み
ま

す
。

　
地

域
全

体
で

グ
ー

グ
ル

マ
ッ

プ
情

報
を

充
実

さ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
外

国
人

観
光

客
を

含
む

旅
行

者
が

周
遊

し
や

す
く

、
地

域
で

の
購

買
活

動
が

し
や

す
い

環
境

づ
く

り
を

進
め

ま
す

。

未
整

備
事

業
者

の
新

規
支

援

主
な

取
組

❹
 
着

地
情

報
の

充
実

・
案

内
力

の
向

上
　

食
情

報
、

案
内

所
充

実

整
備

済
み

事
業

者
の

継
続

的
支

援
及

び
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

実
施

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点

①
 G

o
o

g
le

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ロ

フ
ィ

ー
ル

の
登

録
・
運

用
支

援
　

　
観

光
施

設
・
飲

食
店

等
を

対
象

に
、
G

o
o

g
le

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ロ

フ
ィ

ー
ル

の
登

録
・
運

用
支

援
を

実
施

し
た

。
　

　
　

・
令

和
5

年
度

以
降

に
運

用
支

援
を

行
っ

た
事

業
者

へ
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
：
2

2
6

事
業

者
　

　
　

・
令

和
7

年
度

の
運

用
支

援
事

業
者

数
：
8

1
事

業
者

②
 専

門
人

材
の

育
成

　
　

運
用

支
援

に
協

会
職

員
が

同
行

し
、
専

門
的

知
識

を
職

員
が

習
得

で
き

る
よ

う
取

り
組

ん
だ

。
③

 情
報

分
析

体
制

の
構

築
（
ア

カ
ウ

ン
ト

連
携

）

　
　

情
報

分
析

用
ア

カ
ウ

ン
ト

と
の

連
携

に
よ

り
、
検

索
ワ

ー
ド

や
来

訪
傾

向
デ

ー
タ

を
分

析
す

る
体

制
を

　
構

築
し

た
。

　
　

　
・
ア

カ
ウ

ン
ト

連
携

事
業

者
数

：
6

0
事

業
所

（
う

ち
令

和
7

年
度

：
1
7

事
業

所
）

C
h

e
c
k
：評

価
　

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
の

継
続

、
職

員
に

よ
る

専
門

的
知

識
の

習
得

、
ア

カ
ウ

ン
ト

連
携

に
よ

る
デ

ー
タ

分
析

体
制

の
構

築
が

進
み

、
G

o
o

g
le

マ
ッ

プ
情

報
の

整
備

に
向

け
た

支
援

体
制

が
着

実
に

整
い

つ
つ

あ
る

。

A
c
ti

o
n

：改
善

策
・フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

対
象

の
増

加
に

対
し

、
継

続
的

な
支

援
体

制
を

維
持

で
き

る
か

が
課

題
で

あ
り

、
効

率
的

な
仕

組
み

づ
く

り
を

検
討

す
る

。

・新
規

支
援

を
希

望
す

る
事

業
者

の
掘

り
起

こ
し

に
向

け
、
G

o
o

g
le

マ
ッ

プ
整

備
の

重
要

性
や

メ
リ

ッ
ト

を
分

か
り

や
す

く
伝

え
る

。

・構
築

し
た

ア
カ

ウ
ン

ト
連

携
に

よ
る

デ
ー

タ
を

、
プ

ラ
ン

作
成

や
集

客
施

策
等

へ
活

用
す

る
と

と
も

に
、
そ

の
分

析
・
活

用
を

定
常

業
務

と
し

て
定

着
さ

せ
る

。

実
績

2
2



イ
ベ
ン
ト
マ
ッ
プ
の
活
用
促
進

観
光

協
会

（
D
M
O
）

市
観

光
課

掲
載

支
援

件
数

（
単

年
度

）
　

単
位

：
件

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

30
30

30
30

30
30

－
32

戦
略

B
　
観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

主
要

施
策

B-
1
　

地
域
と

連
携

し
た

魅
力

の
磨

き
上

げ
基

本
計

画
 
P.
52

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
市

内
の

イ
ベ

ン
ト

情
報

を
マ

ッ
プ

形
式

で
分

か
り

や
す

く
発

信
で

き
る

『イ
ベ

ン
ト

マ
ッ

プ
』を

、
出

雲
観

光
・移

住
公

式
L
IN

E
の

機
能

と
し

て
活

用
し

、
今

後
さ

ら
に

情
報

発
信

を
充

実
さ

せ
ま

す
。
多

様
な

プ
レ

イ
ヤ

ー
が

自
ら

イ
ベ

ン
ト

を
登

録
し

、
地

域
内

で
の

情
報

集
約

と
相

互
案

内
の

促
進

を
図

り
ま

す
。

❹
 
着
地

情
報

の
充

実
・

案
内
力

の
向

上
　

食
情

報
、

案
内

所
充

実
主

な
取

組

イ
ベ

ン
ト

マ
ッ

プ
の

活
用

に
係

る
周

知

希
望

事
業

者
に

対
す

る
活

用
支

援

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点

・地
域

全
体

の
動

的
な

「今
」の

動
き

を
可

視
化

す
る

た
め

、
イ

ベ
ン

ト
情

報
管

理
ツ

ー
ル

「イ
ベ

ン
テ

ィ
ア

」を
活

用
し

た
出

雲
市

内
の

面
的

な
D

X
化

を
推

進
し

た
。

・地
図

上
で

「
い

つ
・ど

こ
で

・何
が

」行
わ

れ
て

い
る

か
を

一
元

的
に

表
示

す
る

重
要

性
を

事
業

者
へ

啓
発

し
、
地

域
の

小
規

模
な

催
事

や
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

、
期

間
限

定
の

ラ
イ

ト
ア

ッ
プ

等
、

観
光

客
の

「つ
い

で
寄

り
」を

誘
発

す
る

マ
イ

ク
ロ

イ
ベ

ン
ト

を
中

心
に

、
計

3
2

件
の

個
別

登
録

を
支

援
し

た
。

C
h

e
c
k
：評

価
・事

業
者

へ
の

意
識

付
け

お
よ

び
マ

イ
ク

ロ
イ

ベ
ン

ト
情

報
の

集
約

を
通

じ
て

、
特

に
閑

散
期

の
情

報
発

信
を

強
化

で
き

た
た

め
、
年

間
を

通
じ

た
観

光
需

要
の

平
準

化
お

よ
び

面
的

な
情

報
発

信
基

盤
の

強
化

に
寄

与
と

思
わ

れ
る

。

A
c
ti

o
n

：改
善

策
・更

な
る

活
用

が
進

む
よ

う
イ

ベ
ン

ト
マ

ッ
プ

に
対

す
る

事
業

者
及

び
利

用
者

の
認

知
度

を
高

め
る

。

・イ
ベ

ン
ト

主
催

者
が

自
ら

継
続

的
に

情
報

を
登

録
・
更

新
で

き
る

仕
組

み
を

定
着

さ
せ

る
た

め
、
活

用
事

例
の

共
有

を
継

続
し

、
観

光
客

の
周

遊
促

進
お

よ
び

地
域

全
体

の
回

遊
性

向
上

を
図

る
。
　

実
績

2
3



戦
略

B
　
観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

主
要

施
策

B-
1
　

地
域
と

連
携

し
た

魅
力

の
磨

き
上

げ
基

本
計

画
 
P.
52

❹
 
着
地

情
報

の
充

実
・

案
内
力

の
向

上
　

食
情

報
、

案
内

所
充

実
主

な
取

組
オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト
で
の
地
域
案
内
の
促
進

市
ｲﾝ

ﾊ
ﾞｳ

ﾝﾄ
ﾞ
推

進
課

ｵｰ
ﾌﾟ

ﾝﾁ
ｬ
ｯﾄ

と
も

だ
ち

数
（

年
末

時
点

）
　

単
位

：
人

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

－
1,

80
0

1,
80

0

－
1,

30
0

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
L
IN

E
ヤ

フ
ー

社
と

連
携

し
て

開
設

し
た

オ
ー

プ
ン

チ
ャ

ッ
ト

『み
ん

な
で

つ
く

る
出

雲
旅

』を
活

用
し

、
出

雲
を

訪
れ

た
い

人
と

地
域

住
民

・リ
ピ

ー
タ

ー
と

の
交

流
の

場
を

運
用

し
ま

す
。

オ
ー

プ
ン

チ
ャ

ッ
ト

の
運

用

見
直

し
・
運

用
継

続

実
績

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点

　
オ

ー
プ

ン
チ

ャ
ッ

ト
へ

の
参

加
に

よ
り

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

内
の

会
話

を
通

じ
て

旅
マ

エ
情

報
を

得
る

人
、
ま

た
、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
内

で
出

雲
の

情
報

交
換

を
楽

し
む

人
な

ど
に

よ
り

、
内

部
で

は
活

発
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

行
わ

れ
た

。

C
h

e
c
k
：評

価

　
管

理
者

か
ら

の
投

稿
頻

度
が

少
な

く
、
ユ

ー
ザ

ー
が

求
め

る
仕

掛
け

が
少

な
か

っ
た

こ
と

も
あ

り
、
目

標
値

を
下

回
る

結
果

と
な

っ
た

。
　

一
方

で
、
出

雲
フ

ァ
ン

や
地

域
プ

レ
イ

ヤ
ー

に
よ

る
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
内

で
の

観
光

案
内

の
促

進
に

は
、
一

定
の

成
果

が
あ

っ
た

と
評

価
で

き
る

。

A
c
ti

o
n

：改
善

策

・
登

録
者

数
の

増
加

に
向

け
て

、
広

報
活

動
の

強
化

や
情

報
発

信
方

法
を

工
夫

す
る

な
ど

し
て

、
『
み

ん
な

で
つ

く
る

出
雲

旅
』
の

さ
ら

な
る

活
性

化
を

図
り

、
「
ロ

ー
カ

ル
ド

ラ
イ

バ
ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
へ

の
貢

献
に

つ
な

げ
て

い
く

。

・
令

和
9

年
度

に
向

け
、
オ

ー
プ

ン
チ

ャ
ッ

ト
の

運
用

に
つ

い
て

見
直

し
を

検
討

す
る

。

2
4



景
観
計
画
に
基
づ
く
街
並
み
・
自
然
景
観
保
全
の
促
進

市
建

築
住

宅
課

景
観

計
画

に
準

じ
た

指
導

・
助

言
　

単
位

：
％

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

－
10

0

戦
略

B
　
観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

主
要

施
策

B-
2
　

守
る
べ

き
資

源
・

文
化

の
継

承
と

価
値

の
再

認
識

基
本

計
画

 
P.
53

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
出

雲
市

景
観

計
画

に
基

づ
き

、
一

定
規

模
以

上
の

建
設

行
為

等
に

つ
い

て
、
景

観
形

成
基

準
に

よ
る

指
導

や
助

言
を

行
い

ま
す

。

❶
 
街
並

み
や

自
然

景
観

の
保
全

主
な

取
組

景
観

計
画

に
基

づ
く

建
設

行
為

等
の

着
工

前
届

出
で

の
助

言
・
指

導

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点
　 　

令
和

7
年

度
（2

0
2

5
）
の

届
出

に
対

し
て

、
景

観
形

成
基

準
を

確
認

し
、
必

要
に

応
じ

て
助

言
を

行
っ

た
。

〇
審

査
件

数
：届

出
1
2

1
件

、
通

知
2

5
件

C
h

e
c
k
：評

価
　 　

届
出

に
対

す
る

必
要

な
助

言
を

適
切

に
行

う
こ

と
が

で
き

た
。
目

標
値

を
達

成
で

き
た

と
思

わ
れ

る
。

A
c
ti

o
n

：改
善

策

　
引

き
続

き
届

出
に

対
し

て
必

要
な

指
導

・
助

言
を

行
う

こ
と

と
す

る
。

実
績

2
5



戦
略

B
　
観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

主
要

施
策

B-
2
　

守
る
べ

き
資

源
・

文
化

の
継

承
と

価
値

の
再

認
識

基
本

計
画

 
P.
53

❶
 
街
並

み
や

自
然

景
観

の
保
全

主
な

取
組

景
観
形
成
地
域
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
制
度
の
導
入
等
の
検
討

市
建

築
住

宅
課

文
化

財
課

（
計

画
を

踏
ま

え
て

調
整

）
　

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
意

匠
等

の
基

準
を

定
め

る
景

観
形

成
地

域
に

つ
い

て
、
住

民
協

定
の

あ
る

出
雲

大
社

周
辺

地
域

や
、
木

綿
街

道
周

辺
地

域
等

、
新

た
な

指
定

に
関

す
る

具
体

的
な

検
討

を
開

始
し

ま
す

。
重

要
伝

統
的

建
造

物
群

保
存

地
区

に
係

る
検

討
（
木

綿
街

道
周

辺
地

域
）

出
雲

市
景

観
計

画
見

直
し

（景
観

形
成

地
域

指
定

の
検

討
（出

雲
大

社
周

辺
な

ど
）
）

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点

  
平

田
地

域
の

「木
綿

街
道

」へ
の

制
度

導
入

に
つ

い
て

、
こ

れ
ま

で
文

化
庁

、
島

根
県

文
化

財
課

の
指

導
・助

言
を

受
け

な
が

ら
、
具

体
的

な
検

討
を

進
め

て
き

た
。

　
令

和
７

年
度

は
、
当

該
制

度
導

入
に

向
け

、
全

国
の

重
伝

建
の

事
例

や
制

度
運

用
の

実
績

等
に

つ
い

て
情

報
収

集
を

行
い

つ
つ

、
地

域
団

体
が

中
心

と
な

っ
て

開
催

さ
れ

た
研

修
会

や
先

進
地

視
察

へ
参

加
し

、
地

元
住

民
と

連
携

し
て

情
報

共
有

を
図

っ
た

。

C
h

e
c
k
：評

価

　
重

伝
建

研
修

（文
化

庁
主

催
）
へ

の
参

加
や

先
進

地
（津

山
市

）
へ

の
訪

問
を

通
し

て
、
情

報
収

集
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。

　
ま

た
、
地

域
団

体
が

実
施

す
る

研
修

会
や

視
察

に
参

加
し

連
携

を
深

ま
っ

た
。
　

A
c
ti

o
n

：改
善

策

　
重

伝
建

選
定

に
向

け
た

本
格

的
な

取
組

が
実

施
で

き
る

よ
う

庁
内

関
係

部
署

と
連

携
し

、
体

制
を

整
備

し
て

い
く

。
　

ま
た

、
地

域
の

皆
様

に
当

該
制

度
を

十
分

に
ご

理
解

い
た

だ
け

る
よ

う
地

元
へ

の
説

明
会

や
研

修
な

ど
を

開
催

し
合

意
形

成
を

図
っ

て
い

く
。

実
績

2
6



日
御
碕
地
区
に
お
け
る
滞
在
環
境
の
上
質
化
の
推
進

市
・

地
域

ｲﾝ
ﾊ
ﾞ
ｳﾝ

ﾄ
ﾞ
推

進
課

上
質

化
計

画
（

民
間

事
業

）
の

実
施

件
数

　
単

位
：

件

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

2
4

3
2

2
2

―
4

戦
略

B
　
観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

主
要

施
策

B-
2
　

守
る
べ

き
資

源
・

文
化

の
継

承
と

価
値

の
再

認
識

基
本

計
画

 
P.
53

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
大

山
隠

岐
国

立
公

園
・島

根
半

島
エ

リ
ア

の
日

御
碕

地
区

に
お

い
て

、
店

舗
、
宿

泊
施

設
と

協
力

し
、
市

の
「日

御
碕

地
区

ま
ち

あ
る

き
環

境
向

上
基

本
計

画
」

（2
0

2
0

～
2

0
2

9
）に

基
づ

き
、
修

景
補

修
等

に
併

せ
た

滞
在

環
境

の
上

質
化

を
推

進
し

ま
す

。
　

ま
た

、
ビ

ュ
ー

ポ
イ

ン
ト

の
枯

損
木

の
伐

採
や

松
く

い
虫

対
策

を
行

い
ま

す
。

❶
 
街
並

み
や

自
然

景
観

の
保
全

主
な

取
組

年
度

計
画

調
整

（
～

R
1
1
）　

※
廃

屋
撤

去
含

む
。

地
域

へ
の

情
報

提
供

・
協

議

上
質

化
事

業
の

推
進

（
各

年
度

）

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点

・日
御

碕
地

区
の

４
事

業
者

が
修

景
補

修
等

に
よ

る
　

滞
在

環
境

の
上

質
化

を
実

施
し

た
。

・３
事

業
者

は
、
老

朽
化

し
た

店
舗

外
壁

等
を

改
修

し
、

　
エ

リ
ア

内
の

他
店

舗
と

の
統

一
感

の
あ

る
も

の
と

し
た

。
・１

事
業

者
は

使
用

頻
度

の
減

っ
た

和
室

（
大

広
間

）を
　

洋
室

３
室

に
改

修
し

、
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
を

含
む

観
光

客
　

の
受

入
環

境
を

整
え

た
。

C
h

e
c
k
：評

価

・日
御

碕
地

区
の

店
舗

、
宿

泊
施

設
等

の
協

力
に

よ
り

、
滞

在
環

境
の

上
質

化
が

図
ら

れ
て

い
る

。
・一

方
で

、
事

業
者

が
高

齢
化

し
て

お
り

、
空

き
店

舗
の

利
活

用
、
担

い
手

不
足

が
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

・日
御

碕
地

区
は

公
共

交
通

機
関

に
よ

る
ア

ク
セ

ス
が

不
便

な
エ

リ
ア

で
あ

り
、
バ

ス
の

運
行

時
間

が
限

定
的

で
あ

る
た

め
、
観

光
客

の
滞

在
時

間
が

制
限

さ
れ

て
い

る
。

A
c
ti

o
n

：改
善

策

・
地

元
関

係
者

（
日

御
碕

地
区

、
環

境
省

、
島

根
県

、
交

通
事

業
者

等
）
と

連
携

し
、
関

係
者

間
で

の
情

報
共

有
及

び
適

切
な

情
報

提
供

を
図

る
。

・
空

き
店

舗
の

利
活

用
や

新
規

参
入

者
を

呼
び

込
む

た
め

の
支

援
策

を
検

討
す

る
。

・
日

本
遺

産
「
日

が
沈

む
聖

地
出

雲
」
や

島
根

半
島

・
宍

道
湖

中
海

ジ
オ

パ
ー

ク
と

の
連

携
に

よ
り

、
体

験
等

に
よ

る
滞

在
時

間
の

延
長

を
図

る
。

実
績

2
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戦
略

B
　
観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

主
要

施
策

B-
2
　

守
る
べ

き
資

源
・

文
化

の
継

承
と

価
値

の
再

認
識

基
本

計
画

 
P.
53

❶
 
街
並

み
や

自
然

景
観

の
保
全

主
な

取
組

県
立
自
然
公
園
の
環
境
整
備

市
観

光
課

パ
ト

ロ
ー

ル
及

び
草

刈
り

　
単

位
：

回

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

12
12

12
12

12
12

―
12

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
県

立
自

然
公

園
で

は
、
遊

歩
道

の
維

持
管

理
等

に
よ

り
自

然
景

観
を

楽
し

め
る

環
境

を
整

備
し

ま
す

。

地
元

住
民

団
体

の
保

全
活

動
に

係
る

支
援

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点

　
地

元
団

体
や

事
業

者
の

行
う

草
刈

り
・パ

ト
ロ

ー
ル

・低
灌

木
伐

採
等

を
定

期
的

に
実

施
し

、
立

久
恵

峡
県

立
自

然
公

園
・宍

道
湖

北
山

県
立

自
然

公
園

（
鰐

淵
寺

周
辺

・一
畑

薬
師

周
辺

等
）内

の
遊

歩
道

を
維

持
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

C
h

e
c
k
：評

価

　
年

間
を

通
じ

て
精

力
的

に
作

業
に

取
り

組
み

、
県

立
自

然
公

園
の

自
然

景
観

を
保

全
で

き
た

。

　
但

し
、
地

元
団

体
で

は
、
高

齢
化

等
に

よ
り

担
い

手
不

足
が

課
題

と
な

っ
て

い
る

。

A
c
ti

o
n

：改
善

策

　
次

年
度

以
降

も
今

年
度

同
様

、
自

然
公

園
の

環
境

整
備

に
取

り
組

む
こ

と
と

す
る

。

　
地

元
団

体
と

の
情

報
交

換
を

密
に

し
、

担
い

手
不

足
の

情
報

把
握

し
な

が
ら

、
維

持
管

理
を

行
う

。

実
績

2
8



旧
大
社
駅
の
保
存
・
活
用

市
観

光
課

、
文

化
財

課

観
光

入
込

客
数

　
単

位
：

人

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

83
,0

00
（

R1
）

0
85

,0
00

90
,0

00
95

,0
00

10
0,

00
0

－
－

戦
略

B
　
観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

主
要

施
策

B-
2
　

守
る
べ

き
資

源
・

文
化

の
継

承
と

価
値

の
再

認
識

基
本

計
画

 
P.
54

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
国

の
重

要
文

化
財

で
あ

る
旧

大
社

駅
本

屋
の

保
存

修
理

工
事

が
完

了
し

ま
す

。
出

雲
大

社
参

詣
の

歴
史

や
当

時
の

鉄
道

文
化

を
体

感
で

き
る

展
示

の
充

実
を

図
る

と
と

も
に

、
官

民
連

携
に

よ
る

新
た

な
活

用
や

街
歩

き
の

拡
大

を
進

め
、
地

域
全

体
の

魅
力

向
上

に
つ

な
げ

ま
す

。

❷
 
歴
史

文
化

資
源

の
保

存
と
活

用
主

な
取

組

「多
目

的
棟

」整
備

工
事

「
本

屋
」
保

存
修

理
工

事
観

光
周

遊
を

促
進

す
る

拠
点

と
し

て
の

活
用

（直
営

に
よ

る
管

理
・
活

用
）

（指
定

管
理

者
に

よ
る

管
理

・
活

用
）

旧
大

社
駅

の
保

存
・
活

用
促

進
利

用
計

画
策

定

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点

　
令

和
７

年
１
２

月
に

重
要

文
化

財
に

か
か

る
保

存
修

理
工

事
及

び
活

用
整

備
工

事
が

完
了

。
令

和
８

年
３

月
ま

で
に

公
開

に
向

け
た

準
備

（多
目

的
棟

建
設

、
再

現
看

板
整

備
、
展

示
等

）も
完

了
し

た
。

C
h

e
c
k
：評

価

・保
存

修
理

工
事

・公
開

に
向

け
た

準
備

は
、
活

用
に

向
け

た
前

提
で

あ
っ

て
、
ま

ず
は

こ
れ

ら
が

無
事

完
了

し
た

こ
と

を
評

価
し

た
い

。
・活

用
に

つ
い

て
は

、
供

用
開

始
す

る
令

和
８

年
4

月
1
5

日
以

降
本

格
化

す
る

こ
と

に
な

る
。

A
c
ti

o
n

：改
善

策

　
観

光
入

込
客

数
に

つ
い

て
目

標
値

を
上

回
れ

る
よ

う
新

設
し

た
多

目
的

棟
を

含
め

、
旧

大
社

駅
が

持
つ

歴
史

、
文

化
的

価
値

を
活

か
し

た
イ

ベ
ン

ト
活

用
な

ど
積

極
的

な
利

用
を

行
う

。

実
績

2
9



戦
略

B
　
観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

主
要

施
策

B-
2
　

守
る
べ

き
資

源
・

文
化

の
継

承
と

価
値

の
再

認
識

基
本

計
画

 
P.
54

❷
 
歴
史

文
化

資
源

の
保

存
と
活

用
主

な
取

組
出
雲
市
の
歴
史
文
化
を
語
る
遺
跡
や
博
物
館
等
の
活
用
促
進

市

文
化

財
課

文
化

ス
ポ

ー
ツ

課

観
光

交
流

部

市
内

博
物

館
入

込
客

数
　

単
位

：
人

（
上

段
：

弥
生

の
森

、
下

段
：

荒
神

谷
）

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

30
,9

24
10

,2
79

31
,4

00
17

,0
00

31
,8

00
18

,0
00

32
,2

00
19

,0
00

32
,6

00
20

,0
00

33
,0

00
21

,0
00

－
29

,6
14

20
,5

14

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
荒

神
谷

遺
跡

や
古

墳
群

、
出

雲
大

社
遺

構
な

ど
の

歴
史

資
源

に
加

え
、
古

代
出

雲
歴

史
博

物
館

、
荒

神
谷

博
物

館
、
出

雲
弥

生
の

森
博

物
館

等
の

3
館

を
は

じ
め

、
出

雲
文

化
伝

承
館

や
平

田
本

陣
記

念
館

、
民

間
の

文
化

施
設

も
含

め
た

観
光

コ
ン

テ
ン

ツ
と

し
て

の
魅

力
向

上
や

Ｐ
Ｒ

を
推

進
し

ま
す

。

市
内

文
化

施
設

Ｐ
Ｒ

ス
ト

ー
リ

ー
構

築
市

内
文

化
施

設
を

活
用

し
た

コ
ン

テ
ン

ツ
造

成
・
販

売

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点
　

「
出

雲
弥

生
の

森
ま

つ
り

」
や

「
荒

神
谷

古
代

こ
ど

も
フ

ェ
ス

タ
」
な

ど
の

博
物

館
関

連
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

し
た

。
　

　
「
出

雲
弥

生
の

森
ま

つ
り

」
（
4

月
２

９
日

）
の

参
加

者
数

は
1
,2

3
5

人
、
「
荒

神
谷

古
代

こ
ど

も
フ

ェ
ス

タ
」
（
５

月
５

日
）の

参
加

者
数

は
1
,5

0
0

人
で

あ
っ

た
。
そ

の
他

、
荒

神
谷

博
物

館
で

は
「
荒

神
谷

古
代

ハ
ス

ま
つ

り
」

や
古

代
米

関
連

の
イ

ベ
ン

ト
を

随
時

開
催

。
荒

神
谷

青
銅

器
発

見
４

０
周

年
を

記
念

し
て

、
青

銅
器

の
里

帰
り

展
示

な
ど

の
イ

ベ
ン

ト
を

企
画

し
た

。

　
ま

た
、
弥

生
ブ

ロ
ン

ズ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
ス

タ
ン

プ
ラ

リ
ー

や
弥

生
の

御
朱

印
巡

り
な

ど
、
市

内
外

の
博

物
館

と
の

連
携

事
業

を
継

続
し

て
行

っ
て

い
る

。
　

さ
ら

に
、
出

雲
文

化
伝

承
館

や
平

田
本

陣
記

念
館

で
開

催
さ

れ
た

展
示

事
業

を
、
広

報
い

ず
も

や
市

の
公

式
S

N
S

、
出

雲
文

化
ナ

ビ
等

で
周

知
し

、
施

設
の

P
R

を
行

っ
た

。

C
h

e
c
k
：評

価
　

他
館

相
互

連
携

の
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

す
る

こ
と

等
に

よ
っ

て
、
博

物
館

に
親

し
ん

で
も

ら
う

機
会

を
創

出
し

た
。

A
c
ti

o
n

：改
善

策
　

引
き

続
き

市
内

博
物

館
お

よ
び

文
化

施
設

と
の

連
携

を
図

っ
て

い
く

。
出

雲
市

の
歴

史
や

文
化

に
興

味
を

持
っ

て
い

た
だ

け
る

よ
う

博
物

館
の

広
報

媒
体

(広
報

誌
や

S
N

S
等

)を
活

用
し

た
P

R
を

行
う

。

実
績

3
0



市
民
も
意
識
し
た
歴
史
的
・
文
化
的
コ
ン
テ
ン
ツ
の
発
信

市
観

光
課

Ｓ
Ｎ

Ｓ
投

稿
回

数
　

単
位

：
回

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

－
10

10
10

10
10

－
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市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
出

雲
の

歴
史

文
化

の
特

別
性

や
地

域
の

価
値

を
再

認
識

で
き

る
よ

う
な

文
化

的
コ

ン
テ

ン
ツ

を
、
市

民
に

向
け

て
積

極
的

に
発

信
し

ま
す

。
　

あ
わ

せ
て

、
S

N
S

を
通

じ
て

、
歴

史
・文

化
に

つ
い

て
も

情
報

発
信

し
て

い
き

ま
す

。

❸
市

民
へ

の
イ

ン
ナ

ー
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

主
な

取
組

市
内

の
歴

史
的

・
文

化
的

情
報

を
含

む
Ｓ

Ｎ
Ｓ

投
稿

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点

・I
n

s
ta

g
ra

m
ア

カ
ウ

ン
ト

”I
z
u

m
o

3
6

5
”
（以

下
、

　
「本

ア
カ

ウ
ン

ト
」と

い
う

）に
お

い
て

、
活

発
な

情
報

　
発

信
を

行
っ

た
。

・多
様

な
内

容
の

投
稿

を
行

っ
た

が
、
本

殿
が

県
指

定
  
文

化
財

で
あ

り
、
令

和
7

年
度

に
遷

宮
が

行
わ

れ
た

  
須

佐
神

社
、
出

雲
文

化
伝

承
館

・平
田

本
陣

記
念

館
と

　
い

っ
た

博
物

館
な

ど
を

特
に

し
ば

し
ば

取
り

上
げ

た
。

C
h

e
c
k
：評

価

　
狭

義
の

文
化

財
に

つ
い

て
の

投
稿

は
も

ち
ろ

ん
、
そ

れ
以

外
に

博
物

館
の

展
示

や
市

民
生

活
に

根
差

し
た

行
事

な
ど

も
取

り
上

げ
る

こ
と

で
、
本

市
の

価
値

を
再

認
識

す
る

こ
と

に
つ

な
が

っ
た

と
思

わ
れ

る
。

A
c
ti

o
n

：改
善

策

　
令

和
８

年
度

か
ら

本
ア

カ
ウ

ン
ト

の
運

用
に

か
か

る
事

業
費

を
減

額
す

る
た

め
、
活

動
の

総
量

と
し

て
は

減
少

す
る

も
の

の
、
イ

ン
ナ

ー
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

は
そ

の
重

要
性

に
鑑

み
、
積

極
的

に
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

。
そ

の
た

め
、
庁

内
の

関
係

部
署

・
庁

外
の

関
係

機
関

・
事

業
者

等
と

も
連

携
を

と
り

な
が

ら
、

対
象

の
重

要
性

・
閲

覧
者

に
与

え
る

影
響

（
力

）
等

を
総

合
的

に
勘

案
し

て
、
取

り
上

げ
る

対
象

を
選

定
し

、
効

果
的

・
効

率
的

な
情

報
発

信
を

行
う

こ
と

と
し

た
い

。

実
績

3
1



戦
略

B
　
観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

主
要

施
策

B-
2
　

守
る
べ

き
資

源
・

文
化

の
継

承
と

価
値

の
再

認
識

基
本

計
画

 
P.
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❸
市

民
へ

の
イ

ン
ナ

ー
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

主
な

取
組

市
民
が
地
域
を
知
る
機
会
の
充
実
・
Ｐ
Ｒ

市
市

民
活

動
支

援
課

、
自

治
振

興
課

文
化

財
課

、
ｲﾝ
ﾊﾞ
ｳﾝ
ﾄ
ﾞ推

進
課

市
民

向
け

講
座

の
開

催
回

数
　

単
位

：
回
（

上
段

：
文

化
財

課
、

中
段

：
市

民
活

動
支

援
課

、
下

段
：

自
治

振
興

課
）

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

19 2 37

19 2 40

19 2 40

19 2 45

19 2 45

19 2 50

－
19 4 39

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
市

内
各

博
物

館
に

お
い

て
、
魅

力
的

な
企

画
展

や
特

別
展

の
開

催
、
市

民
向

け
の

学
習

講
座

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
あ

わ
せ

て
、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
自

主
企

画
事

業
へ

の
出

前
講

座
・商

業
施

設
で

の
出

張
展

示
等

を
通

じ
て

、
地

域
に

お
け

る
観

光
ま

ち
づ

く
り

の
取

組
と

の
連

携
も

検
討

し
ま

す
。

市
民

向
け

講
座

の
開

催
、
市

内
各

博
物

館
に

お
け

る
企

画
展

・
特

別
展

の
開

催
（
文

化
財

課
）

市
民

向
け

生
涯

学
習

講
座

（
市

民
活

動
支

援
課

）

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

自
主

企
画

事
業

の
支

援
（
自

治
振

興
課

）

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点

・出
雲

弥
生

の
森

博
物

館
で

は
、
「
職

員
リ

レ
ー

講
座

」
「
館

長
講

座
」
「
企

画
展

関
連

講
演

会
」
な

ど
の

各
種

講
座

の
実

施
に

加
え

、
「
鬼

瓦
づ

く
り

」
や

「
レ

ジ
ン

勾
玉

づ
く

り
」
な

ど
の

体
験

教
室

を
開

催
し

た
。

・令
和

７
年

度
は

、
博

物
館

の
開

館
１
５

周
年

の
節

目
の

年
で

あ
っ

た
こ

と
か

ら
、
「
開

館
1
5

周
年

記
念

特
別

講
演

会
」
を

実
施

し
た

。
さ

ら
に

、
講

師
派

遣
と

い
う

形
で

、
外

部
で

の
講

演
会

も
行

っ
た

。
・ま

た
、
企

画
展

や
ギ

ャ
ラ

リ
ー

展
な

ど
の

展
示

を
随

時
開

催
し

た
こ

と
に

加
え

て
、
市

内
商

業
施

設
で

の
パ

ネ
ル

展
示

を
行

い
、
地

域
に

根
ざ

す
博

物
館

づ
く

り
に

努
め

た
。

・生
涯

学
習

講
座

と
し

て
は

、
出

雲
の

歴
史

に
つ

い
て

の
講

演
（
出

雲
國

講
座

）
の

ほ
か

、
ふ

る
さ

と
ウ

ォ
ー

ク
や

ジ
オ

パ
ー

ク
体

験
ツ

ア
ー

な
ど

、
現

地
を

歩
い

て
学

ぶ
内

容
を

取
り

入
れ

た
講

座
を

開
催

し
た

。
・４

３
地

区
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

で
は

、
市

民
の

地
域

を
知

る
機

会
を

充
実

さ
せ

る
た

め
、
様

々
な

自
主

企
画

事
業

を
行

っ
て

お
り

、
当

該
事

業
の

実
施

回
数

は
３

９
回

で
あ

っ
た

。
・出

雲
市

日
本

遺
産

「
日

が
沈

む
聖

地
出

雲
」に

つ
い

て
、
市

内
商

業
施

設
で

の
パ

ネ
ル

展
示

や
広

報
い

ず
も

の
記

事
掲

載
を

通
じ

て
、
市

民
へ

の
周

知
を

図
っ

た
。
ま

た
、
事

業
者

を
対

象
に

し
た

講
習

を
行

い
、

観
光

客
に

自
ら

が
住

む
出

雲
を

伝
え

る
こ

と
が

で
き

る
人

づ
く

り
を

進
め

た
。

実
績

3
2



戦
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B
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光
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ち
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く
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戦
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主
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施
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守
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き
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源
・

文
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再

認
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基
本

計
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❸
市

民
へ

の
イ

ン
ナ

ー
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

主
な

取
組

市
民
が
地
域
を
知
る
機
会
の
充
実
・
Ｐ
Ｒ

市
市

民
活

動
支

援
課

、
自

治
振

興
課

文
化

財
課

、
ｲﾝ
ﾊﾞ
ｳﾝ
ﾄ
ﾞ推

進
課

市
民

向
け

講
座

の
開

催
回

数
　

単
位

：
回
（

上
段

：
文

化
財

課
、

中
段

：
市

民
活

動
支

援
課

、
下

段
：

自
治

振
興

課
）

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

19 2 37

19 2 40

19 2 40

19 2 45

19 2 45

19 2 50

－
19 4 39

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
市

内
各

博
物

館
に

お
い

て
、
魅

力
的

な
企

画
展

や
特

別
展

の
開

催
、
市

民
向

け
の

学
習

講
座

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
あ

わ
せ

て
、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
自

主
企

画
事

業
へ

の
出

前
講

座
・商

業
施

設
で

の
出

張
展

示
等

を
通

じ
て

、
地

域
に

お
け

る
観

光
ま

ち
づ

く
り

の
取

組
と

の
連

携
も

検
討

し
ま

す
。

市
民

向
け

講
座

の
開

催
、
市

内
各

博
物

館
に

お
け

る
企

画
展

・
特

別
展

の
開

催
（
文

化
財

課
）

市
民

向
け

生
涯

学
習

講
座

（
市

民
活

動
支

援
課

）

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

自
主

企
画

事
業

の
支

援
（
自

治
振

興
課

）

C
h

e
c
k
：評

価
・博

物
館

で
の

講
座

お
よ

び
展

示
に

つ
い

て
、
目

標
回

数
通

り
実

施
で

き
た

。
・生

涯
学

習
講

座
は

目
標

値
を

上
回

り
、
受

講
者

か
ら

は
市

内
の

魅
力

を
さ

ら
に

知
り

た
い

と
の

感
想

が
寄

せ
ら

れ
る

な
ど

、
講

座
の

満
足

度
は

高
い

。
こ

う
し

た
評

価
を

リ
ピ

ー
タ

ー
の

拡
大

に
つ

な
げ

る
と

と
も

に
、

新
規

受
講

者
獲

得
に

向
け

た
さ

ら
な

る
魅

力
向

上
と

広
報

が
必

要
だ

と
考

え
る

。
・コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
の

事
業

は
実

施
回

数
３

９
回

で
目

標
値

を
１
回

下
回

っ
た

が
、
基

準
値

と
比

較
し

て
２

回
増

加
し

た
。
う

ち
新

規
事

業
は

６
回

あ
り

、
毎

年
工

夫
を

し
な

が
ら

取
り

組
ん

で
い

る
。

A
c
ti

o
n

：改
善

策
・博

物
館

で
の

講
座

に
つ

い
て

は
、
受

講
者

層
が

各
回

で
ほ

ぼ
固

定
さ

れ
て

い
る

。
新

規
受

講
者

の
獲

得
を

目
指

し
、
講

座
の

申
込

に
つ

い
て

し
ま

ね
電

子
申

請
サ

ー
ビ

ス
で

案
内

す
る

こ
と

を
検

討
し

て
い

る
。
ま

た
、
昨

年
度

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

を
行

っ
た

博
物

館
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

S
N

S
等

の
広

報
媒

体
を

活
用

す
る

こ
と

で
、
広

く
周

知
を

図
っ

て
い

く
。

・令
和

8
年

度
の

生
涯

学
習

講
座

は
、
現

地
で

の
藻

塩
づ

く
り

や
地

域
産

品
を

味
わ

う
時

間
を

設
け

て
紹

介
し

、
認

知
度

を
上

げ
る

試
み

も
取

り
入

れ
、

魅
力

向
上

に
努

め
て

い
る

。
Ｓ

Ｎ
Ｓ

に
よ

る
講

座
の

開
催

報
告

及
び

募
集

で
は

、
写

真
や

参
加

者
の

声
な

ど
を

使
用

し
て

講
座

の
魅

力
を

伝
え

て
お

り
、

引
き

続
き

積
極

的
な

広
報

に
取

り
組

む
。

・コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

の
事

業
に

つ
い

て
は

、
地

域
の

良
さ

を
知

る
事

業
を

増
や

せ
る

よ
う

、
周

知
を

図
る

。
・事

業
者

向
け

の
講

座
に

つ
い

て
は

、
従

業
員

で
あ

る
市

民
が

誇
り

を
持

っ
て

来
訪

者
に

接
す

る
こ

と
に

つ
な

げ
る

。
・幅

広
い

世
代

に
ア

プ
ロ

ー
チ

で
き

る
ケ

ー
ブ

ル
テ

レ
ビ

の
活

用
等

も
検

討
す

る
。

実
績

3
3



ふ
る
さ
と
出
雲
の
魅
力
を
発
信
す
る
次
世
代
の
育
成

市
学

校
教

育
課

、
教
育

政
策

課

観
光

課

子
ど

も
観

光
大

使
の

申
込

学
校

数
　

単
位

：
校

（
上

段
：

中
学

校
、

下
段

：
小

学
校

）

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

7 2
7 2

7 2
7 2

7 2
7 2

―
5 2

戦
略

B
　
観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

主
要

施
策

B-
2
　

守
る
べ

き
資

源
・

文
化

の
継

承
と

価
値

の
再

認
識

基
本

計
画

 
P.
56

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
出

雲
の

神
話

や
歴

史
等

を
次

世
代

へ
伝

え
る

た
め

、
文

化
財

・
観

光
部

署
等

が
連

携
し

、
出

前
授

業
の

充
実

や
副

読
本

で
の

紹
介

を
進

め
、
子

ど
も

た
ち

が
地

域
の

魅
力

に
触

れ
る

機
会

を
増

や
す

と
と

も
に

、
修

学
旅

行
生

が
“ふ

る
さ

と
観

光
大

使
”と

し
て

出
雲

を
P

R
す

る
取

組
を

引
き

続
き

推
進

し
ま

す
。

❸
市

民
へ

の
イ

ン
ナ

ー
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

主
な

取
組

子
ど

も
観

光
大

使
事

前
授

業
　

　
　

　
修

学
旅

行
等

で
の

Ｐ
Ｒ

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点
　

市
内

の
子

ど
も

た
ち

に
出

雲
の

価
値

を
発

見
・再

認
識

す
る

機
会

を
提

供
し

、
ま

た
、
そ

の
子

ど
も

た
ち

が
修

学
旅

行
の

際
に

県
外

の
方

へ
出

雲
を

P
R

す
る

取
組

で
あ

る
「子

ど
も

観
光

大
使

」事
業

を
実

施
し

た
。

　
令

和
７

年
度

の
参

加
学

校
数

は
、
小

学
校

２
校

・
中

学
校

５
校

で
あ

っ
た

。

C
h

e
c
k
：評

価
　

中
学

校
で

は
、
目

標
を

達
成

で
き

な
か

っ
た

。

　
目

標
で

あ
る

申
込

学
校

数
に

つ
い

て
は

、
小

中
学

校
の

再
編

の
影

響
を

受
け

る
も

の
の

、
「子

ど
も

観
光

大
使

」
事

業
は

独
自

性
の

あ
る

取
組

で
あ

り
、
外

部
へ

の
P

R
・
子

ど
も

た
ち

の
愛

郷
心

を
育

て
る

契
機

と
し

て
有

益
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

の
で

、
引

き
続

き
事

業
を

継
続

す
る

必
要

が
あ

る
。

A
c
ti

o
n

：改
善

策
　

目
標

を
達

成
で

き
る

よ
う

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

含
め

て
も

ら
え

る
よ

う
に

、
修

学
旅

行
終

了
直

後
に

P
R

を
行

う
な

ど
、
認

知
度

を
高

め
て

い
く

。

実
績

3
4



デ
ー
タ
に
基
づ
く
渋
滞
対
策

実
行

委
員

会
・

市
観

光
課

最
大

渋
滞

長
（

神
在

月
期

間
）

　
単

位
：

㎞

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

2.
7

2.
2

2.
1

2.
0

1.
9

1.
8

2.
7

2.
3

戦
略

B
　
観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

主
要

施
策

B-
3
　

受
入
基

盤
の

充
実

基
本

計
画

 
P.
58

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
大

社
交

通
渋

滞
対

策
実

行
委

員
会

に
お

い
て

、
令

和
６

年
度

の
渋

滞
対

策
実

証
事

業
を

踏
ま

え
、
実

効
性

の
高

い
対

策
を

推
進

し
ま

す
。

　
デ

ー
タ

に
基

づ
く

計
画

的
な

対
策

や
混

雑
予

報
に

よ
る

来
訪

時
期

の
分

散
化

を
進

め
る

と
と

も
に

、
新

た
な

駐
車

場
整

備
や

交
通

規
制

・道
路

環
境

に
関

す
る

対
策

等
を

検
討

し
ま

す
。

❶
 
繁
忙

期
の

渋
滞

対
策

の
強
化

主
な

取
組

デ
ー

タ
活

用
検

証
・
対

策
・
発

信

（新
駐

車
場

整
備

・
誘

導
方

針
の

検
討

・
基

盤
整

備
の

促
進

等
そ

の
他

の
渋

滞
対

策
）

検
証

・
対

策
・
発

信
検

証
・
対

策
・
発

信
検

証
・
対

策
・
発

信

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点

・令
和

６
年

度
に

サ
イ

ト
を

立
ち

上
げ

、
多

客
日

に
出

雲
大

社
周

辺
の

駐
車

場
や

交
通

情
報

情
を

発
信

し
て

い
る

。
・ソ

フ
ト

バ
ン

ク
と

の
連

携
協

定
に

基
づ

き
、

交
通

状
況

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

把
握

す
る

た
め

に
A

Iカ
メ

ラ
を

6
台

（
令

和
８

年
G

W
ま

で
に

）設
置

し
た

。

C
h

e
c
k
：評

価

・ゴ
ー

ル
デ

ン
ウ

ィ
ー

ク
、
神

在
祭

や
年

末
年

始
な

ど
の

宮
内

交
差

点
の

交
通

規
制

と
、
交

通
誘

導
員

配
置

に
よ

る
交

通
誘

導
、
駐

車
場

内
整

理
が

奏
功

し
、
渋

滞
長

の
一

定
の

緩
和

が
図

ら
れ

て
い

る
。

・駐
車

場
の

満
空

情
報

は
、
全

て
「満

車
」
表

示
を

し
た

ま
ま

と
な

っ
て

お
り

、
よ

り
有

効
な

情
報

に
よ

る
誘

導
が

必
要

。

・A
Iカ

メ
ラ

の
リ

ア
ル

タ
イ

ム
画

像
・デ

ー
タ

の
活

用
に

よ
る

面
的

な
渋

滞
状

況
把

握
、
誘

導
管

理
が

期
待

さ
れ

る
。

A
c
ti

o
n

：改
善

策

・
ソ

フ
ト

バ
ン

ク
と

の
連

携
協

定
に

基
づ

き
、
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

得
た

情
報

を
活

用
し

た
現

場
対

応
に

つ
い

て
、

よ
り

よ
い

手
法

を
検

討
す

る
。

・
路

上
待

機
の

防
止

、
住

宅
地

へ
の

観
光

車
両

の
進

入
抑

止
、
帰

宅
車

両
の

円
滑

な
誘

導
と

い
っ

た
テ

ー
マ

を
明

確
に

し
た

対
策

を
引

き
続

き
実

施
す

る
。

実
績

3
5



戦
略

B
　
観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

主
要

施
策

B-
3
　

受
入
基

盤
の

充
実

基
本

計
画

 
P.
58

地
域
公
共
交
通
計
画
の
関
連
施
策
の
推
進
（
中
心
市
街
地
形
成
エ
リ
ア
の
利
便
性
向
上
）

市
交

通
政

策
課

観
光

課
、

ｲ
ﾝﾊ
ﾞｳ
ﾝ
ﾄﾞ
推

進
課

（
計

画
を

踏
ま

え
て

調
整

）

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
出

雲
市

地
域

公
共

交
通

計
画

に
基

づ
き

、
市

内
交

通
手

段
の

利
便

性
の

向
上

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

観
光

客
の

利
用

を
促

進
し

ま
す

。
ま

た
、
 利

便
増

進
計

画
に

基
づ

く
路

線
等

の
見

直
し

を
行

い
、
中

心
市

街
地

の
利

便
性

向
上

を
図

り
ま

す
。

　
宿

泊
施

設
等

に
お

い
て

観
光

客
の

タ
ク

シ
ー

確
保

が
困

難
で

あ
る

と
の

指
摘

を
踏

ま
え

、
タ

ク
シ

ー
の

不
足

状
況

の
把

握
や

勉
強

会
の

開
催

な
ど

、
関

係
者

に
よ

る
検

討
を

開
始

し
ま

す
。

利
便

増
進

計
画

実
施

利
便

増
進

計
画

策
定

・
調

整

共
通

時
刻

表
・
マ

ッ
プ

の
作

成

主
な

取
組

❷
 
公
共

交
通

等
の

利
便

性
の
向

上
と

活
用

促
進

タ
ク

シ
ー

不
足

状
況

把
握

・
関

係
者

に
よ

る
検

討

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点
・利

便
増

進
計

画
（素

案
）
に

基
づ

き
、
実

施
事

業
者

等
の

調
整

を
行

っ
た

が
、
実

施
事

業
者

が
決

ま
ら

ず
、
利

便
増

進
計

画
成

案
に

至
ら

な
か

っ
た

。

・中
心

市
街

地
形

成
エ

リ
ア

内
の

共
通

時
刻

表
の

検
討

を
行

っ
た

が
、
現

時
点

で
の

有
効

性
が

認
め

ら
れ

ず
、
利

便
増

進
計

画
策

定
後

に
再

検
討

を
行

う
。

・タ
ク

シ
ー

不
足

に
つ

い
て

は
、
宿

泊
施

設
と

タ
ク

シ
ー

事
業

者
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

を
令

和
6

年
度

に
実

施
し

、
こ

れ
を

も
と

に
タ

ク
シ

ー
事

業
者

で
検

討
が

行
わ

れ
、
タ

ク
シ

ー
配

車
ア

プ
リ

が
令

和
7

年
秋

に
導

入
さ

れ
た

。

C
h

e
c
k
：評

価
・
利

便
増

進
計

画
の

策
定

は
当

初
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

通
り

取
組

を
進

め
る

こ
と

は
で

き
な

か
っ

た
。

・
タ

ク
シ

ー
に

つ
い

て
は

、
日

中
の

回
転

率
向

上
に

寄
与

し
て

い
る

と
の

声
が

あ
っ

た
。

A
c
ti

o
n

：改
善

策
・
利

便
増

進
計

画
実

施
を

1
年

延
期

す
る

。
・
再

度
共

通
時

刻
表

の
検

討
を

行
う

。

・
タ

ク
シ

ー
ア

プ
リ

の
今

後
の

利
用

普
及

に
期

待
し

て
い

る
。

実
績

3
6



サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

市
道
路

建
設

課
、
農

林
基
盤

課

観
光

課
、

ｲ
ﾝ
ﾊ
ﾞｳ

ﾝ
ﾄ
ﾞ
推
進

課

ｻｲ
ｸﾘ

ﾝｸ
ﾞﾛ

ｰﾄ
ﾞに

お
け

る
自

転
車

走
行

区
間

の
整

備
延

長
　

単
位

：
㎞

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

0
2.

0
3.

9
4.

3
3.

7
0.

4

－
2.

5

戦
略

B
　
観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

主
要

施
策

B-
3
　

受
入
基

盤
の

充
実

基
本

計
画

 
P.
58

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
令

和
６

年
度

の
シ

ェ
ア

サ
イ

ク
ル

実
証

実
験

を
踏

ま
え

、
既

存
の

レ
ン

タ
サ

イ
ク

ル
事

業
と

併
用

し
、
持

続
可

能
な

自
転

車
利

用
環

境
を

整
え

ま
す

。
　

自
転

車
活

用
推

進
計

画
に

基
づ

き
、
多

伎
地

域
か

ら
稲

佐
の

浜
ま

で
の

海
岸

線
を

活
か

し
た

サ
イ

ク
リ

ン
グ

ロ
ー

ド
の

整
備

や
、
官

民
連

携
に

よ
る

ル
ー

ト
の

魅
力

向
上

を
図

り
、
コ

ン
テ

ン
ツ

化
を

進
め

ま
す

。

❷
 
公
共

交
通

等
の

利
便

性
の
向

上
と

活
用

促
進

主
な

取
組

シ
ェ

ア
サ

イ
ク

ル
・
レ

ン
タ

サ
イ

ク
ル

の
運

用
改

善

出
雲

市
自

転
車

活
用

推
進

計
画

に
定

め
る

８
つ

の
事

業
を

推
進

ご
縁

ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
ｽ
ﾃ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
の

充
実

等
周

遊
環

境
整

備
（
順

次
）

自
転

車
走

行
空

間
の

整
備

「薗
の

長
浜

」

サ
イ

ク
リ

ン
グ

ル
ー

ト
の

策
定

（
情

報
発

信
）

ｼｪ
ｱ
ｻｲ

ｸﾙ
（

多
伎

ｴﾘ
ｱ
）

利
用

件
数

　
単

位
：

件

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

－
63

80
10

0
12

0
14

0

－
67

評
価

指
標

（計
画

中
：ｻ

ｲｸ
ﾙ
ﾂ
ｰﾘ

ｽ
ﾞﾑ

に
よ

る
観

光
地

域
づ

く
り

）
❶

日
本

遺
産

と
周

辺
環

境
を

活
か

し
た

サ
イ

ク
リ

ン
グ

ル
ー

ト
　

 の
造

成
❷

交
通

・
観

光
拠

点
間

の
誘

導
案

内
❸

ご
縁

サ
イ

ク
ル

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
充

実
❹

シ
ェ

ア
サ

イ
ク

ル
を

導
入

し
た

周
遊

型
観

光
の

促
進

❺
サ

イ
ク

ル
ト

レ
イ

ン
の

取
組

支
援

❻
宿

泊
施

設
に

お
け

る
サ

イ
ク

リ
ス

ト
の

受
入

環
境

の
整

備
❼

S
N

S
を

活
用

し
た

情
報

発
信

❽
サ

イ
ク

リ
ン

グ
観

光
に

よ
る

富
裕

層
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
誘

致

D
o

：
実

施
状

況
 3

月
末

時
点

　
周

遊
型

観
光

の
推

進
の

た
め

既
存

の
レ

ン
タ

サ
イ

ク
ル

に
加

え
、

シ
ェ

ア
サ

イ
ク

ル
を

導
入

し
た

。
　

 ま
た

、
サ

イ
ク

リ
ン

グ
ロ

ー
ド

の
路

面
標

示
の

整
備

を
行

っ
た

。
【区

間
】
道

の
駅

キ
ラ

ラ
多

伎
か

ら
北

方
向

へ
約

2
.5

k
m

の
区

間

C
h

e
c
k
：評

価
　

　
シ

ェ
ア

サ
イ

ク
ル

は
当

初
の

想
定

を
大

き
く

超
え

る
利

用
が

あ
り

、
サ

イ
ク

ル
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
推

進
に

寄
与

し
た

と
考

え
ら

れ
る

。

　
ま

た
、
サ

イ
ク

リ
ン

グ
ロ

ー
ド

に
つ

い
て

も
計

画
通

り
整

備
が

進
ん

だ
。

A
c
ti

o
n

：改
善

策
　

　
よ

り
需

要
の

あ
る

シ
ェ

ア
サ

イ
ク

ル
ポ

ー
ト

の
調

査
・
配

置
検

討
や

ポ
ー

ト
間

の
サ

イ
ク

リ
ン

グ
ル

ー
ト

の
造

成
、
広

域
連

携
等

に
よ

り
、
国

ス
ポ

に
よ

る
盛

り
上

が
り

も
見

据
え

、
サ

イ
ク

ル
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
推

進
を

図
る

。
サ

イ
ク

リ
ン

グ
ロ

ー
ド

に
つ

い
て

は
、
路

面
標

示
の

完
成

を
受

け
、
日

本
遺

産
推

進
協

議
会

地
域

プ
レ

イ
ヤ

ー
ズ

会
議

で
ポ

タ
リ

ン
グ

ツ
ア

ー
商

品
の

造
成

を
図

る
。

実
績

3
7



一
次
交
通
の
維
持
・
向
上

促
進

協
・

交
通

事
業

者

出
雲

縁
結

び
空

港
就

航
便

の
年

間
利

用
者

数
　

単
位

：
万

人

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

10
0

10
4

10
5

10
6

10
8

11
0

－
11

3

戦
略

B
　
観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

主
要

施
策

B-
3
　

受
入
基

盤
の

充
実

基
本

計
画

 
P.
59

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
出

雲
縁

結
び

空
港

で
は

、
東

京
・
大

阪
等

へ
の

定
期

路
線

が
就

航
し

て
お

り
、
年

間
利

用
者

は
約

1
0

0
万

人
に

上
り

ま
す

。
今

後
も

２
１
世

紀
出

雲
空

港
整

備
利

用
促

進
協

議
会

に
お

い
て

、
通

年
利

用
の

促
進

や
路

線
の

維
持

・拡
充

に
努

め
ま

す
。

　
 ま

た
、
事

業
者

と
の

連
携

を
強

化
し

、
新

型
車

両
の

特
急

や
く

も
号

や
、
高

速
バ

ス
（深

夜
便

を
含

む
）

の
利

用
促

進
を

図
り

ま
す

。

❷
 公

共
交

通
等

の
利

便
性

の
向
上

と
活
用
促

進
主

な
取

組

航
空

機
・
J
R

・高
速

バ
ス

の
利

用
促

進
、
路

線
の

維
持

・
拡

充
の

取
組

外
国

人
観

光
客

の
広

島
・
関

西
か

ら
の

利
用

促
進

（
W

E
B

予
約

の
導

入
・
広

報
）

観
光

課
、

ｲ
ﾝ
ﾊ
ﾞｳ

ﾝ
ﾄ
ﾞ推

進
課

交
通

政
策

課

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点
・令

和
７

年
度

（2
0

2
5

）
は

２
１
世

紀
出

雲
空

港
整

備
利

用
促

進
協

議
会

に
お

い
て

路
線

Ｐ
Ｒ

番
組

の
製

作
や

各
種

キ
ャ

ッ
シ

ュ
バ

ッ
ク

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

等
を

実
施

し
利

用
促

進
を

図
っ

た
ほ

か
、
航

空
会

社
に

対
し

て
路

線
の

維
持

・
拡

充
等

を
要

望
し

た
。

・外
国

人
観

光
客

の
広

島
出

雲
間

の
高

速
バ

ス
利

用
を

促
進

す
る

た
め

、
個

人
負

担
額

を
1
,0

0
0

円
に

す
る

補
助

を
行

っ
た

。

C
h

e
c
k
：評

価
・令

和
７

年
度

（2
0

2
5

）
の

出
雲

縁
結

び
空

港
の

年
間

利
用

者
数

は
目

標
値

を
上

回
り

、
過

去
最

多
と

な
る

1
1
3

万
人

で
あ

っ
た

。
・空

港
利

用
者

数
の

増
加

に
つ

い
て

は
、
各

種
利

用
促

進
事

業
を

実
施

し
た

こ
と

に
加

え
、
島

根
県

を
舞

台
と

し
た

N
H

K
朝

の
連

続
テ

レ
ビ

小
説

「
ば

け
ば

け
」
が

放
送

さ
れ

た
こ

と
も

影
響

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。

A
c
ti

o
n

：改
善

策
・引

き
続

き
２

１
世

紀
出

雲
空

港
整

備
利

用
促

進
協

議
会

の
活

動
を

通
じ

て
利

用
促

進
を

図
る

。

実
績

3
8



戦
略

B
　
観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

主
要

施
策

B-
3
　

受
入
基

盤
の

充
実

基
本

計
画

 
P.
59

❷
 公

共
交

通
等

の
利

便
性

の
向
上

と
活
用
促

進
主

な
取

組

一
畑
電
車
の
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
と
利
用
促
進

鉄
道

事
業

者
・

市
観

光
課

、
ｲﾝ

ﾊ
ﾞｳ

ﾝ
ﾄ
ﾞ推

進
課

交
通

政
策

課

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

13
4

14
0

14
0

14
0

14
0

14
0

－
14

0

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
一

畑
電

車
は

、
パ

タ
ー

ン
ダ

イ
ヤ

運
行

や
多

言
語

対
応

車
両

の
導

入
と

い
っ

た
利

用
環

境
の

向
上

、
イ

ベ
ン

ト
列

車
の

運
行

や
台

湾
鉄

路
と

の
車

両
の

相
互

ラ
ッ

ピ
ン

グ
な

ど
魅

力
化

が
図

ら
れ

て
い

ま
す

。
　

引
き

続
き

、
鉄

道
事

業
者

と
連

携
し

、
一

畑
電

車
を

、
観

光
資

源
と

し
て

活
用

し
、
来

訪
、
利

用
を

促
進

し
ま

す
。

一
畑

電
車

沿
線

地
域

公
共

交
通

計
画

実
施

一
畑

電
車

の
年

間
輸

送
人

員
　

単
位

：
万

人

実
績

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点
・一

畑
電

車
沿

線
地

域
公

共
交

通
計

画
に

基
づ

き
、
一

畑
電

車
が

実
施

し
た

老
朽

化
し

た
鉄

道
施

設
の

設
備

更
新

、
利

便
性

お
よ

び
安

全
性

の
向

上
に

資
す

る
施

設
整

備
、
さ

ら
に

車
内

空
間

の
快

適
性

を
高

め
る

新
造

車
両

の
導

入
な

ど
の

取
組

に
対

し
て

支
援

を
行

っ
た

。

・台
湾

鉄
路

と
一

畑
電

車
の

連
携

に
よ

り
、

相
互

ラ
ッ

ピ
ン

グ
車

両
が

導
入

さ
れ

た
。

C
h

e
c
k
：評

価
・新

造
車

両
の

導
入

等
へ

の
支

援
の

結
果

、
2

0
2

5
年

度
の

年
間

輸
送

人
員

は
、
目

標
値

に
達

し
た

。

・一
畑

電
車

の
相

互
ラ

ッ
ピ

ン
グ

車
両

の
導

入
に

よ
り

、
台

湾
を

中
心

に
外

国
人

観
光

客
の

利
用

も
進

ん
だ

と
感

じ
て

い
る

。

A
c
ti

o
n

：改
善

策
・
一

畑
電

車
が

実
施

す
る

利
便

性
向

上
や

持
続

可
能

性
の

向
上

に
係

る
取

組
に

対
し

、
引

き
続

き
一

畑
電

車
沿

線
地

域
公

共
交

通
計

画
に

基
づ

き
支

援
を

し
て

い
く

。
・
令

和
８

年
秋

導
入

予
定

の
新

造
車

両
を

は
じ

め
、
観

光
面

に
お

け
る

一
畑

電
車

の
魅

力
を

P
R

し
、
公

共
交

通
に

よ
る

周
遊

を
促

進
す

る
こ

と
で

、
パ

ー
ク

ア
ン

ド
ラ

イ
ド

利
用

な
ど

交
通

渋
滞

対
策

へ
も

寄
与

さ
せ

る
。

3
9



高
規
格
道
路
の
整
備
促
進
と
活
用

期
成

同
盟

会
等

・
県

・
市

県
西

部
と

連
携

し
た

ツ
ア

ー
造

成
数

　
　

単
位

：
件

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

－
－

1
2

2
2

－
－

戦
略

B
　
観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

主
要

施
策

B-
3
　

受
入
基

盤
の

充
実

基
本

計
画

 
P.
59

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
山

陰
道

の
出

雲
イ

ン
タ

ー
チ

ェ
ン

ジ
以

西
の

開
通

に
よ

り
、
市

内
東

西
の

ア
ク

セ
ス

が
整

備
さ

れ
、
市

内
の

周
遊

性
が

向
上

し
ま

し
た

。

　
高

規
格

道
路

「境
港

出
雲

道
路

」は
、
国

内
外

の
ゲ

ー
ト

ウ
ェ

イ
で

あ
る

米
子

空
港

や
境

港
と

の
ア

ク
セ

ス
を

向
上

さ
せ

る
こ

と
か

ら
、
出

雲
・美

保
関

間
幹

線
道

路
整

備
促

進
期

成
同

盟
会

や
中

海
・
宍

道
湖

８
の

字
ル

ー
ト

整
備

推
進

会
議

に
お

い
て

、
圏

域
の

官
民

の
関

係
者

が
一

丸
と

な
っ

て
そ

の
実

現
を

目
指

し
ま

す
。

❷
 公

共
交

通
等

の
利

便
性

の
向
上

と
活
用
促

進
主

な
取

組

国
等

へ
の

要
望

活
動

県
西

部
と

も
連

携
し

た
ツ

ア
ー

造
成

等

建
設

企
画

課
観
光

交
流

部

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点
　

高
規

格
道

路
「
境

港
出

雲
道

路
」
の

実
現

に
向

け
た

活
動

に
つ

い
て

は
次

の
と

お
り

。

　
①

出
雲

・
美

保
関

幹
線

道
路

整
備

促
進

期
成

同
盟

会
　

　
　

R
7

.7
月

：
松

江
国

道
事

務
所

要
望

、
中

国
地

方
整

備
局

要
望

、
中

央
要

望
　

　
　

R
7

.８
月

：
島

根
県

要
望

　
　

　
R

7
.1

0
月

：
総

決
起

大
会

、
中

央
要

望
（
中

海
・
宍

道
湖

８
の

字
ル

ー
ト

整
備

推
進

会
議

と
合

同
で

実
施

）
　

②
中

海
・
宍

道
湖

８
の

字
ル

ー
ト

整
備

推
進

会
議

　
　

　
R

7
.7

月
：
中

央
要

望
　

　
　

R
7

.1
0

月
：
総

決
起

大
会

、
中

央
要

望
（
出

雲
・
美

保
関

幹
線

道
路

整
備

促
進

期
成

同
盟

会
と

合
同

で
実

施
）

　
山

陰
道

を
活

か
し

た
県

西
部

を
含

む
ツ

ア
ー

造
成

に
向

け
、
島

根
県

観
光

連
盟

石
見

事
務

所
と

連
携

し
て

、
海

外
旅

行
雑

誌
に

「
世

界
遺

産
石

見
銀

山
遺

跡
と

歴
史

探
訪

」
等

を
含

む
ル

ー
ト

を
紹

介
す

る
な

ど
取

り
組

ん
だ

。

 

C
h

e
c
k
：評

価
　

R
8

.4
月

に
、
境

港
出

雲
道

路
の

未
着

手
区

間
の

う
ち

、
特

に
交

通
課

題
が

集
中

し
て

い
る

出
雲

西
部

の
一

部
区

間
が

優
先

区
間

と
し

て
決

定
し

た
。
継

続
し

た
取

組
に

よ
っ

て
境

港
出

雲
道

路
の

整
備

へ
の

機
運

が
向

上
し

た
と

考
え

て
い

る
。

　
境

港
出

雲
道

路
に

つ
い

て
は

、
由

志
園

（
松

江
市

）
や

足
立

美
術

館
（
安

来
市

）
を

巡
る

ツ
ア

ー
が

多
い

こ
と

か
ら

、
大

き
な

期
待

を
寄

せ
て

い
る

。

　 A
c
ti

o
n

：改
善

策
　

今
後

も
「
境

港
出

雲
道

路
」
の

実
現

に
向

け
、
継

続
し

て
要

望
活

動
を

行
う

。

実
績

4
0



快
適
な
旅
行
環
境
の
整
備

観
光

事
業

者
・

市
観

光
交

流
部

環
境

改
善

を
行

っ
た

施
設

・
取

組
数

　
単

位
：

件

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

－
1

1
1

1
1

－
0

戦
略

B
　
観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

主
要

施
策

B-
3
　

受
入
基

盤
の

充
実

基
本

計
画

 
P.
60

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
ト

イ
レ

や
手

荷
物

預
か

り
、
キ

ャ
ッ

シ
ュ

レ
ス

決
済

、
フ

リ
ー

W
i-

F
iな

ど
、
快

適
に

旅
行

で
き

る
環

境
整

備
を

計
画

的
に

進
め

る
と

と
も

に
、
効

率
的

維
持

管
理

を
図

り
ま

す
。

　
訪

日
外

国
人

や
外

国
籍

住
民

に
配

慮
し

、
要

所
に

お
け

る
ピ

ク
ト

グ
ラ

ム
や

多
言

語
表

示
を

推
進

し
ま

す
。

　
（
令

和
６

年
度

の
取

組
）

　
・
す

さ
の

お
の

郷
ト

イ
レ

改
修

　
・
空

港
連

絡
バ

ス
ク

レ
カ

決
済

導
入

　
・
神

門
通

り
エ

リ
ア

W
i-

F
i整

備
　

な
ど

❸
　

快
適

な
旅

行
環

境
の

整
備

・
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
ツ

ー
リ

ズ
ム
の

推
進

 
主

な
取

組

計
画

に
基

づ
く

整
備

・
改

修
公

共
施

設
（
公

衆
ト

イ
レ

等
）

整
備

・
大

規
模

改
修

計
画

検
討

既
存

施
設

の
長

寿
命

化
計

画
検

討

観
光

施
設

の
効

率
的

維
持

管
理

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点
・
出

雲
大

社
周

辺
の

多
客

日
対

策
と

し
て

4
/
2

6
～

5
/
6

、
1
1
/
2

1
～

1
/
5

の
期

間
に

仮
設

ト
イ

レ
を

設
置

し
た

。
神

在
月

期
間

に
向

け
、
出

雲
大

社
周

辺
の

ト
イ

レ
案

内
マ

ッ
プ

を
作

成
し

、
利

用
者

が
集

中
す

る
ト

イ
レ

に
掲

出
、
配

布
し

た
。

・
1
2

/
3

1
～

1
/
3

、
出

雲
大

社
周

辺
の

４
カ

所
の

ト
イ

レ
の

行
列

発
生

状
況

の
定

時
調

査
を

行
う

と
と

も
に

、
国

等
の

財
源

確
保

の
検

討
を

始
め

た
。

・出
雲

大
社

周
辺

の
ま

ち
歩

き
環

境
（
特

に
ト

イ
レ

の
不

足
状

況
）
に

つ
い

て
、
1
2

月
の

大
社

地
域

戦
略

会
議

に
お

い
て

意
見

を
聴

取
し

た
。
 

・観
光

案
内

所
職

員
と

情
報

交
換

す
る

中
で

、
J
R

出
雲

市
駅

や
神

門
通

り
周

辺
に

お
け

る
授

乳
室

不
足

を
確

認
し

た
。

・英
語

版
の

出
雲

大
社

及
び

神
門

通
り

周
辺

マ
ッ

プ
を

作
成

し
、
外

国
人

観
光

客
に

対
し

、
ト

イ
レ

や
手

荷
物

預
か

り
な

ど
の

サ
ー

ビ
ス

を
案

内
す

る
ツ

ー
ル

を
準

備
し

た
。

C
h

e
c
k
：評

価
・仮

設
ト

イ
レ

の
設

置
等

に
よ

り
、
一

定
の

受
入

環
境

の
向

上
は

で
き

た
と

思
わ

れ
る

。
・出

雲
大

社
周

辺
の

ト
イ

レ
不

足
状

況
に

つ
い

て
意

見
聴

取
を

行
っ

た
も

の
の

、
ト

イ
レ

新
設

等
、

受
入

環
境

の
具

体
的

な
改

善
に

は
至

っ
て

い
な

い
。

A
c
ti

o
n

：改
善

策
・
出

雲
大

社
周

辺
の

受
入

環
境

整
備

の
検

討
は

継
続

し
て

行
い

、
令

和
８

年
度

は
、
神

門
通

り
　

観
光

案
内

所
の

再
整

備
機

能
と

あ
わ

せ
て

面
的

に
検

討
す

る
。

・
観

光
庁

補
助

金
を

活
用

し
、
出

雲
大

社
周

辺
の

ト
イ

レ
機

能
強

化
を

図
る

。
（
※

5
月

、
観

光
庁

　
補

助
金

計
画

申
請

済
、
7

月
上

旬
に

審
査

結
果

通
知

予
定

）
・喫

煙
所

が
不

足
し

て
い

る
神

門
通

り
周

辺
に

お
い

て
、
地

元
関

係
者

の
意

見
を

伺
い

な
が

ら
、

喫
煙

所
設

置
、
分

煙
促

進
に

向
け

た
検

討
を

行
う

。

実
績

4
1



戦
略

B
　
観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

主
要

施
策

B-
3
　

受
入
基

盤
の

充
実

基
本

計
画

 
P.
60

❸
　

快
適

な
旅

行
環

境
の

整
備

・
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
ツ

ー
リ

ズ
ム
の

推
進

 
主

な
取

組
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
環
境
の
向
上

観
光

交
流

部

環
境

改
善

に
資

す
る

取
組

数
　

単
位

：
件

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

0
1

1
1

1
1

－
0

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
視

点
か

ら
、
多

様
な

旅
行

者
の

声
を

踏
ま

え
、
接

遇
や

バ
リ

ア
フ

リ
ー

情
報

発
信

な
ど

、
お

も
て

な
し

環
境

の
向

上
を

図
り

ま
す

。
　

（多
様

な
旅

行
者

の
声

）
　

・車
椅

子
利

用
者

　
・乳

幼
児

連
れ

か
ら

高
齢

者
ま

で
全

年
齢

　
・訪

日
外

国
人

優
先

的
課

題
へ

の
対

応
・
担

当
課

と
の

調
整

課
題

の
整

理

観
光

事
業

者
・

市

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点
・観

光
案

内
所

職
員

と
情

報
交

換
す

る
中

で
、
J
R

出
雲

市
駅

や
神

門
通

り
周

辺
に

お
け

る
授

乳
室

不
足

を
確

認
し

た
。

・庁
内

の
英

訳
に

お
け

る
一

畑
バ

ス
停

の
表

記
に

つ
い

て
、

国
際

交
流

員
で

協
議

し
、
統

一
し

た
（庁

内
関

係
課

で
共

有
）。

・出
雲

大
社

及
び

神
門

通
り

周
辺

の
ト

イ
レ

や
授

乳
室

が
わ

か
り

づ
ら

い
と

い
う

訪
日

外
国

人
の

声
を

踏
ま

え
、
該

当
の

エ
リ

ア
マ

ッ
プ

の
英

語
版

を
作

成
し

た
。

C
h

e
c
k
：評

価
　

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

視
点

で
旅

行
者

の
声

を
聞

く
機

会
を

、
十

分
に

設
け

る
こ

と
が

で
き

て
い

な
い

。
複

数
の

旅
行

者
の

声
を

日
々

聞
い

て
い

る
、
観

光
事

業
者

か
ら

の
情

報
の

吸
い

上
げ

も
重

要
で

あ
る

。

A
c
ti

o
n

：改
善

策
・地

域
観

光
戦

略
会

議
、
J
R

や
一

畑
電

車
と

の
情

報
交

換
会

等
に

お
い

て
現

状
の

課
題

を
確

認
す

る
。
神

門
通

り
周

辺
の

授
乳

室
不

足
に

つ
い

て
は

、
観

光
案

内
所

の
再

整
備

計
画

に
お

い
て

も
検

討
予

定
。

・主
要

な
周

遊
手

段
で

あ
る

一
畑

バ
ス

の
停

留
所

看
板

に
つ

い
て

、
英

語
併

記
に

向
け

、
検

討
を

進
め

る
。

実
績

4
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イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
お
も
て
な
し
講
座
の
開
催
・
個
社
支
援

市 観
光

協
会

（
DM
O
）

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

推
進

課

お
も

て
な

し
講

座
参

加
人

数
･
個

社
訪

問
回

数
の

合
計

　
単

位
：

人

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

20
25

25
25

25
25

－
13

0

戦
略

B
　
観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

主
要

施
策

B-
3
　

受
入
基

盤
の

充
実

基
本

計
画

 
P.
60

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
令

和
６

年
度

か
ら

、
外

国
語

対
応

の
不

安
を

解
消

し
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

向
上

す
る

『
お

も
て

な
し

講
座

』を
開

催
し

て
い

ま
す

。
　

今
後

も
事

業
者

の
課

題
や

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
、
し

ま
ね

国
際

観
光

推
進

協
議

会
の

支
援

メ
ニ

ュ
ー

を
活

用
す

る
な

ど
し

て
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
対

応
の

向
上

を
支

援
し

ま
す

。
　

英
語

を
基

本
と

し
、
旅

行
者

や
旅

行
会

社
か

ら
の

問
い

合
わ

せ
に

対
応

で
き

る
環

境
を

市
、
観

光
協

会
が

協
力

し
て

整
備

し
ま

す
。

❹
 イ

ン
バ

ウ
ン

ド
受

入
れ

に
対
す

る
事
業
者

支
援

主
な

取
組

お
も

て
な

し
講

座
（
接

客
・
食

の
対

応
）
の

開
催

個
社

支
援

（
観

光
協

会
・
市

）

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点
・地

域
お

こ
し

協
力

隊
員

（
出

雲
観

光
協

会
勤

務
）に

よ
る

 個
社

支
援

で
は

、
事

業
者

が
作

成
し

た
メ

ニ
ュ

ー
の

 多
言

語
化

支
援

を
実

施
し

た
。

・お
も

て
な

し
講

座
と

し
て

、
市

内
飲

食
事

業
者

を
対

象
に

、
 食

（ビ
ー

ガ
ン

、
ア

レ
ル

ギ
ー

）を
テ

ー
マ

に
し

た
講

座
を

 
 実

施
し

た
。

・そ
の

他
外

国
人

観
光

客
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

し
た

誘
客

に
 向

け
た

研
修

や
外

国
人

に
も

伝
わ

る
や

さ
し

い
日

本
語

 
 と

基
本

接
客

フ
レ

ー
ズ

を
紹

介
す

る
講

座
を

実
施

し
た

。

 

C
h

e
c
k
：評

価
　

事
業

者
の

課
題

や
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

た
講

座
内

容
を

設
定

で
き

た
こ

と
で

、
目

標
値

を
大

幅
に

達
成

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

  
多

言
語

化
支

援
や

外
国

人
向

け
の

接
客

研
修

な
ど

、
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
対

応
力

の
向

上
に

効
果

的
な

取
り

組
み

が
で

き
た

。

  
し

ま
ね

国
際

観
光

推
進

協
議

会
の

支
援

メ
ニ

ュ
ー

を
活

用
し

、
市

と
観

光
協

会
が

連
携

し
て

事
業

を
推

進
で

き
た

こ
と

が
成

果
に

つ
な

が
っ

た
。

A
c
ti

o
n

：改
善

策
　

さ
ら

な
る

受
講

者
増

を
目

指
し

て
、
以

下
の

取
り

組
み

を
実

施
す

る
。

・
受

講
者

の
満

足
度

調
査

を
実

施
し

、
さ

ら
に

　
効

果
的

な
講

座
内

容
の

検
討

を
行

う
。

・
受

講
者

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

体
制

を
強

化
し

、
　

継
続

的
な

支
援

に
つ

な
げ

る
。

・
講

座
の

周
知

方
法

を
見

直
し

、
よ

り
多

く
の

　
事

業
者

の
参

加
を

促
す

。

実
績

4
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稼
働
率
向
上
の
取
組
（
時
期
・
エ
リ
ア
・
平
日
）

観
光

協
会

（
DM
O
）

市

観
光
課

ｲ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｳ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
推

進
課

閑
散

期
・

エ
リ

ア
に

お
け

る
誘

客
PR

・
取

組
数

　
単

位
：

件

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

2
2

2
2

2
2

－
7

戦
略

B
　
観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

主
要

施
策

B-
3
　

受
入
基

盤
の

充
実

基
本

計
画

 
P.
62

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

❺
 宿

泊
機

能
の

強
化

主
な

取
組

閑
散

期
・
エ

リ
ア

を
捉

え
た

魅
力

発
信

・
誘

客
P

R

稼
働

率
向

上
の

取
組

検
討

（
エ

リ
ア

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
）

　
宿

泊
デ

ー
タ

分
析

に
よ

っ
て

閑
散

期
や

稼
働

率
の

低
い

エ
リ

ア
を

特
定

し
、
そ

の
時

期
な

ら
で

は
の

魅
力

発
信

や
体

験
コ

ン
テ

ン
ツ

の
創

出
を

通
じ

て
、
新

た
な

宿
泊

需
要

を
喚

起
し

ま
す

。
　

季
節

需
要

の
大

き
な

偏
り

な
く

地
域

へ
来

訪
す

る
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
の

受
け

入
れ

を
、
地

域
の

理
解

を
得

な
が

ら
推

進
し

ま
す

。

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点
 ・

冬
季

等
閑

散
期

対
策

と
し

て
、
主

要
大

手
旅

行
会

社
へ

の
ツ

ア
ー

を
造

成
し

、
販

売
し

た
。

　
　

出
雲

大
社

八
足

門
内

特
別

参
拝

プ
ラ

ン
　

　
　

2
7

4
名

　
　

出
雲

大
社

特
別

祈
祷

プ
ラ

ン
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
4

6
名

　
　

出
雲

神
話

講
演

会
＆

出
雲

神
楽

特
別

公
演

　
　

 8
1
名

　
　

出
雲

大
社

 弦
楽

四
重

奏
奉

納
演

奏
会

　
　

　
　

　
9

7
名

　
　

出
雲

神
楽

　
冬

季
特

別
公

演
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 8

0
名

・
繁

忙
期

と
閑

散
期

の
是

正
等

を
促

す
「
神

在
月

研
修

動
画

（
個

人
閲

覧
型

）」
を

作
成

し
、
旅

行
会

社
の

企
画

担
当

者
等

へ
の

提
案

素
材

と
し

て
活

用
し

た
。

・
神

在
月

・
出

雲
分

散
化

事
業

と
し

て
令

和
7

年
1
2

月
1
5

日
「
万

九
千

神
社

 神
等

去
出

神
事

 
L
IV

E
配

信
」
を

実
施

し
た

。

C
h

e
c
k
：評

価
・閑

散
期

対
策

の
５

プ
ラ

ン
で

合
計

５
７

8
名

の
集

客
実

績
を

上
げ

た
。
あ

わ
せ

て
、
神

在
月

の
繁

閑
差

是
正

に
向

け
た

研
修

動
画

や
L
IV

E
配

信
と

い
っ

た
コ

ン
テ

ン
ツ

整
備

も
並

行
し

て
進

め
ら

れ
た

こ
と

は
評

価
で

き
る

。

・一
方

、
宿

泊
稼

働
率

そ
の

も
の

へ
の

寄
与

に
つ

い
て

は
、
定

量
的

な
評

価
が

今
後

の
課

題
で

あ
る

。

A
c
ti

o
n

：改
善

策
・施

策
の

効
果

を
検

証
す

る
う

え
で

、
宿

泊
デ

ー
タ

を
分

析
す

る
体

制
・
能

力
の

強
化

が
必

要
で

あ
る

。

・交
通

事
業

者
等

と
連

携
し

た
、
閑

散
期

の
誘

客
促

進
の

検
討

や
、
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
の

受
入

れ
強

化
を

図
り

、
来

訪
者

増
に

繋
げ

る
と

と
も

に
、
出

雲
大

社
の

ほ
か

各
地

域
の

、
そ

の
時

期
な

ら
で

は
の

魅
力

を
発

信
し

、
地

域
の

周
遊

、
宿

泊
増

に
繋

げ
る

。

実
績

4
4



戦
略

B
　
観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

主
要

施
策

B-
3
　

受
入
基

盤
の

充
実

基
本

計
画
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宿

泊
客

数
の

増
加

に
向

け
、
宿

泊
施

設
の

稼
働

率
向

上
と

と
も

に
、
新

規
立

地
ま

た
は

既
存

施
設

の
改

修
、
空

き
家

の
活

用
な

ど
に

よ
る

宿
泊

機
能

の
強

化
支

援
に

つ
い

て
、
改

め
て

検
討

し
ま

す
。

　
引

き
続

き
、
事

業
者

の
相

談
に

応
じ

、
国

事
業

等
の

情
報

提
供

を
行

い
、
宿

泊
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
の

確
保

を
図

り
ま

す
。

❺
 宿

泊
機

能
の

強
化

主
な

取
組

宿
泊
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
確
保

観
光

課

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

2
4

3

－
4

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

補
助

金
交

付
件

数
　

単
位

：
件

市

実
質

的
宿

泊
機

能
強

化
対

策
の

再
検

討

（
検

討
を

踏
ま

え
設

定
）

宿
泊

機
能

強
化

対
策

補
助

事
業

の
実

施

新
規

立
地

検
討

事
業

者
へ

の
相

談
支

援
・
情

報
提

供

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点
宿

泊
機

能
強

化
対

策
事

業
補

助
金

交
付

件
数

：４
件

（施
設

）

〔
宿

泊
機

能
強

化
対

策
事

業
補

助
金

（概
要

）
〕

  
市

内
で

補
助

対
象

認
定

を
受

け
た

宿
泊

施
設

が
新

増
設

し
た

場
合

、
そ

の
新

増
設

部
分

に
係

る
固

定
資

産
税

相
当

額
を

初
年

度
か

ら
３

か
年

補
助

す
る

。

　
補

助
対

象
認

定
は

、
令

和
8

年
３

月
末

ま
で

に
開

業
し

た
施

設
を

も
っ

て
受

付
終

了
。

※
補

助
対

象
認

定
施

設
に

対
し

て
は

、
3

か
年

補
助

す
る

（令
和

9
年

度
分

ま
で

補
助

予
定

施
設

あ
り

）

C
h

e
c
k
：評

価

　
宿

泊
機

能
強

化
対

策
事

業
補

助
金

は
宿

泊
施

設
誘

致
策

で
あ

る
が

、
新

規
立

地
へ

の
直

接
的

な
動

機
付

け
に

繋
が

っ
て

い
な

い
。
実

際
、
本

補
助

金
が

終
了

予
定

で
あ

る
に

も
関

わ
ら

ず
、
今

後
開

業
予

定
の

複
数

の
立

地
計

画
が

進
め

ら
れ

て
い

る
。

A
c
ti

o
n

：改
善

策

　
新

た
な

財
源

検
討

の
中

で
、
主

要
な

財
源

と
さ

れ
て

い
る

宿
泊

税
の

開
始

に
あ

わ
せ

て
、
既

存
の

宿
泊

施
設

の
改

修
な

ど
、
稼

働
率

向
上

、
宿

泊
機

能
強

化
に

つ
な

が
る

方
策

を
検

討
す

る
。

　 　

実
績

4
5



庁
内
連
携
に
よ
る
危
機
管
理
体
制
の
強
化

市

観
光

危
機

管
理

計
画

の
策

定
・

点
検

　
単

位
：

件

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

－
－

1
1

1
1

－
－

戦
略

B
　
観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

主
要

施
策

B-
3
　

受
入
基

盤
の

充
実

基
本

計
画

 
P.
62

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
令

和
６

年
７

月
豪

雨
に

よ
る

日
御

碕
地

区
の

県
道

崩
落

、
一

時
孤

立
の

経
験

を
踏

ま
え

、
ま

ず
は

対
応

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

整
理

し
ま

す
。

①
災

害
時

の
旅

行
者

の
安

全
確

保
②

迅
速

・
確

実
な

情
報

提
供

③
帰

宅
支

援
（残

置
車

両
の

対
応

な
ど

）
　

観
光

危
機

管
理

計
画

の
策

定
に

つ
い

て
先

進
事

例
の

情
報

収
集

を
行

い
、
庁

内
連

携
し

た
対

応
、
備

え
の

強
化

を
検

討
し

ま
す

。

❻
 
観
光

危
機

管
理

 
主

な
取

組

観
光

危
機

管
理

計
画

策
定

の
検

討

喫
緊

の
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

化
（
日

御
碕

地
区

の
孤

立
対

策
等

）
優

先
的

課
題

へ
の

対
応

・
マ

ニ
ュ

ア
ル

化
（
観

光
危

機
管

理
計

画
へ

の
反

映
検

討
）

市
災

害
対

策
本

部
（

観
光

交
流

部
）

他
自

治
体

の
先

進
事

例
収

集

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点

　
令

和
６

年
７

月
豪

雨
（日

御
碕

地
区

）、
令

和
８

年
１

月
地

震
（
市

内
全

域
）
に

お
け

る
対

応
に

基
づ

き
、
将

来
の

観
光

危
機

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

素
案

と
な

る
情

報
を

整
理

し
た

（観
光

交
流

部
内

で
回

覧
共

有
し

、
防

災
安

全
部

へ
送

付
）。

C
h

e
c
k
：評

価

・現
状

は
他

自
治

体
の

例
を

参
考

に
し

た
だ

け
の

段
階

で
、
観

光
交

流
部

内
協

議
・防

災
安

全
部

と
の

協
議

は
未

了
で

あ
り

、
素

案
は

た
た

き
台

で
あ

る
。

・ま
ず

は
孤

立
リ

ス
ク

の
高

い
日

御
碕

地
区

・
神

門
通

り
・出

雲
駅

周
辺

で
、
観

光
案

内
所

・
宿

泊
施

設
・
商

店
等

と
の

意
見

交
換

・協
議

が
必

要
で

あ
る

。

A
c
ti

o
n

：改
善

策

・
関

係
各

所
と

の
協

議
を

重
ね

て
マ

ニ
ュ

ア
ル

へ
移

行
さ

せ
、
都

度
改

定
し

向
上

さ
せ

て
い

く
。

・
日

御
碕

地
区

・
神

門
通

り
の

商
店

等
・
宿

泊
施

設
と

の
協

議
に

着
手

す
る

。

・
出

雲
市

駅
周

辺
の

対
策

に
つ

い
て

は
、
観

光
案

内
所

か
ら

協
議

に
着

手
す

る
。

実
績

4
6



戦
略

B
　
観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

主
要

施
策

B-
3
　

受
入
基

盤
の

充
実

基
本

計
画

 
P.
62

❻
 
観
光

危
機

管
理

 
主

な
取

組

災
害
関
連
情
報
の
多
言
語
化

市
市

災
害

対
策

本
部

（
ｲ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｳﾝ

ﾄ
ﾞ推

進
課

、

文
化

国
際

室
）

課
題

へ
の

対
応

着
手

　
単

位
：

件

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

－
－

－
30

20

－
－

－

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
災

害
関

連
情

報
の

多
言

語
化

が
進

み
ま

し
た

が
、

外
国

人
観

光
客

が
メ

ー
ル

登
録

等
し

て
い

な
い

た
め

、
現

状
で

は
災

害
危

険
度

が
高

ま
っ

た
時

点
で

、
宿

泊
施

設
や

観
光

案
内

所
な

ど
を

通
じ

て
情

報
取

得
ツ

ー
ル

を
知

ら
せ

た
り

、
直

接
情

報
提

供
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
　

事
業

者
へ

の
情

報
周

知
や

指
差

し
ボ

ー
ド

等
伝

達
ツ

ー
ル

の
活

用
に

よ
り

、
地

域
全

体
で

対
応

力
の

向
上

を
図

り
ま

す
。

外
国

人
旅

行
者

へ
の

災
害

時
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
普

及

宿
泊

施
設

・
観

光
案

内
所

に
お

け
る

多
言

語
情

報
伝

達
手

段
整

備
市

災
対

本
部

か
ら

の
緊

急
時

情
報

の
多

言
語

伝
達

手
段

の
検

討
宿

泊
施

設
へ

の
普

及
・
啓

発
・
確

認

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点
・災

害
危

機
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

（素
案

）の
作

成
に

合
わ

せ
、
外

国
人

観
光

客
へ

の
対

応
の

検
討

に
着

手
し

た
。

・防
災

安
全

部
に

よ
り

、
多

言
語

の
出

雲
市

防
災

情
報

サ
イ

ト
、

災
害

情
報

メ
ー

ル
配

信
が

準
備

さ
れ

た
。

・日
御

碕
地

区
で

は
、
一

定
以

上
の

降
雨

で
県

道
が

通
行

止
め

と
な

り
、
観

光
客

は
帰

宅
困

難
と

な
る

。
防

災
無

線
の

大
駐

車
場

に
向

け
た

放
送

、
道

路
の

表
示

板
設

置
、
施

設
へ

の
直

電
と

い
っ

た
事

前
告

知
の

伝
達

手
段

強
化

が
図

ら
れ

た
。

C
h

e
c
k
：評

価
・外

国
人

対
応

は
庁

内
で

の
検

討
が

未
了

で
、
多

言
語

防
災

情
報

サ
イ

ト
等

も
登

録
者

が
伸

び
ず

、
有

事
の

情
報

提
供

体
制

に
課

題
が

あ
る

。

・現
状

の
ツ

ー
ル

や
整

理
し

た
情

報
を

、
観

光
案

内
所

・宿
泊

施
設

等
の

情
報

提
供

拠
点

へ
早

急
に

共
有

し
て

お
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

・情
報

伝
達

手
段

の
多

様
化

に
つ

い
て

は
、
日

御
碕

の
取

組
を

、
他

地
区

へ
展

開
で

き
る

と
よ

い
。

A
c
ti

o
n

：改
善

策
・
災

害
時

の
観

光
客

へ
の

対
応

に
つ

い
て

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
素

案
）
を

用
い

る
な

ど
し

て
、
庁

内
の

議
論

に
着

手
し

た
い

。
・
災

害
時

の
出

雲
市

防
災

情
報

サ
イ

ト
（
多

言
語

化
対

応
済

）
へ

の
誘

導
方

法
等

、
具

体
的

な
対

応
を

検
討

し
、
で

き
る

こ
と

か
ら

実
施

す
る

。

実
績

4
7



観
光
・
移
住
公
式
L
IN
E
「
出
雲
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
の
活
用

市

友
だ

ち
（

フ
ォ

ロ
ワ

ー
）

数
　

単
位

：
人

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

－
3,

50
0

4,
25

0
5,

00
0

5,
75

0
6,

50
0

－
7,

12
4

戦
略

B
　
観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

主
要

施
策

B-
4
　

観
光
客

へ
の

情
報

発
信

ル
ー

ト
等

の
活

用
基

本
計

画
 
P.
63

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
令

和
６

年
1
0

月
に

、
移

住
相

談
の

公
式

L
IN

E
を

観
光

・移
住

公
式

L
IN

E
「
出

雲
フ

ァ
ン

ク
ラ

ブ
」
と

し
て

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

し
ま

し
た

。
今

後
は

、
観

光
客

や
出

雲
フ

ァ
ン

な
ど

幅
広

い
層

の
中

か
ら

、
移

住
関

心
者

を
創

出
で

き
る

よ
う

取
り

組
み

ま
す

。
　

記
事

を
適

宜
配

信
し

つ
つ

、
閲

覧
状

況
等

を
踏

ま
え

て
機

能
の

検
討

を
行

い
ま

す
。

❶
 
移
住

定
住

の
促

進
 

主
な

取
組

観
光

施
設

の
効

率
的

維
継

続
的

情
報

発
信

観
光

課
縁
結

び
定

住
課

観
光

施
設

の
デ

ジ
タ

ル
ス

タ
ン

プ
ラ

リ
ー

等
、
付

随
機

能
を

活
用

し
た

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

の
実

施

ユ
ー

ザ
ー

の
ニ

ー
ズ

把
握

機
能

改
修

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点

・ 
本

ア
カ

ウ
ン

ト
上

で
「出

雲
そ

ば
と

美
食

の
旅

デ
ジ

タ
ル

ス
タ

ン
プ

ラ
リ

ー
」を

　
実

施
す

る
こ

と
な

ど
に

よ
り

、
多

く
の

「友
だ

ち
」（

フ
ォ

ロ
ワ

ー
）を

獲
得

し
た

。
・ 

ユ
ー

ザ
ビ

リ
テ

ィ
を

向
上

さ
せ

る
た

め
、
レ

イ
ア

ウ
ト

等
を

修
正

し
た

。
・ 

デ
ジ

タ
ル

ス
タ

ン
プ

ラ
リ

ー
の

期
間

終
了

後
の

友
だ

ち
の

離
脱

（
ブ

ロ
ッ

ク
等

）
　

を
減

少
さ

せ
る

た
め

、
毎

日
本

ア
カ

ウ
ン

ト
に

触
れ

る
こ

と
を

促
す

コ
ン

テ
ン

ツ
　

を
実

装
し

た
。

 

C
h

e
c
k
：評

価

　
令

和
7

年
度

中
も

多
く

の
友

だ
ち

を
獲

得
す

る
こ

と
が

で
き

た
。
た

だ
し

、
そ

の
ほ

と
ん

ど
が

ス
タ

ン
プ

ラ
リ

ー
期

間
中

に
ス

タ
ン

プ
ラ

リ
ー

を
目

的
に

流
入

し
た

方
な

の
で

、
本

ア
カ

ウ
ン

ト
独

自
の

魅
力

を
高

め
、
周

知
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

A
c
ti

o
n

：改
善

策

　
本

ア
カ

ウ
ン

ト
が

観
光

客
に

と
っ

て
観

光
中

に
便

利
な

情
報

を
集

約
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、
本

市
に

着
地

し
た

来
訪

者
に

対
し

て
本

ア
カ

ウ
ン

ト
の

存
在

を
よ

り
周

知
す

る
方

策
を

検
討

し
、
実

施
す

る
。

実
績

4
8



戦
略

B
　
観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

主
要

施
策

B-
4
　

観
光
客

へ
の

情
報

発
信

ル
ー

ト
等

の
活

用
基

本
計

画
 
P.
63

❶
 
移
住

定
住

の
促

進
 

主
な

取
組

観
光
フ
ェ
ア
等
で
の
移
住
Ｐ
Ｒ

市
縁

結
び

定
住

課

各
種

PR
ｲﾍ

ﾞ
ﾝﾄ

へ
の

参
加

会
数

　
単

位
：

回

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

4
5

5
5

5
5

－
6

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
日

比
谷

し
ま

ね
館

を
は

じ
め

と
す

る
ア

ン
テ

ナ
シ

ョ
ッ

プ
等

と
連

携
し

、
観

光
客

や
出

雲
フ

ァ
ン

と
の

交
流

促
進

や
現

地
で

の
P

R
を

進
め

ま
す

。
各

種
イ

ベ
ン

ト
に

お
け

る
観

光
客

・
出

雲
フ

ァ
ン

と
の

交
流

及
び

出
雲

の
魅

力
の

情
報

発
信

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点

・県
外

で
開

催
さ

れ
る

各
種

イ
ベ

ン
ト

に
積

極
的

に
参

加
し

、
観

光
客

や
出

雲
フ

ァ
ン

と
の

交
流

を
通

じ
て

出
雲

の
魅

力
を

伝
え

る
と

と
も

に
、
出

雲
へ

の
移

住
促

進
を

行
っ

た
。

C
h

e
c
k
：評

価

・県
内

他
市

町
村

と
と

も
に

参
加

し
た

移
住

フ
ェ

ア
で

は
、
出

雲
ブ

ー
ス

を
訪

れ
る

来
場

者
が

多
く

、
出

雲
へ

の
関

心
の

高
さ

を
実

感
し

た
。
こ

の
出

雲
へ

の
関

心
の

高
さ

を
、
更

な
る

出
雲

フ
ァ

ン
の

獲
得

、
ま

た
、

い
か

に
移

住
に

繋
げ

て
い

く
か

が
重

要
と

な
る

。

A
c
ti

o
n

：改
善

策

・
出

雲
の

魅
力

等
の

P
R

を
さ

ら
に

推
進

す
る

と
も

に
、

新
た

な
P

R
イ

ベ
ン

ト
を

企
画

・
検

討
し

、
出

雲
フ

ァ
ン

の
新

規
獲

得
を

め
ざ

す
。

実
績

4
9



出
雲
フ
ァ
ン
に
よ
る
旅
マ
エ
・
旅
ア
ト
消
費
の
推
進

ミ
ラ

イ
ビ

ジ
ネ
ス

い
ず
も

実
施

等
の
商

談
会

に
お

け
る

商
談
成

約
件
数

　
単

位
：

件

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

41
30

30
30

30
30

－
26

戦
略

B
　
観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

主
要

施
策

B-
4
　

観
光
客

へ
の

情
報

発
信

ル
ー

ト
等

の
活

用
基

本
計

画
 
P.
63

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
ミ

ラ
イ

ビ
ジ

ネ
ス

い
ず

も
と

連
携

し
、
出

雲
推

奨
商

品
「お

い
し

い
出

雲
」の

県
外

フ
ェ

ア
等

の
実

施
情

報
を

出
雲

フ
ァ

ン
に

情
報

発
信

し
、
集

客
を

促
進

し
ま

す
。

　
来

訪
時

に
は

、
食

戦
略

会
議

や
そ

ば
と

美
食

の
旅

実
行

委
員

会
の

活
動

に
よ

り
、
特

産
品

の
消

費
拡

大
を

図
り

ま
す

。

　
さ

ら
に

旅
ア

ト
に

「
お

い
し

い
出

雲
」商

品
を

購
入

し
て

も
ら

う
仕

組
み

を
検

討
し

、
観

光
地

と
し

て
の

ブ
ラ

ン
ド

力
を

生
か

し
た

食
の

販
路

拡
大

に
取

り
組

み
ま

す
。

❷
 
特
産

品
の

販
路

拡
大

 
主

な
取

組

お
い

し
い

出
雲

の
旅

ア
ト

消
費

の
拡

大
P

R
お

い
し

い
出

雲
と

旅
行

（
予

定
）
者

と
の

接
点

づ
く

り
の

検
討

市 ﾐﾗ
ｲ
ﾋﾞ

ｼﾞ
ﾈｽ

い
ず

も
商

工
振

興
課

観
光

課

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点

　
出

雲
推

奨
商

品
「お

い
し

い
出

雲
」等

の
販

売
促

進
の

た
め

、
ミ

ラ
イ

ビ
ジ

ネ
ス

い
ず

も
に

お
い

て
商

談
会

等
を

開
催

し
た

。

令
和

7
年

度
中

実
績

【商
談

会
】　

２
回

【販
売

イ
ベ

ン
ト

】

（県
内

）　
４

回
（県

外
）　

７
回

C
h

e
c
k
：評

価

　
成

約
件

数
に

つ
い

て
、
年

度
内

に
目

標
値

を
達

成
で

き
な

か
っ

た
が

、
成

約
に

い
た

る
に

は
時

間
を

要
す

る
こ

と
も

あ
る

の
で

、
今

後
成

約
に

ま
で

つ
な

が
る

こ
と

を
期

待
し

て
い

る
。

　
ま

た
、
販

売
イ

ベ
ン

ト
で

特
産

品
等

の
消

費
拡

大
を

実
現

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

A
c
ti

o
n

：改
善

策

　
目

標
を

達
成

す
べ

く
引

き
続

き
販

路
拡

大
等

に
か

か
る

施
策

を
、
ミ

ラ
イ

ビ
ジ

ネ
ス

い
ず

も
を

中
心

に
実

施
す

る
。

実
績

5
0



戦
略

B
　
観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

主
要

施
策

B-
4
　

観
光
客

へ
の

情
報

発
信

ル
ー

ト
等

の
活

用
基

本
計

画
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❷
 
特
産

品
の

販
路

拡
大

 
主

な
取

組

特
産
品
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
開
催

Ｊ
Ａ

・
市

農
業

振
興

課

特
産

品
PR

イ
ベ

ン
ト

実
施

回
数

　
単

位
：

回

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

2
2

2
2

2
2

－
1

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
観

光
客

に
出

雲
の

旬
の

特
産

品
を

知
っ

て
も

ら
う

た
め

、
Ｊ
Ａ

と
連

携
し

、
実

り
の

時
期

を
中

心
に

P
R

イ
ベ

ン
ト

を
開

催
し

ま
す

。
　

市
長

が
知

事
ら

と
共

に
都

市
部

消
費

地
で

販
売

P
R

す
る

ト
ッ

プ
セ

ー
ル

ス
を

行
う

こ
と

で
特

産
品

ブ
ラ

ン
ド

の
認

知
度

向
上

を
図

り
ま

す
。

特
産

品
Ｐ

Ｒ
イ

ベ
ン

ト

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点
　

1
1
月

1
5

日
（
土

）
・1

6
日

（日
）に

「い
ず

も
食

在
月

」と
称

し
て

、
和

牛
、

出
雲

産
米

、
宍

道
湖

産
し

じ
み

汁
（宍

道
湖

蜆
漁

業
組

合
）
の

試
食

イ
ベ

ン
ト

を
実

施
し

た
。
会

場
を

神
門

通
り

縁
結

び
ス

ク
エ

ア
と

す
る

こ
と

で
観

光
客

へ
の

P
R

を
図

っ
た

（1
1
月

1
5

日
は

し
じ

み
の

み
）
。

　
用

意
し

た
5

0
0

食
は

全
て

試
食

に
供

し
た

。
参

加
者

ア
ン

ケ
ー

ト
に

よ
る

と
８

割
以

上
が

県
外

か
ら

の
観

光
客

で
あ

り
、
「
し

ま
ね

和
牛

を
初

め
て

知
っ

た
」
「お

肉
と

お
米

が
と

て
も

美
味

し
く

て
驚

い
た

、
購

入
し

た
い

」等
の

意
見

が
あ

っ
た

。
　

Ｊ
Ａ

し
ま

ね
主

催
の

特
産

品
ト

ッ
プ

セ
ー

ル
ス

は
、
中

止
と

な
っ

た
。

C
h

e
c
k
：評

価
　

し
ま

ね
和

牛
や

出
雲

産
米

は
県

外
の

認
知

度
は

ま
だ

低
く

、
認

知
度

向
上

に
は

一
定

の
成

果
が

あ
っ

た
。
し

じ
み

と
の

コ
ラ

ボ
も

好
評

を
得

た
。

　
た

だ
し

、
年

１
回

の
イ

ベ
ン

ト
で

は
参

加
者

も
限

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、
波

及
効

果
は

低
い

と
思

わ
れ

、
継

続
し

た
取

組
が

必
要

と
考

え
る

。

A
c
ti

o
n

：改
善

策
　

試
食

P
R

イ
ベ

ン
ト

に
お

い
て

、
同

時
に

販
売

を
行

っ
た

り
、
特

産
品

を
扱

う
レ

ス
ト

ラ
ン

と
連

携
す

る
な

ど
、
よ

り
効

果
的

な
イ

ベ
ン

ト
内

容
と

な
る

よ
う

検
討

し
て

い
く

。

実
績

5
1



地
域
Ｏ
Ｔ
Ａ
に
お
け
る
特
産
品
販
売
の
推
進

地
域

OT
A
特

産
取

扱
件

数
　

単
位

：
件

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

－
－

－
－

10
20

－
－

戦
略

B
　
観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

主
要

施
策

B-
4
　

観
光
客

へ
の

情
報

発
信

ル
ー

ト
等

の
活

用
基

本
計

画
 
P.
63

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
令

和
６

年
度

に
導

入
し

た
地

域
O

T
A

（旅
行

商
品

等
販

売
サ

イ
ト

）を
活

用
し

た
『お

い
し

い
出

雲
』認

定
商

品
を

含
む

特
産

品
の

販
売

に
向

け
て

、
関

係
団

体
と

連
携

・検
討

を
進

め
ま

す
。

❷
 
特
産

品
の

販
路

拡
大

 
主

な
取

組

特
産

品
販

売

物
販

機
能

実
装

に
係

る
検

討

観
光

協
会

（
D
M
O
）

市
商

工
振

興
課

観
光

課
、

農
業

振
興

課

物
販

機
能

実
装

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点
 　

出
雲

観
光

協
会

で
運

営
す

る
地

域
O

T
A

「
出

雲
旅

」は
、
導

入
後

１
年

余
り

で
あ

る
た

め
、
ま

ず
主

力
商

品
と

な
る

「体
験

コ
ン

テ
ン

ツ
」
「宿

泊
サ

ー
ビ

ス
」

の
充

実
を

図
っ

て
お

り
、
物

販
機

能
の

検
討

に
か

か
る

進
捗

は
な

か
っ

た
。

C
h

e
c
k
：評

価

　
左

記
の

と
お

り
「
出

雲
旅

」で
の

特
産

品
販

売
に

か
か

る
進

捗
は

な
く

、
そ

の
検

討
は

今
後

の
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

A
c
ti

o
n

：改
善

策

　
現

状
で

は
大

手
通

販
サ

イ
ト

が
消

費
者

に
対

し
て

圧
倒

的
な

影
響

力
を

有
し

て
い

る
た

め
、
あ

え
て

新
規

に
物

販
機

能
を

導
入

し
た

と
し

て
十

分
な

収
益

を
あ

げ
ら

れ
る

か
、
ま

た
、
物

販
対

応
に

要
す

る
事

務
負

担
が

過
大

と
な

ら
な

い
か

を
具

体
的

に
検

討
し

て
い

く
。

実
績

5
2



戦
略

B
　
観

光
ま

ち
づ

く
り

戦
略

主
要

施
策

B-
4
　

観
光
客

へ
の

情
報

発
信

ル
ー

ト
等

の
活

用
基

本
計

画
 
P.
63

❷
 
特
産

品
の

販
路

拡
大

 
主

な
取

組
ト
キ
を
活
か
し
た
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進

農
業

者
団

体
・

市
農

業
振

興
課

政
策

企
画

課
・

観
光

課

新
ブ

ラ
ン

ド
農

産
物

（
米

）
の

販
売

点
数

　
単

位
：

点

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

－
1（

放
鳥

予
定

）
1

1

－
１

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
令

和
９

年
度

の
ト

キ
の

放
鳥

に
あ

わ
せ

て
、
有

機
農

産
物

等
、
ト

キ
を

育
む

自
然

環
境

を
生

か
し

た
ブ

ラ
ン

ド
化

を
検

討
し

ま
す

。
放

鳥
時

に
は

、
出

雲
の

豊
か

な
自

然
を

発
信

す
る

こ
と

で
ブ

ラ
ン

ド
化

を
推

進
し

、
関

連
商

品
の

開
発

・
販

売
を

検
討

し
ま

す
。

　 「ト
キ

が
飛

び
交

う
美

し
い

出
雲

」（
出

雲
新

話
2

0
3

0
）の

実
現

　
出

雲
の

自
然

を
舞

台
に

、
ト

キ
を

環
境

に
配

慮
し

た
ま

ち
づ

く
り

の
シ

ン
ボ

ル
と

し
、
持

続
可

能
な

地
域

社
会

の
形

成
に

向
け

て
取

り
組

み
ま

す
。

　
ト

キ
を

新
た

な
ブ

ラ
ン

ド
と

し
て

全
国

へ
情

報
発

信
し

、
ト

キ
を

活
用

し
た

観
光

コ
ン

テ
ン

ツ
や

周
遊

ル
ー

ト
の

造
成

を
図

り
ま

す
。

新
ブ

ラ
ン

ド
農

産
物

の
販

売

環
境

に
や

さ
し

い
農

業
研

究
会

で
の

検
討

・
実

証
実

験

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点
 　

２
か

所
の

実
証

ほ
場

で
収

穫
し

た
、
栽

培
期

間
中

農
薬

・
化

学
肥

料
不

使
用

の
お

米
を

、
オ

リ
ジ

ナ
ル

ラ
ベ

ル
と

ト
キ

シ
ー

ル
を

用
い

た
キ

ュ
ー

ブ
型

の
２

合
米

「出
雲

の
お

米
」
と

し
て

、
米

穀
店

の
協

力
の

も
と

試
作

販
売

し
た

。
市

内
４

か
所

の
店

舗
で

約
１
０

０
０

個
（販

売
価

格
５

５
０

円
～

6
0

0
円

）を
販

売
し

た
。

　
１
１
月

か
ら

い
ず

も
産

業
未

来
博

や
く

に
び

き
マ

ラ
ソ

ン
等

各
種

イ
ベ

ン
ト

の
賞

品
に

「出
雲

の
お

米
」や

Ｐ
Ｒ

シ
ー

ル
（ト

キ
と

稲
穂

の
オ

リ
ジ

ナ
ル

シ
ー

ル
）
を

提
供

す
る

こ
と

で
、
市

内
・市

外
に

向
け

て
周

知
を

行
っ

た
。

C
h

e
c
k
：評

価
　

オ
リ

ジ
ナ

ル
商

品
を

試
作

販
売

で
き

た
こ

と
は

、
本

格
的

な
新

ブ
ラ

ン
ド

農
産

物
の

商
品

化
や

販
売

に
向

け
て

、
参

考
と

な
る

取
組

と
な

っ
た

。

A
c
ti

o
n

：改
善

策
　

ト
キ

を
冠

と
し

た
米

の
ブ

ラ
ン

ド
化

に
向

け
、
認

証
制

度
を

検
討

す
る

。

　
ま

た
、
キ

ュ
ー

ブ
型

の
2

合
米

だ
け

で
な

く
、
5

ｋ
ｇ

袋
等

の
商

品
規

格
や

販
売

先
を

増
や

す
取

組
を

進
め

て
い

く
。

実
績

5
3



ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

体
系

図

報
告

事
項

協
議

事
項

そ
の

他
事

項

戦
略

名
主

要
施

策
主

な
取

組
計

画
頁

⒈
出

雲
の

特
別

性
と

各
エ

リ
ア

の
認

知
向

上
❶

出
雲

の
ブ

ラ
ン

ド
イ

メ
ー

ジ
・
歴

史
文

化
的

意
義

の
発

信
①

「
出

雲
ブ

ラ
ン

ド
」
の

新
た

な
イ

メ
ー

ジ
に

基
づ

く
情

報
発

信
6

6

❷
多

様
な

メ
デ

ィ
ア

の
活

用
に

よ
る

各
エ

リ
ア

の
認

知
向

上
①

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

等
へ

の
広

報
活

動
や

連
携

強
化

6
6

②
Ｓ

Ｎ
Ｓ

の
効

果
的

な
活

用
6

6

⒉
個

人
客

・
リ

ピ
ー

タ
ー

や
オ

フ
シ

ー
ズ

ン
等

の
誘

客
強

化
❶

デ
ジ

タ
ル

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
の

強
化

①
デ

ー
タ

に
基

づ
く

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
及

び
商

品
造

成
6

7

❷
出

雲
フ

ァ
ン

と
つ

な
が

る
情

報
発

信
・
デ

ジ
タ

ル
化

①
イ

ン
ス

タ
グ

ラ
ム

「
Iz

u
m

o
3

6
5

」
を

活
用

し
た

情
報

発
信

6
7

②
オ

ー
プ

ン
チ

ャ
ッ

ト
「
み

ん
な

で
つ

く
る

出
雲

旅
」
の

登
録

促
進

6
7

③
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
や

ア
ン

ケ
ー

ト
の

デ
ジ

タ
ル

化
6

7

➌
オ

フ
シ

ー
ズ

ン
対

策
等

に
資

す

る
民

間
イ

ベ
ン

ト
等

の
支

援
①

民
間

イ
ベ

ン
ト

等
の

集
客

支
援

6
8

具
体

的
な

施
策

項
目

戦
略

Ｃ
誘

客
・フ

ァ
ン

拡
大

①

5
4

5
6

5
7

5
8

5
9

6
0

6
1

6
2

6
3

6
4

6
5

頁

①
「出

雲
ブ

ラ
ン

ド
」の

新
た

な
イ

メ
ー

ジ
に

基
づ

く
情

報
発

信
82
・
83

①
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
等

へ
の

広
報

活
動

の
強

化
84

②
Ｓ

Ｎ
Ｓ

の
効

果
的

な
活

用
85
・
86

①
デ

ー
タ

に
基

づ
く

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
及

び
商

品
造

成
87

①
イ

ン
ス

タ
グ

ラ
ム

「I
z
u

m
o
3

6
5

」を
活

用
し

た
情

報
発

信
88

②
オ

ー
プ

ン
チ

ャ
ッ

ト
「み

ん
な

で
つ

く
る

出
雲

旅
」の

登
録

促
進

89

③
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
や

ア
ン

ケ
ー

ト
の

デ
ジ

タ
ル

化
90

①
民

間
イ

ベ
ン

ト
等

の
集

客
支

援
91

具
体

的
な

施
策

項
目

主
要

施
策

主
な

取
組

頁

⒈
出

雲
の

特
別

性
と

各
エ

リ
ア

　
 の

認
知

向
上

❶
出

雲
の

ブ
ラ

ン
ド

イ
メ

ー
ジ

・
　

 歴
史

文
化

的
意

義
の

発
信

①
「出

雲
ブ

ラ
ン

ド
」の

新
た

な
イ

メ
ー

ジ
に

基
づ

く
情

報
発

信
82
・
83

❷
多

様
な

メ
デ

ィ
ア

の
活

用
に

　
 よ

る
各

エ
リ

ア
の

認
知

向
上

①
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
等

へ
の

広
報

活
動

の
強

化
84

②
Ｓ

Ｎ
Ｓ

の
効

果
的

な
活

用
85
・
86

⒉
個

人
客

・リ
ピ

ー
タ

ー
や

オ
フ

シ
ー

ズ
ン

等
の

誘
客

強
化

❶
デ

ジ
タ

ル
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

の
　

 強
化

①
デ

ー
タ

に
基

づ
く

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
及

び
商

品
造

成
87

❷
出

雲
フ

ァ
ン

と
つ

な
が

る
情

報
　

　
 発

信
・
デ

ジ
タ

ル
化

①
イ

ン
ス

タ
グ

ラ
ム

「I
z
u

m
o

3
6

5
」を

活
用

し
た

情
報

発
信

88

②
オ

ー
プ

ン
チ

ャ
ッ

ト
「み

ん
な

で
つ

く
る

出
雲

旅
」の

登
録

促
進

89

③
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
や

ア
ン

ケ
ー

ト
の

デ
ジ

タ
ル

化
90

➌
オ

フ
シ

ー
ズ

ン
対

策
等

に
資

　
す

る
民

間
イ

ベ
ン

ト
等

の
支

援
①

民
間

イ
ベ

ン
ト

等
の

集
客

支
援

91

具
体

的
な

施
策

項
目

主
要

施
策

主
な

取
組

頁

⒈
出

雲
の

特
別

性
と

各
エ

リ
ア

　
 の

認
知

向
上

❶
出

雲
の

ブ
ラ

ン
ド

イ
メ

ー
ジ

・
　

 歴
史

文
化

的
意

義
の

発
信

①
「出

雲
ブ

ラ
ン

ド
」の

新
た

な
イ

メ
ー

ジ
に

基
づ

く
情

報
発

信
56
・
57

❷
多

様
な

メ
デ

ィ
ア

の
活

用
に

　
 よ

る
各

エ
リ

ア
の

認
知

向
上

①
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
等

へ
の

広
報

活
動

の
強

化
58

②
Ｓ

Ｎ
Ｓ

の
効

果
的

な
活

用
59
・
60

⒉
個

人
客

・リ
ピ

ー
タ

ー
や

オ
フ

シ
ー

ズ
ン

等
の

誘
客

強
化

❶
デ

ジ
タ

ル
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

の
　

 強
化

①
デ

ー
タ

に
基

づ
く

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
及

び
商

品
造

成
61

❷
出

雲
フ

ァ
ン

と
つ

な
が

る
情

報
　

　
 発

信
・
デ

ジ
タ

ル
化

①
イ

ン
ス

タ
グ

ラ
ム

「I
z
u

m
o

3
6

5
」を

活
用

し
た

情
報

発
信

62

②
オ

ー
プ

ン
チ

ャ
ッ

ト
「み

ん
な

で
つ

く
る

出
雲

旅
」の

登
録

促
進

63

③
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
や

ア
ン

ケ
ー

ト
の

デ
ジ

タ
ル

化
64

➌
オ

フ
シ

ー
ズ

ン
対

策
等

に
資

　
す

る
民

間
イ

ベ
ン

ト
等

の
支

援
①

民
間

イ
ベ

ン
ト

等
の

集
客

支
援

65

具
体

的
な

施
策

項
目



ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

体
系

図

報
告

事
項

協
議

事
項

そ
の

他
事

項

5
5

6
6

6
7

6
8

6
9

⒊
新

市
場

の
創

出
（
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
、
多

面
的

な
誘

客
促

進
）

❶
タ

ー
ゲ

ッ
ト

の
特

定
と

　
 タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
応

じ
た

誘
客

　
 戦

略
の

実
施

①
タ

ー
ゲ

ッ
ト

国
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

事
業

の
実

施
6
5

❷
広

域
団

体
等

へ
の

連
携

の
　
 働

き
か

け
、
出

雲
の

ブ
ラ

ン
ド

力
　
 の

活
用

①
広

域
団

体
等

と
連

携
し

た
情

報
発

信
の

実
施

6
6

❸
成

功
事

例
の

創
出

、
繁

閑
差

　
 対

策
の

観
点

の
強

化
①

閑
散

期
に

お
け

る
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
誘

客
の

推
進

・
ツ

ア
ー

販
売

6
7

2
)多

面
的

な
誘

客
促

進

❶
団

体
客

へ
の

多
様

な
プ

ラ
ン

　
 販

売
の

強
化

①
新

た
な

体
験

を
含

む
プ

ラ
ン

販
売

の
推

進
6
8

❷
ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ

ズ
ム

な
ど

　
 多

様
な

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

推
進

①
ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
検

討
6
9

❸
Ｍ

ＩＣ
Ｅ

等
の

誘
致

①
広

域
団

体
等

と
連

携
し

た
旅

行
会

社
の

視
察

受
け

入
れ

7
0

戦
略

Ｃ
誘

客
・フ

ァ
ン

拡
大

②
⒊

新
市

場
の

創
出

（
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
、
多

面
的

な
誘

客
促

進
）

❶
タ

ー
ゲ

ッ
ト

の
特

定
と

　
 タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
応

じ
た

誘
客

　
 戦

略
の

実
施

①
タ

ー
ゲ

ッ
ト

国
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

事
業

の
実

施
66

❷
広

域
団

体
等

へ
の

連
携

の
　
 働

き
か

け
、
出

雲
の

ブ
ラ

ン
ド

力
　
 の

活
用

①
広

域
団

体
等

と
連

携
し

た
情

報
発

信
の

実
施

67

❸
成

功
事

例
の

創
出

、
繁

閑
差

　
 対

策
の

観
点

の
強

化
①

閑
散

期
に

お
け

る
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
誘

客
の

推
進

・ツ
ア

ー
販

売
68

2
)多

面
的

な
誘

客
促

進

❶
団

体
客

へ
の

多
様

な
プ

ラ
ン

　
 販

売
の

強
化

①
新

た
な

体
験

を
含

む
プ

ラ
ン

販
売

の
推

進
69

❷
ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ

ズ
ム

な
ど

　
 多

様
な

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

推
進

①
ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
検

討
70

❸
Ｍ

ＩＣ
Ｅ

等
の

誘
致

①
広

域
団

体
等

と
連

携
し

た
旅

行
会

社
の

視
察

受
け

入
れ

71



「
出
雲
ブ
ラ
ン
ド
」
の
新
た
な
イ
メ
ー
ジ
に
基
づ
く
情
報
発
信

観
光

協
会

（
D
MO

）
市

観
光
交

流
部

・
文

化
財

課

縁
結

び
定

住
課

・
広

報
課

「出
雲

ブ
ラ

ン
ド

」
ｽ
ﾄ
ｰ
ﾘ
ｰ
の

構
築

・
磨

き
上

げ
　
単

位
：

回

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

「出
雲

ブ
ラ

ン
ド

」に
か

か
る

検
討

「出
雲

ブ
ラ

ン
ド

」
イ

メ
ー

ジ
に

基
づ

く
情

報
発

信

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

－
0

1
1

1
1

－
1

戦
略

C
　
誘

客
・

フ
ァ

ン
拡

大
戦

略
主
要

施
策

C-
1
　

出
雲

の
特

別
性

と
各

エ
リ

ア
の

認
知

向
上

基
本

計
画

 
P.
66

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
出

雲
の

ブ
ラ

ン
ド

イ
メ

ー
ジ

と
な

る
C

o
n

c
e

p
t・

T
a
g

li
n

e
（キ

ャ
ッ

チ
コ

ピ
ー

）
・V

is
u

a
lを

定
め

、
そ

れ
に

基
づ

い
た

情
報

発
信

に
よ

り
ブ

ラ
ン

ド
イ

メ
ー

ジ
の

浸
透

を
図

り
ま

す
。

❶
出

雲
の

ブ
ラ

ン
ド

イ
メ

ー
ジ

・
歴

史
文

化
的

意
義

の
発

信
主

な
取

組

「出
雲

ブ
ラ

ン
ド

」
イ

メ
ー

ジ
の

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
・
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ

新
規

継
続

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点
【D

M
O

の
取

組
】

・D
M

O
で

は
、
4

P
戦

略
の

根
幹

と
な

る
「
出

雲
の

観
光

ブ
ラ

ン
ド

（
真

の
価

値
）
」
を

確
立

し
地

域
に

定
着

さ
せ

る
た

め
、
市

内
デ

ザ
イ

ン
会

社
等

と
協

働
す

る
共

創
型

ブ
ラ

ン
ド

創
造

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
　

令
和

7
年

度
に

始
動

し
た

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
内

で
市

内
デ

ザ
イ

ン
会

社
、
進

行
管

理
事

業
者

、
出

雲
観

光
協

会
・
出

雲
市

に
よ

る
体

制
を

構
築

し
、
ブ

ラ
ン

ド
の

た
た

き
台

を
作

成
す

る
た

め
の

職
員

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

実
施

し
た

。
【市

の
取

組
】

・市
全

体
の

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
の

取
組

に
つ

き
、
令

和
7

年
度

は
本

市
の

魅
力

や
強

み
を

効
果

的
に

発
信

し
、
市

民
の

ま
ち

へ
の

愛
着

や
誇

り
の

醸
成

、
若

者
の

人
口

流
出

抑
制

、
都

市
部

か
ら

の
U

IJ
タ

ー
ン

の
促

進
に

つ
な

げ
る

た
め

、
シ

テ
ィ

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
戦

略
を

策
定

し
た

。
ま

た
、
戦

略
の

策
定

に
併

せ
、
本

市
の

魅
力

・
強

み
で

あ
る

「
人

と
の

つ
な

が
り

」
や

「
暮

ら
し

や
す

さ
」
を

イ
メ

ー
ジ

し
た

キ
ャ

ッ
チ

コ
ピ

ー
と

ロ
ゴ

マ
ー

ク
を

制
作

し
た

。
戦

略
推

進
の

各
場

面
で

観
光

分
野

と
の

連
携

も
実

施
し

て
い

く
。

・ 
従

前
か

ら
の

神
在

月
文

化
振

興
月

間
に

係
る

取
組

と
し

て
は

、
神

在
月

ポ
ス

タ
ー

・
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

作
成

し
、
関

係
各

所
に

配
布

・
掲

出
し

た
（
Ｊ
Ｒ

西
日

本
主

要
駅

、
日

比
谷

し
ま

ね
館

、
島

根
県

名
古

屋
事

務
所

等
）
。
ま

た
、
県

外
イ

ベ
ン

ト
で

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

配
布

（
お

願
い

ど
こ

ろ
マ

ッ
プ

で
出

雲
大

社
以

外
の

神
社

仏
閣

の
紹

介
）
・
ふ

る
さ

と
納

税
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

上
の

自
治

体
紹

介
ペ

ー
ジ

に
お

け
る

特
産

品
P

R
の

ほ
か

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
動

画
の

掲
載

な
ど

観
光

P
R

を
行

っ
た

。

実
績

5
6
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光
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D
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光
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縁
結
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課
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ブ
ラ

ン
ド

」
ｽ
ﾄ
ｰ
ﾘ
ｰ
の

構
築

・
磨

き
上

げ
　
単

位
：

回

主
な

事
業
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容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

「出
雲

ブ
ラ

ン
ド

」に
か

か
る

検
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づ
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報
発

信
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準

値
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3
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値
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02
5
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26
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27

20
28

20
29

－
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1
1

1
1

－
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戦
略
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誘

客
・

フ
ァ

ン
拡

大
戦

略
主
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施
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1
　

出
雲
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特

別
性

と
各

エ
リ

ア
の

認
知

向
上

基
本

計
画

 
P.
66

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
出

雲
の

ブ
ラ

ン
ド

イ
メ

ー
ジ

と
な

る
C

o
n

c
e

p
t・

T
a
g

li
n

e
（キ

ャ
ッ

チ
コ

ピ
ー

）・
V

is
u

a
lを

定
め

、
そ

れ
に

基
づ

い
た

情
報

発
信

に
よ

り
ブ

ラ
ン

ド
イ

メ
ー

ジ
の

浸
透

を
図

り
ま

す
。

❶
出

雲
の

ブ
ラ

ン
ド

イ
メ

ー
ジ

・
歴

史
文

化
的

意
義

の
発

信
主

な
取

組

「出
雲

ブ
ラ

ン
ド

」
イ

メ
ー

ジ
の

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
・
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ

新
規

継
続

C
h

e
c
k
：評

価
【D

M
O

の
取

組
】

・D
M

O
に

お
い

て
、
共

創
型

ブ
ラ

ン
ド

創
造

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
起

動
し

、
デ

ザ
イ

ン
・進

行
管

理
・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
オ

ー
ナ

ー
に

よ
る

協
働

体
制

を
構

築
で

き
た

こ
と

は
、
ブ

ラ
ン

ド
確

立
に

向
け

た
基

盤
づ

く
り

と
し

て
評

価
で

き
る

。
・職

員
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
実

施
し

、
ブ

ラ
ン

ド
の

方
向

性
を

内
部

で
検

討
す

る
取

組
に

着
手

で
き

た
。

【市
の

取
組

】

・シ
テ

ィ
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

は
、
令

和
7

年
度

末
に

戦
略

を
策

定
し

た
た

め
、
令

和
7

年
度

に
つ

い
て

の
評

価
は

実
施

し
て

い
な

い
。

・神
在

月
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
に

つ
い

て
は

2
4

,0
0

0
部

の
在

庫
が

な
く

な
る

ほ
ど

各
所

か
ら

要
望

を
い

た
だ

い
て

い
る

。
ポ

ス
タ

ー
に

つ
い

て
も

デ
ザ

イ
ン

が
好

評
で

県
外

か
ら

も
新

規
に

送
付

希
望

が
増

え
て

い
る

。

A
c
ti

o
n

：改
善

策
・D

M
O

で
は

、
職

員
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
の

検
討

を
踏

ま
え

、
ブ

ラ
ン

ド
の

コ
ン

セ
プ

ト
・
タ

グ
ラ

イ
ン

・
キ

ー
ビ

ジ
ュ

ア
ル

の
素

案
を

取
り

ま
と

め
る

。
ま

た
、
作

成
し

た
素

案
に

つ
い

て
、
地

域
事

業
者

や
関

係
団

体
と

の
意

見
交

換
を

通
じ

て
合

意
形

成
を

図
り

、
地

域
に

受
け

入
れ

ら
れ

る
ブ

ラ
ン

ド
へ

と
磨

き
上

げ
る

。

・D
M

O
の

行
う

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
、
従

来
か

ら
行

っ
て

い
た

神
在

月
に

係
る

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
、
市

全
体

の
シ

テ
ィ

ー
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

に
係

る
ブ

ラ
ン

デ
ィ

ン
グ

に
矛

盾
が

生
じ

る
こ

と
が

な
い

よ
う

、
整

合
性

を
と

り
つ

つ
、
か

つ
、
本

市
と

適
合

性
の

高
い

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

深
い

印
象

を
与

え
る

よ
う

な
情

報
発

信
を

行
う

。

実
績

5
7
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デ
ィ
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へ
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観
光

協
会
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D
MO
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市

観
光

課
・

広
報

課

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

推
進

課

パ
ブ

リ
シ

テ
ィ

獲
得

回
数
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位
：

回

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29
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ス

メ
デ

ィ
ア

と
の

関
係

構
築

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

－
30

30
30

30
30

－
26

戦
略

C
　
誘

客
・

フ
ァ

ン
拡

大
戦

略
主
要

施
策

C-
1
　

出
雲

の
特

別
性

と
各

エ
リ

ア
の

認
知

向
上

基
本

計
画

 
P.
66

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
出

雲
の

タ
ー
ゲ

ッ
ト

層
に

響
く

メ
デ

ィ
ア

を
選

定
し

、
プ

レ
ス
リ

リ
ー

ス
の

配
信

や
関

係
構

築
を

通
じ

て
、

広
告
で

は
な

い
記

事
掲

載
（

パ
ブ

リ
シ

テ
ィ

）
の

獲
得
を

目
指

し
ま

す
。

ま
た

、
地

域
の

イ
ベ

ン
ト

や
ツ
ア

ー
と

連
携

し
、

メ
デ

ィ
ア

を
効

果
的

に
活

用
し
た

情
報

発
信

を
強

化
し

ま
す

。

❷
 
多
様

な
メ

デ
ィ

ア
の

活
用
に

よ
る

各
エ

リ
ア

の
認

知
向

上
主

な
取

組

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

を
活

用
し

た
広

報
活

動

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点
【D

M
O

の
取

組
】

・テ
レ

ビ
、
新

聞
、
雑

誌
、
W

E
B

媒
体

な
ど

の
取

材
に

協
力

し
、
出

雲
の

魅
力

を
全

国
に

向
け

て
発

信
し

た
。

・取
材

に
対

し
て

現
地

ア
テ

ン
ド

や
取

材
先

と
の

調
整

、
情

報
提

供
等

の
協

力
を

実
施

。

・メ
デ

ィ
ア

対
応

件
数

：
2

6
件

　
（内

訳
：
テ

レ
ビ

9
、
雑

誌
7

、
W

E
B

９
、
ラ

ジ
オ

1
）

【市
の

取
組

】

・記
者

ク
ラ

ブ
へ

の
プ

レ
ス

リ
リ

ー
ス

や
記

者
会

見
に

よ
る

情
報

発
信

を
行

っ
た

。

C
h

e
c
k
：評

価
【D

M
O

の
取

組
】

・メ
デ

ィ
ア

対
応

に
つ

い
て

、
現

地
ア

テ
ン

ド
や

取
材

先
調

整
、
情

報
提

供
を

丁
寧

に
行

い
、
出

雲
の

魅
力

を
全

国
へ

発
信

で
き

た
。
各

媒
体

に
適

所
を

案
内

し
紹

介
に

つ
な

げ
た

一
方

、
対

応
は

メ
デ

ィ
ア

側
か

ら
の

要
望

へ
の

受
け

身
に

と
ど

ま
っ

て
い

る
と

こ
ろ

も
あ

る
。

【市
の

取
組

】

・記
者

ク
ラ

ブ
へ

の
プ

レ
ス

リ
リ

ー
ス

や
記

者
会

見
は

記
事

掲
載

(パ
ブ

リ
シ

テ
ィ

）
の

獲
得

に
寄

与
し

た
と

思
わ

れ
る

。

A
c
ti

o
n

：改
善

策
【D

M
O

の
取

組
】

・メ
デ

ィ
ア

対
応

に
つ

き
、
今

後
は

受
け

身
の

対
応

か
ら

脱
却

し
、
観

光
協

会
側

か
ら

能
動

的
に

ア
プ

ロ
ー

チ
す

る
体

制
へ

転
換

す
る

。

・タ
ー

ゲ
ッ

ト
層

に
響

く
媒

体
を

選
定

し
、
プ

レ
ス

リ
リ

ー
ス

配
信

や
関

係
構

築
を

通
じ

て
、
意

図
的

に
魅

せ
た

い
出

雲
の

魅
力

を
戦

略
的

に
発

信
し

て
い

く
。

【市
の

取
組

】
・市

各
課

も
記

者
会

見
等

を
積

極
的

に
活

用
す

る
こ

と
と

す
る

。

実
績

5
8



戦
略

C
　
誘

客
・

フ
ァ

ン
拡

大
戦

略
主
要

施
策

C-
1
　

出
雲

の
特

別
性

と
各

エ
リ

ア
の

認
知

向
上

基
本

計
画

 
P.
66

❷
 
多
様

な
メ

デ
ィ

ア
の

活
用
に

よ
る

各
エ

リ
ア

の
認

知
向

上
主

な
取

組
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
効
果
的
な
活
用

観
光

協
会

（
D
MO

）

出
雲

観
光

協
会

 
In

s
ta

gr
am

「
iz

u
mo

gu
id

e
」

フ
ォ

ロ
ワ

ー
数

　
単

位
：

人

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

情
報

発
信

人
材

の
育

成
・
ノ

ウ
ハ

ウ
の

共
有

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

5,
30

8
12

,0
00

16
,0

00
21

,5
00

28
,5

00
37

,0
00

－
14

,5
82

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

観
光

課
・
広

報
課

イ
ン

バ
ウ

ン
ド
推

進
課

専
門

的
知

見
に

基
づ

く
効

果
的

な
情

報
発

信

　
SN
S
は

認
知

拡
大

に
不

可
欠

な
ツ

ー
ル

で
す

。
シ

ェ
ア

さ
れ

る
企

画
や

広
告
運

用
な

ど
、

SN
Sの

特
性

を
活

か
し

た
情

報
発

信
を

推
進

し
ま

す
。

あ
わ

せ
て

、
こ

れ
を

担
う

観
光

協
会

職
員

の
人

材
育

成
に

も
力

を
入

れ
、

組
織

的
な

発
信

力
の

強
化

を
目

指
し

ま
す

。

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点
【D

M
O

の
取

組
】

　
専

門
事

業
者

の
指

導
を

受
け

、
観

光
協

会
職

員
の

S
N

S
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

ス
キ

ル
向

上
と

自
律

的
な

情
報

発
信

体
制

の
構

築
を

図
る

た
め

、
以

下
の

取
組

を
実

施
し

た
。

　
・
投

稿
分

析
に

基
づ

く
年

間
・
月

間
計

画
を

策
定

し
、
P

D
C

A
サ

イ
ク

ル
を

実
行

す
る

こ
と

で
、
戦

略
的

な
情

報
発

信
を

進
め

た
。

　
・
イ

ン
サ

イ
ト

分
析

を
内

製
化

し
、
季

節
別

・
観

光
動

向
と

連
動

し
た

施
策

別
の

効
果

検
証

を
実

施
し

た
。

　
・
In

s
ta

g
ra

m
広

告
の

戦
略

立
案

か
ら

実
施

・
分

析
・
改

善
ま

で
運

用
し

、
広

告
運

用
ス

キ
ル

の
内

製
化

を
図

っ
た

。

　
・
公

式
S

N
S

で
の

投
稿

回
数

と
フ

ォ
ロ

ワ
ー

数
（
令

和
7

年
度

末
）

　
　

　
X

（旧
T

w
it

te
r）

　
投

稿
2

1
2

回
　

フ
ォ

ロ
ワ

ー
1
5

,6
0

8
人

　
　

　
F
a
c
e

b
o

o
k
　
　

　
投

稿
1
8

9
回

　
フ

ォ
ロ

ワ
ー

　
6

,6
9

7
人

　
　

　
In

s
ta

g
ra

m
　
　

 投
稿

2
3

8
回

　
フ

ォ
ロ

ワ
ー

1
4

,5
8

2
人

【市
の

取
組

】
・市

全
体

の
取

組
と

し
て

は
、
令

和
8

年
３

月
に

シ
テ

ィ
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
in

s
ta

g
ra

m
を

開
設

し
、
多

数
の

フ
ォ

ロ
ワ

ー
を

獲
得

し
て

い
る

In
s
ta

g
ra

m
「
iz

u
m

o
3

6
5

」
と

の
リ

ン
ク

付
け

を
行

っ
た

。
・ま

た
、
市

公
式

F
a
c
e

b
o

o
k
や

L
IN

E
等

を
通

じ
て

観
光

関
連

の
情

報
発

信
を

実
施

し
た

。

実
績

5
9



戦
略

C
　
誘

客
・

フ
ァ

ン
拡

大
戦

略
主
要

施
策

C-
1
　

出
雲

の
特

別
性

と
各

エ
リ

ア
の

認
知

向
上

基
本

計
画

 
P.
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❷
 
多
様

な
メ

デ
ィ

ア
の

活
用
に

よ
る

各
エ

リ
ア

の
認

知
向

上
主

な
取

組

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
効
果
的
な
活
用

観
光

協
会

（
D
MO

）

出
雲

観
光

協
会

 
In

s
ta

gr
am

「
iz

u
mo

gu
id

e
」

フ
ォ

ロ
ワ

ー
数

　
単

位
：

人

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

情
報

発
信

人
材

の
育

成
・
ノ

ウ
ハ

ウ
の

共
有

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

5,
30

8
12

,0
00

16
,0

00
21

,5
00

28
,5

00
37

,0
00

－
14

,5
82

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

観
光

課
・

広
報

課

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

推
進
課

専
門

的
知

見
に

基
づ

く
効

果
的

な
情

報
発

信

　
SN
S
は

認
知

拡
大

に
不

可
欠

な
ツ

ー
ル

で
す

。
シ

ェ
ア

さ
れ

る
企

画
や

広
告
運

用
な

ど
、

SN
S
の

特
性

を
活

か
し

た
情

報
発

信
を

推
進

し
ま

す
。

あ
わ

せ
て

、
こ

れ
を

担
う

観
光

協
会

職
員

の
人

材
育

成
に

も
力

を
入

れ
、

組
織

的
な

発
信

力
の

強
化

を
目

指
し

ま
す

。

C
h

e
c
k
：評

価

【D
M

O
の

取
組

】

・観
光

協
会

で
は

、
専

門
事

業
者

の
指

導
の

も
と

、
P

D
C

A
サ

イ
ク

ル
や

広
告

運
用

を
内

製
化

し
、
デ

ー
タ

に
基

づ
く

戦
略

的
な

情
報

発
信

を
進

め
た

。
・特

に
In

s
ta

g
ra

m
の

フ
ォ

ロ
ワ

ー
は

令
和

6
年

度
末

8
,8

3
0

人
か

ら
令

和
7

年
度

末
で

1
4

,5
8

2
人

へ
と

1
年

で
大

き
く

伸
長

し
、
投

稿
設

計
の

精
度

向
上

が
成

果
と

し
て

明
確

に
表

れ
て

い
る

。
【市

の
取

組
】

・市
に

よ
る

情
報

発
信

も
誘

客
に

寄
与

す
る

と
こ

ろ
が

あ
っ

た
と

考
え

て
い

る
。

A
c
ti

o
n

：改
善

策

【D
M

O
の

取
組

】

・職
員

は
一

定
の

S
N

S
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

ス
キ

ル
を

習
得

で
き

た
が

、
自

律
的

な
運

用
と

成
果

の
さ

ら
な

る
向

上
に

む
け

、
も

う
一

段
階

上
の

専
門

性
が

求
め

ら
れ

る
。

・特
に

イ
ン

サ
イ

ト
分

析
力

を
強

化
し

、
タ

ー
ゲ

ッ
ト

層
の

反
応

を
踏

ま
え

た
投

稿
改

善
と

広
告

最
適

化
を

高
度

化
す

る
こ

と
で

、
認

知
拡

大
と

発
信

力
強

化
を

一
層

推
進

す
る

。
【市

の
取

組
】

・市
に

お
い

て
も

各
課

が
既

存
S

N
S

の
活

用
を

積
極

的
に

行
う

。
ま

た
、
リ

ッ
ト

リ
ン

ク
(Ｓ

Ｎ
Ｓ

ま
と

め
サ

イ
ト

）
を

構
築

し
、
情

報
発

信
を

実
施

し
て

い
く

。

実
績

6
0



デ
ー
タ
に
基
づ
く
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
及
び
商
品
造
成

観
光

協
会

（
D
MO

）
観

光
交

流
部

デ
ー

タ
分

析
結
果

を
反
映

し
た
商

品
造
成

件
数
　

単
位

：
件

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

デ
ー

タ
に

基
づ

く
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
実

施
（
P

D
C

A
）

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

－
－

5
5

5
5

－
－

４

戦
略

C
　
誘

客
・

フ
ァ

ン
拡

大
戦

略
主
要

施
策

C-
2
　

個
人
客

・
リ

ピ
ー

タ
や

オ
フ

シ
ー

ズ
ン

等
の

誘
客

強
化

基
本

計
画

 
P.
67

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
観

光
H
P
や

地
域

O
T
A
（

ネ
ッ

ト
予

約
サ

イ
ト

）
の

デ
ー

タ

分
析

で
顧

客
動

向
を

把
握

し
、

P
D
C
A
（

計
画

→
実

行
→

評
価

→
改

善
）

サ
イ

ク
ル

で
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

を
最

適
化

し
ま

す
。

分
析

結
果

は
商

品
造

成
に

も
反

映
さ

せ
、

特
に

オ
フ

シ
ー

ズ

ン
や

平
日

、
各

エ
リ

ア
へ

の
誘

客
と

い
う

課
題

に
対

し
、

顧

客
ニ

ー
ズ

に
合

っ
た

商
品

造
成

と
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

を
連

携

さ
せ

て
取

り
組

み
ま

す
。

主
な

取
組

デ
ー

タ
分

析
結

果
を

活
用

し
た

商
品

造
成

及
び

既
存

商
品

の
改

廃

❶
 
デ

ジ
タ

ル
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

の
強

化

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点
　

観
光

協
会

H
P

や
In

s
ta

g
ra

m
の

デ
ー

タ
分

析
で

顧
客

動
向

を
把

握
し

、
P

D
C

A
サ

イ
ク

ル
を

回
す

こ
と

で
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
最

適
化

を
図

っ
た

。
具

体
的

に
は

、
四

半
期

ご
と

に
設

定
す

る
S

N
S

コ
ン

セ
プ

ト
「静

寂
の

出
雲

（1
月

－
3

月
）
」
に

基
づ

き
、
1
月

2
6

日
の

「出
雲

の
日

」
関

連
企

画
お

よ
び

下
記

商
品

の
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

内
容

を
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
し

た
。

＜
対

象
商

品
＞

 ①
出

雲
大

社
 八

足
門

内
特

別
参

拝
 ②

出
雲

大
社

「
出

雲
の

日
 特

別
祈

祷
」
 ③

出
雲

大
社

 弦
楽

四
重

奏
奉

納
演

奏
会

 ④
語

り
で

紐
解

く
出

雲
神

話
、
舞

で
魅

せ
る

出
雲

神
楽

〈実
施

結
果

〉
 ・

閑
散

期
で

あ
る

1
月

単
月

に
お

い
て

、
最

盛
期

で
あ

る
神

在
月

（
1
1
月

実
績

：
4

0
万

ア
カ

ウ
ン

ト
）
を

上
回

る
4

3
万

超
の

ア
カ

ウ
ン

ト
に

対
す

る
訴

求
を

実
現

。

・対
象

商
品

を
販

売
す

る
地

域
O

T
A

サ
イ

ト
「
出

雲
旅

」へ
の

サ
イ

ト
流

入
数

が
過

去
最

高
を

記
録

。

C
h

e
c
k
：
評

価
・的

確
な

タ
ー

ゲ
テ

ィ
ン

グ
に

よ
り

最
盛

期
を

上
回

る
リ

ー
チ

を
獲

得
し

、
閑

散
期

の
需

要
喚

起
策

と
し

て
非

常
に

有
効

に
機

能
し

た
と

評
価

で
き

る
。

・「
出

雲
旅

」
へ

の
流

入
数

の
過

去
最

高
記

録
は

、
S

N
S

発
信

が
認

知
拡

大
に

留
ま

ら
ず

、
予

約
へ

誘
導

す
る

効
果

的
な

送
客

導
線

と
し

て
機

能
し

た
と

言
え

る
。

A
c
ti

o
n

：
改

善
策

・運
用

デ
ー

タ
分

析
に

よ
り

タ
ー

ゲ
ッ

ト
や

広
告

、
予

約
導

線
を

最
適

化
し

、
離

脱
防

止
と

成
約

率
の

更
な

る
向

上
を

図
る

。
・得

ら
れ

た
顧

客
ニ

ー
ズ

を
も

と
に

、
体

験
や

宿
泊

商
品

の
造

成
を

展
開

す
る

サ
イ

ク
ル

を
構

築
す

る
。

実
績

6
1



戦
略

C
　
誘
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フ
ァ

ン
拡

大
戦

略
主
要

施
策

C-
2
　

個
人
客

・
リ

ピ
ー

タ
や

オ
フ

シ
ー

ズ
ン

等
の

誘
客

強
化

基
本

計
画

 
P.
67

❷
 
出
雲

フ
ァ

ン
と

つ
な

が
る
情

報
発

信
・

デ
ジ

タ
ル

化

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
「
Iz
u
m
o
3
6
5
」
を
活
用
し
た
情
報
発
信

市

イ
ン

ス
タ

グ
ラ

ム
「

Iz
u
mo

36
5
」

投
稿

回
数

　
単

位
：

回

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

ム
ラ

な
く

3
6

5
日

・
2

4
時

間
の

魅
力

を
伝

え
る

情
報

発
信

の
継

続

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

－
10

0
10

0
10

0
10

0
10

0

－
14

8

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
令

和
５

年
度
に

開
設
し

た
イ

ン
ス

タ
グ

ラ
ム

「
Iz
um

o3
6
5」

を
活
用

し
、
年

間
を
通

じ
た
旬

の
地

域
情
報

を
発
信

し
ま
す

。

　
令

和
６

年
度
か

ら
始
め

た
WE
B
記
事

『
聞
き

書
き

Iz
um

o3
6
5』

も
併

せ
て

充
実
を

図
り
、

出
雲
の

魅
力

を
継
続

的
に
発

信
し
ま

す
。

観
光

課

主
な

取
組

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点
・I

n
s
ta

g
ra

m
の

投
稿

回
数

に
つ

い
て

は
、

上
記

の
と

お
り

。
・投

稿
頻

度
に

つ
い

て
も

、
途

切
れ

る
こ

と
な

く
毎

月
投

稿
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。

C
h

e
c
k
：評

価
　

In
s
ta

g
ra

m
に

つ
い

て
は

左
記

の
と

お
り

目
標

を
達

成
す

る
こ

と
が

で
き

た
。
も

っ
と

も
、
W

E
B

記
事

「
聞

き
書

き
z
u

m
o

3
6

5
」

に
つ

い
て

は
投

稿
回

数
7

回
・
投

稿
頻

度
は

年
度

末
に

偏
っ

て
お

り
、
改

善
の

余
地

が
あ

る
。

A
c
ti

o
n

：改
善

策
　

令
和

8
年

度
以

降
、
本

ア
カ

ウ
ン

ト
の

運
用

に
係

る
事

業
費

を
減

額
す

る
た

め
、
投

稿
の

総
量

と
し

て
は

減
少

す
る

こ
と

に
な

る
と

思
わ

れ
る

が
、
テ

ー
マ

選
定

の
工

夫
や

投
稿

頻
度

を
一

定
に

保
つ

こ
と

で
情

報
発

信
力

を
保

ち
た

い
と

考
え

て
い

る
。

　
ま

た
、
評

価
指

標
に

フ
ォ

ロ
ワ

ー
数

を
追

加
す

る
こ

と
と

し
た

。

実
績

イ
ン

ス
タ

グ
ラ

ム
「

Iz
u
mo

36
5
」

フ
ォ

ロ
ワ

ー
数

　
単

位
：

人

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

－
－

15
,0

00
17

,5
00

20
,0

00
22

,5
00

－
12

,7
59

評
価

指
標

実
績

6
2



オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト
「
み
ん
な
で
つ
く
る
出
雲
旅
」
の
登
録
促
進

市
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
推

進
課

オ
ー

プ
ン

チ
ャ
ッ

ト
と
も

だ
ち
数

　
単

位
：

人

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

ｵｰ
ﾌ
ﾟ
ﾝ
ﾁ
ｬ
ｯ
ﾄ
の

運
用

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

－
1,

80
0

1,
80

0
－

－
－

－
1,

30
0

戦
略

C
　
誘

客
・

フ
ァ

ン
拡

大
戦

略
主
要

施
策

C-
2
　

個
人
客

・
リ

ピ
ー

タ
や

オ
フ

シ
ー

ズ
ン

等
の

誘
客

強
化

基
本

計
画

 
P.
67

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
LI

N
E
オ

ー
プ

ン
チ

ャ
ッ

ト
『

み
ん

な
で

つ
く

る
出

雲
旅

』
を

運
用

し
、

情
報

発
信

と
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
内

で
の

観
光

情
報

の
共

有
、

出
雲

フ
ァ

ン
、

地
域

プ
レ

イ
ヤ

ー
に

よ
る

観
光

案
内

を
促

進
し

ま
す

。
　

ま
た

、
当

初
の

目
的

で
あ

る
観

光
地

ド
ラ

イ
バ

ー
確

保
を

目
指

す
、

「
ロ

ー
カ

ル
ド

ラ
イ

バ
ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
へ

の
貢

献
に

つ
い

て
検

証
し

ま
す

。

❷
 
出
雲

フ
ァ

ン
と

つ
な

が
る
情

報
発

信
・

デ
ジ

タ
ル

化
主

な
取

組

運
用

見
直

し

実
績

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点
　

オ
ー

プ
ン

チ
ャ

ッ
ト

へ
の

参
加

に
よ

り
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
内

の
会

話
を

通
じ

て
旅

マ
エ

情
報

を
得

る
人

、
ま

た
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

内
で

出
雲

の
情

報
交

換
を

楽
し

む
人

な
ど

に
よ

り
、
内

部
で

は
活

発
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

行
わ

れ
た

。

C
h

e
c
k
：評

価
・管

理
者

か
ら

の
投

稿
頻

度
が

少
な

く
、
ユ

ー
ザ

が
求

め
る

仕
掛

け
が

少
な

か
っ

た
こ

と
も

あ
り

、
目

標
値

を
下

回
る

結
果

と
な

っ
た

。
・一

方
で

、
出

雲
フ

ァ
ン

や
地

域
プ

レ
イ

ヤ
ー

に
よ

る
観

光
案

内
に

一
定

の
成

果
が

あ
っ

た
。

・オ
ー

プ
ン

チ
ャ

ッ
ト

に
お

い
て

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

が
形

成
さ

れ
て

お
り

、
市

の
広

報
手

段
と

し
て

ど
う

運
用

し
て

い
く

か
が

課
題

で
あ

る
。

A
c
ti

o
n

：改
善

策
・
現

在
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

を
活

用
し

た
観

光
案

内
機

能
の

充
実

を
図

る
。

・
登

録
者

数
の

増
加

に
向

け
て

、
広

報
活

動
の

強
化

や
情

報
発

信
方

法
を

工
夫

す
る

な
ど

し
て

、
『
み

ん
な

で
つ

く
る

出
雲

旅
』
の

さ
ら

な
る

活
性

化
を

図
り

、
当

初
の

目
的

で
あ

る
「
ロ

ー
カ

ル
ド

ラ
イ

バ
ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
へ

の
貢

献
に

つ
な

げ
て

い
く

。

・
令

和
9

年
度

に
向

け
、
オ

ー
プ

ン
チ

ャ
ッ

ト
の

運
用

に
つ

い
て

見
直

し
を

検
討

す
る

。
6

3



戦
略

C
　
誘

客
・

フ
ァ

ン
拡

大
戦

略
主
要

施
策

C-
2
　

個
人
客

・
リ

ピ
ー

タ
や

オ
フ

シ
ー

ズ
ン

等
の

誘
客

強
化

基
本

計
画

 
P.
67

❷
 
出
雲

フ
ァ

ン
と

つ
な

が
る
情

報
発

信
・

デ
ジ

タ
ル

化
主

な
取

組
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
デ
ジ
タ
ル
化

デ
ジ

タ
ル

化
件

数
　

単
位

：
件

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

や
ア

ン
ケ

ー
ト

の
デ

ジ
タ

ル
化

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

－
2

2
2

2
2

－
1

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
紙

媒
体

で
行

っ
て

い
た

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

や
ア

ン
ケ

ー
ト
等

を
デ
ジ

タ
ル
化

し
、

希
望

者
へ

の
継
続

的
な

情
報

発
信
と

デ
ー
タ

取
得

を
行

い
ま

す
。

　
観
光

・
移

住
公

式
LI

NE
の

機
能

と
し

て
ス

タ
ン

プ
ラ

リ
ー

機
能
を

新
設
し

た
ほ

か
、

令
和

７
年
２

月
導

入
の

デ
ジ
タ

ル
地
域

通
貨

『
い
ず

も
縁

結
び

PA
Y』

の
活

用
も

検
討
し

ま
す

。

観
光

課
・

商
工

振
興

課
市 観

光
協

会
（

D
MO

）

デ
ー

タ
に

基
づ

く
情

報
発

信

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点

・公
式

L
IN

E
を

活
用

し
た

出
雲

そ
ば

と
美

食
の

旅
デ

ジ
タ

ル
ス

タ
ン

プ
ラ

リ
ー

の
参

加
者

数
は

、
次

の
と

お
り

増
加

し
た

。

　
令

和
6

年
度

　
2

,8
3

5
人

　
令

和
7

年
度

　
3

,3
8

8
人

・従
前

紙
媒

体
の

み
で

配
布

し
て

い
た

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
デ

ジ
タ

ル
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
化

し
、
二

次
元

コ
ー

ド
の

記
載

の
あ

る
カ

ー
ド

を
配

布
す

る
こ

と
と

し
た

。

C
h

e
c
k
：評

価

・
ス

タ
ン

プ
ラ

リ
ー

参
加

者
数

の
増

加
は

、
デ

ー
タ

収
集

・
情

報
発

信
の

両
面

か
ら

積
極

的
に

評
価

で
き

る
と

思
わ

れ
る

。

・
幅

広
い

年
代

に
ア

プ
ロ

ー
チ

す
る

た
め

、
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

完
全

デ
ジ

タ
ル

化
に

は
至

っ
て

い
な

い
が

、
発

行
部

数
を

減
少

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
の

で
、
経

費
削

減
に

つ
な

が
る

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。

A
c
ti

o
n

：改
善

策

・今
後

も
デ

ジ
タ

ル
化

し
う

る
対

象
に

つ
い

て
検

討
し

、
効

果
的

な
情

報
発

信
・経

費
削

減
・

デ
ー

タ
収

集
に

つ
な

げ
た

い
。

実
績

6
4



民
間
イ
ベ
ン
ト
等
の
集
客
支
援

観
光

課

民
間

イ
ベ

ン
ト
等

の
情
報

発
信
連

携
件
数

　
単

位
：

件

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

民
間

イ
ベ

ン
ト

等
に

係
る

情
報

収
集

・
情

報
共

有

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

－
5

5
5

5
5

－
5

戦
略

C
　
誘

客
・

フ
ァ

ン
拡

大
戦

略
主
要

施
策

C-
2
　

個
人
客

・
リ

ピ
ー

タ
や

オ
フ

シ
ー

ズ
ン

等
の

誘
客

強
化

基
本

計
画

 
P.
68

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
オ

フ
シ
ー

ズ
ン
対

策
や

夜
の

魅
力

向
上

に
向

け
、

「
出

雲
ウ

ィ
ー
ク

」
イ
ベ

ン
ト
を

は
じ
め

、
事

業
者

・
団
体

に
よ
る

イ
ベ
ン

ト
等
の

充
実
を

支
援

し
、

情
報

発
信

を
通
じ

て
集
客

に
取
り

組
み
ま

す
。

　
あ

わ
せ

て
、
島

根
フ
ィ

ル
ム
コ

ミ
ッ
シ

ョ
ン

等
と

連
携
し

、
出
雲

の
魅
力

を
発
信

す
る
ア

ニ
メ

や
映

画
等
の

関
連
企

画
を
推

進
し
ま

す
。

 ❸
　
オ

フ
シ

ー
ズ

ン
対

策
等
に

資
す

る
民

間
イ

ベ
ン

ト
等

の
支

援
主

な
取

組

市 観
光

協
会

（
DM
O
）

民
間

イ
ベ

ン
ト

等
に

係
る

適
時

・
適

切
な

情
報

発
信

の
協

力

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点

　
・出

雲
の

日
実

行
委

員
会

の
取

り
組

む
「
出

雲
ウ

ィ
ー

ク
」

　
イ

ベ
ン

ト
に

つ
い

て
、
有

料
プ

レ
ス

リ
リ

ー
ス

サ
イ

ト
や

　
In

s
ta

g
ra

m
「
Iz

u
m

o
3

6
5

」を
利

用
し

て
情

報
　

発
信

を
行

っ
た

。
　

・出
雲

そ
ば

の
日

（
2

/
1
1
）
に

先
立

ち
出

雲
そ

ば
商

組
合

が
　

実
施

し
た

、
出

雲
そ

ば
P

R
イ

ベ
ン

ト
の

支
援

を
行

っ
た

。

C
h

e
c
k
：評

価

・情
報

発
信

の
回

数
は

目
標

値
を

達
成

で
き

た
。

も
っ

と
も

、
オ

フ
シ

ー
ズ

ン
対

策
や

夜
の

魅
力

向
上

と
い

っ
た

市
の

課
題

の
解

決
に

資
す

る

民
間

の
取

組
に

つ
い

て
は

、
さ

ら
に

積
極

的
に

情
報

発
信

を
行

う
べ

き
だ

と
思

わ
れ

る
。

A
c
ti

o
n

：改
善

策

・
関

係
機

関
と

も
連

携
し

な
が

ら
民

間
イ

ベ
ン

ト
の

情
報

収
集

を
行

い
、
市

の
問

題
意

識
に

適
合

す
る

イ
ベ

ン
ト

が
あ

れ
ば

、
当

該
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

主
体

と
協

力
し

て
情

報
発

信
を

行
う

。

・
市

内
ロ

ケ
が

行
わ

れ
た

テ
レ

ビ
ド

ラ
マ

が
令

和
8

年
に

放
送

予
定

で
あ

り
、
島

根
フ

ィ
ル

ム
コ

ミ
ッ

シ
ョ

ン
等

と
連

携
し

、
関

連
企

画
を

実
施

予
定

。

実
績

6
5



タ
ー
ゲ
ッ
ト
国
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業
の
実
施

市
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
推

進
課

業
務

を
通

じ
た
旅

行
会
社

に
よ
る

ツ
ア
ー

販
売
数

　
単

位
：

件

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

業
務

委
託

（フ
ラ

ン
ス

・
台

湾
に

お
け

る
旅

行
商

品
の

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
）

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

－
5

5
5

5
5

－
8

戦
略

C
　
誘

客
・

フ
ァ

ン
拡

大
戦

略
主
要

施
策

C-
3
　

新
市
場

の
創

出
（

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

、
多

面
的

な
誘

客
促

進
）

基
本

計
画

 
P.
69

～
71

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
訪

日
リ
ピ

ー
タ
ー

を
念

頭
に
、

国
・
地

域
の
特
性

や
出

雲
と
の

親
和
性

を
踏

ま
え
、

重
点
市

場
と
旅
行

者
像

を
明

確
化

し
て
誘

客
を

進
め
ま

す
。
こ

の
中
で
、

フ
ラ

ン
ス

、
台

湾
で
は

、
ツ

ア
ー
商

品
の
造

成
を
促
進

し
、

個
人

旅
行

へ
の
波

及
を

狙
い
ま

す
。
旅

行
会
社
へ

は
宿

泊
施

設
を

積
極
的

に
紹

介
し
、

宿
泊
増

に
つ
な
げ

ま
す
。

❶
 
タ
ー

ゲ
ッ

ト
の

特
定

と
タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

応
じ

た
誘

客
戦

略
の

実
施

主
な

取
組

メ
デ

ィ
ア

・
旅

行
会

社
へ

の
情

報
発

信
・
F
A

M
受

入
れ

（
フ

ラ
ン

ス
、
台

湾
か

ら
の

拡
散

）

１
）

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

・
東

ア
ジ

ア
…

台
湾

を
最

重
点

に
香

港
・

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

・
欧

米
…

フ
ラ

ン
ス

を
中

心
に

米
国

・
英

国

・
東

南
ア

ジ
ア

…
ベ

ト
ナ

ム
・

タ
イ

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点
・重

点
タ

ー
ゲ

ッ
ト

で
あ

る
フ

ラ
ン

ス
及

び
台

湾
に

お
い

て
、
現

地
レ

ッ
プ

事
務

所
を

設
置

し
、

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
を

実
施

し
た

ほ
か

、
外

国
人

目
線

で
メ

デ
ィ

ア
や

旅
行

会
社

へ
の

情
報

発
信

（セ
ー

ル
ス

、
ニ

ュ
ー

ス
レ

タ
ー

配
信

）
を

行
っ

た
。

・フ
ラ

ン
ス

の
旅

行
会

社
（４

社
）、

台
湾

の
メ

デ
ィ

ア
（2

社
）の

招
請

に
よ

る
現

地
F
A

M
ツ

ア
ー

を
実

施
し

、
出

雲
市

の
観

光
ス

ポ
ッ

ト
、
宿

泊
施

設
等

を
視

察
し

た
。

・英
国

の
最

も
有

名
な

旅
行

雑
誌

で
あ

る
「W

a
n

d
e

rl
u

s
t」

の
日

本
特

集
号

に
出

雲
市

の
記

事
（近

隣
の

紹
介

を
含

め
て

１
０

ペ
ー

ジ
）を

掲
載

し
た

ほ
か

、
招

請
し

た
台

湾
メ

デ
ィ

ア
「V

O
G

U
E

 T
a
iw

a
n

」に
お

い
て

出
雲

市
に

関
す

る
３

本
の

記
事

が
掲

載
さ

れ
た

。

C
h

e
c
k
：評

価
　

業
務

を
通

じ
て

、
目

標
を

上
回

る
販

売
実

績
を

達
成

で
き

た
。
効

果
的

な
情

報
発

信
に

よ
り

、
タ

ー
ゲ

ッ
ト

国
の

メ
デ

ィ
ア

及
び

旅
行

会
社

に
対

し
、
露

出
を

拡
大

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

A
c
ti

o
n

：改
善

策
　

重
点

タ
ー

ゲ
ッ

ト
を

中
心

に
、
継

続
し

た
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

を
実

施
し

、
認

知
の

獲
得

に
務

め
る

。
情

報
発

信
に

あ
た

っ
て

は
、
事

業
者

と
の

連
携

に
よ

り
、
具

体
的

な
宿

泊
に

繋
が

る
提

案
を

行
う

。

実
績

6
6



戦
略

C
　
誘

客
・

フ
ァ

ン
拡

大
戦

略
主
要

施
策

C-
3
　

新
市
場

の
創

出
（

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

、
多

面
的

な
誘

客
促

進
）

基
本

計
画

 
P.
69

～
71

広
域
団
体
等
と
連
携
し
た
情
報
発
信
の
実
施 広

域
連

携
事

業
（

FA
M
等

）
の

実
施

　
単

位
：

件

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

圏
域

内
市

町
・県

協
議

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

－
2

2
2

2
2

－
11

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
中

海
・

宍
道

湖
・

大
山

圏
域

観
光

局
や

山
陰

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

機
構

と
い

っ
た

広
域

の
取

組
を

、
連

携
し

て
推

進
し

つ
つ

、
市

と
し

て
も

出
雲

の
ブ

ラ
ン

ド
力

を
生

か
し

た
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

活
動

を
進

め
ま

す
。

　
島

根
県

や
近

隣
自

治
体

と
も

連
携

を
図

り
、

海
外

に
向

け
た

効
果

的
な

情
報

発
信

を
進

め
ま

す
。

　
こ

の
中

で
、

予
約

、
手

配
な

ど
来

訪
に

つ
な

が
る

し
く

み
の

整
備

を
検

討
し

て
い

き
ま

す
。

市
・

広
域

団
体

主
な

取
組

❷
 
広
域

団
体

等
へ

の
連

携
の
働

き
か

け
、

出
雲

の
ブ

ラ
ン

ド
力

の
活

用

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

推
進

課

役
割

整
理

（広
域

推
進

を
強

化
す

る
取

組
／

市
が

担
う

取
組

） 広
域

共
同

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン

１
）

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点
・
国

際
定

期
便

利
用

客
な

ど
多

面
的

な
誘

客
促

進
や

新
た

な
観

光
ル

ー
ト

の
開

発
に

つ
な

が
る

、
ス

ケ
ー

ル
メ

リ
ッ

ト
を

生
か

し
た

F
A

M
を

実
施

し
た

。
9

/
5

(金
)～

6
(土

)　
台

湾
F

A
M

(連
携

：
雲

南
市

、
三

次
市

)
1
2

/
7

(日
)～

１
１
(木

)　
フ

ラ
ン

ス
F

A
M

（
連

携
：
松

江
市

、
県

観
光

連
盟

石
見

事
務

所
）

3
/
1
5

（
日

）
～

１
６

（
月

）
　

台
湾

F
A

M
（
連

携
：
雲

南
市

）
 

１
２

/
１
５

(月
)～

１
６

(火
)　

イ
ギ

リ
ス

F
A

M
(連

携
：
県

観
光

連
盟

石
見

事
務

所
)

他
に

境
港

管
理

組
合

と
の

連
携

5
件

、
中

国
推

進
協

と
の

連
携

1
件

、
山

陰
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
機

構
と

の
連

携
1
件

・圏
域

観
光

局
に

お
け

る
協

議
を

重
ね

、
令

和
８

年
度

に
海

外
戦

略
を

再
考

し
た

う
え

で
、
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

を
広

域
的

に
実

施
す

る
方

針
を

確
認

し
た

。
出

雲
市

で
は

、
海

外
旅

行
会

社
と

の
リ

レ
ー

シ
ョ

ン
事

業
と

観
光

協
会

と
連

携
し

た
ラ

ン
オ

ペ
機

能
整

備
を

図
る

。

C
h

e
c
k
：評

価
　

圏
域

観
光

局
に

お
い

て
、
構

成
市

町
の

取
組

を
踏

ま
え

た
広

域
連

携
に

よ
る

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
を

広
域

で
展

開
す

る
必

要
が

あ
る

。

A
c
ti

o
n

：改
善

策
　

国
ご

と
に

異
な

る
旅

行
ス

タ
イ

ル
・
ト

レ
ン

ド
に

合
致

し
た

宿
泊

や
体

験
の

提
供

を
提

案
し

、
引

き
続

き
広

域
連

携
に

よ
る

ス
ケ

ー
ル

メ
リ

ッ
ト

を
活

か
し

た
F
A

M
を

行
う

。

実
績

6
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閑
散
期
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
の
推
進
・
ツ
ア
ー
販
売

市
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
推

進
課

閑
散

期
の

外
国
人

宿
泊
者

数
（

1
2月

～
3
月
の

4
か
月

計
）

　
単

位
：

人

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

受
入

モ
デ

ル
事

業
実

施
・
課

題
検

証

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

1,
65

2
4,

49
6

5,
05

8
5,

62
0

6,
18

2
6,

74
4

ー
5,

81
3

戦
略

C
　
誘

客
・

フ
ァ

ン
拡

大
戦

略
主
要

施
策

C-
3
　

新
市
場

の
創

出
（
イ

ン
バ

ウ
ン
ド

、
多
面

的
な
誘

客
促
進

）
基

本
計

画
 
P.
71

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
誘

客
へ

の
理

解
と

機
運

醸
成

の
た

め
、

成
功

事
例

の
創
出

、
情

報
共
有

に
取
り

組
み
ま

す
。

先
行

事
例
の

紹
介
や

、
関

心
あ

る
事

業
者
と

連
携

し
た

タ
ー
ゲ

ッ
ト
国

か
ら

の
受

入
モ

デ
ル
事

業
を

実
施

し
、
受

入
効
果

や
課

題
を

検
証

し
ま
す

。
　

ま
た
、

オ
フ
シ

ー
ズ
ン

の
魅

力
発

信
や

平
日
の

宿
泊

増
に

取
り
組

み
、
繁

閑
差

の
緩

和
に

貢
献
し

ま
す

。

❸
 
成

功
事

例
の

創
出

、
繁

閑
差

対
策

の
観

点
の

強
化

主
な

取
組

１
）

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点

・閑
散

期
に

旅
行

シ
ー

ズ
ン

（旧
正

月
）
を

迎
え

る
台

湾
の

旅
行

会
社

に
向

け
て

、
泊

食
分

離
に

よ
る

出
雲

泊
（宿

泊
施

設
、
団

体
向

け
食

事
場

所
等

）
を

提
案

し
た

。
・令

和
７

年
度

末
に

改
修

し
た

外
国

人
観

光
客

向
け

外
国

語
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
に

冬
季

の
行

事
や

お
す

す
め

ス
ポ

ッ
ト

を
掲

載
し

、
オ

フ
シ

ー
ズ

ン
の

魅
力

発
信

を
行

っ
た

。

 

C
h

e
c
k
：評

価

　
閑

散
期

の
外

国
人

宿
泊

者
数

に
つ

い
て

は
、

目
標

を
達

成
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
現

時
点

で
は

主
に

台
湾

-米
子

便
の

就
航

に
よ

る
来

訪
増

や
、
外

国
人

観
光

客
の

全
国

的
な

増
加

の
中

で
認

知
さ

れ
た

こ
と

に
よ

る
誘

客
に

留
ま

り
、
閑

散
期

で
あ

る
冬

に
特

化
し

た
魅

力
発

信
ま

で
は

で
き

て
い

な
い

。

A
c
ti

o
n

：改
善

策

　
引

き
続

き
重

点
タ

ー
ゲ

ッ
ト

で
あ

る
台

湾
を

中
心

に
、

宿
泊

施
設

や
食

事
、
冬

季
の

魅
力

に
つ

い
て

、
旅

行
会

社
に

向
け

た
提

案
を

行
う

。
　

提
案

に
あ

た
っ

て
は

、
現

地
に

事
務

所
を

持
つ

委
託

事
業

者
等

と
の

連
携

を
図

り
、
効

果
的

な
情

報
発

信
に

務
め

る
。

実
績

6
8



戦
略

C
　
誘

客
・

フ
ァ

ン
拡

大
戦

略
主
要

施
策

C-
3
　

新
市
場

の
創

出
（
イ

ン
バ

ウ
ン
ド

、
多
面

的
な
誘

客
促
進

）
基

本
計

画
 
P.
71

新
た
な
体
験
を
含
む
プ
ラ
ン
販
売
の
推
進

観
光

協
会

体
験

付
き

旅
行

商
品

販
売

数
　

単
位

：
商

品

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

定
番

ル
ー

ト
以

外
を

含
む

旅
行

商
品

化
の

検
討

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

－
4

4
4

4
4

－
8

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
観
光

協
会

に
よ
る

団
体
旅

行
向
け

営
業
活

動
に

お
い

て
、

地
域
事

業
者

と
の

連
携

を
強

化
し

、
旅
行

会
社

へ
の
提

案
力

を
高

め
、

新
た

な
体

験
や

シ
ー

ズ
ン

の
コ
ン

テ
ン

ツ
を

含
む

旅
行

プ
ラ

ン
の

販
売

を
促

進
し
ま

す
。

観
光

協
会

（
D
MO

）

主
な

取
組

❶
 
団
体

客
へ

の
多

様
な

プ
ラ

ン
販
売

の
強

化

観
光

課

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

推
進

課

旅
行

会
社

等
へ

の
滞

在
型

商
品

の
営

業

２
）

多
面

的
な

誘
客

促
進

造
成

し
た

旅
行

商
品

の
改

廃

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点

旅
行

商
品

の
販

売
実

績
と

し
て

は
、
以

下
の

と
お

り
で

あ
る

。
【
体

験
】

　
・
出

雲
大

社
朝

参
り

（
2

4
1
名

）　
　

　
　

　
　

　
・
出

雲
大

社
八

足
門

内
参

拝
プ

ラ
ン

（
2

7
4

名
）

　
・
出

雲
大

社
特

別
祈

祷
プ

ラ
ン

(4
6

名
) 

 　
・
出

雲
大

社
 弦

楽
四

重
奏

奉
納

演
奏

会
（
9

7
名

）
　

・
出

雲
神

楽
定

期
公

演
（
6

〜
1
1
月

　
計

1
2

回
　

2
3

7
名

）
　

・
出

雲
神

楽
冬

季
特

別
公

演
（
2

〜
3

月
　

計
4

回
　

8
0

名
）

【
周

遊
プ

ラ
ン

】
　

・
出

雲
周

遊
観

光
タ

ク
シ

ー
う

さ
ぎ

号
（
3

0
台

6
8

名
）／

え
ん

む
す

び
号

（
3

台
5

名
）

　
・
出

雲
周

遊
観

光
バ

ス
し

ん
わ

号
（
6

1
便

6
9

1
名

）

C
h

e
c
k
：評

価
　

現
状

は
出

雲
大

社
を

核
と

し
た

定
番

コ
ン

テ
ン

ツ
や

既
存

の
周

遊
ル

ー
ト

の
活

用
に

と
ど

ま
っ

て
お

り
、
本

事
業

が
本

来
目

指
す

「
新

た
な

体
験

」
や

「
季

節
性

の
高

い
コ

ン
テ

ン
ツ

」
の

掘
り

起
こ

し
に

至
っ

て
お

ら
ず

、
商

品
ラ

イ
ン

ナ
ッ

プ
が

固
定

化
し

て
い

る
。

A
c
ti

o
n

：改
善

策
・地

域
事

業
者

（
飲

食
・
物

産
・
農

漁
業

・
工

芸
・
社

寺
等

）
と

の
意

見
交

換
を

行
い

、
未

活
用

の
地

域
資

源
を

体
験

型
コ

ン
テ

ン
ツ

と
し

て
創

出
す

る
。

・観
光

協
会

が
地

域
事

業
者

と
旅

行
会

社
と

を
つ

な
ぐ

役
割

を
担

い
、
着

地
型

の
新

規
プ

ラ
ン

を
継

続
的

に
造

成
す

る
体

制
を

構
築

す
る

。

実
績
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ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
検
討

市 NP
O
・

ｽ
ﾎﾟ

ｰﾂ
団

体
文

化
ス

ポ
ー

ツ
課

商
品

造
成

数
　
単

位
：

件

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

－
－

3
－

3
－

－
－

－
－

戦
略

C
　
誘

客
・

フ
ァ

ン
拡

大
戦

略
主
要

施
策

C-
3
　

新
市
場

の
創

出
（
イ

ン
バ

ウ
ン
ド

、
多
面

的
な
誘

客
促
進

）
基

本
計

画
 
P.
71

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
出

雲
駅

伝
や

各
種

マ
ラ

ソ
ン

大
会

な
ど

、
県

外
か

ら
多

く
の

参
加

者
や

関
係

者
が

来
訪

す
る

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

が
開

催
さ

れ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
女

子
サ

ッ
カ

ー
チ

ー
ム

『
デ
ィ

オ
ッ

サ
出

雲
FC
』

の
活

躍
も

全
国

に
出

雲
を

発
信

し
て

い
ま

す
。

　
こ

う
し

た
ス

ポ
ー

ツ
に

よ
る

発
信

力
や

来
訪

者
を

観
光

と
結

び
つ

け
、

ス
ポ

ー
ツ

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

推
進

を
図

り
ま

す
。

❷
 
ス
ポ

ー
ツ

ツ
ー

リ
ズ

ム
な
ど

多
様

な
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
推

進
主

な
取

組

可
能

性
検

討

２
）

多
面

的
な

誘
客

促
進

可
能

性
検

討

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点
　

出
雲

駅
伝

や
く

に
び

き
マ

ラ
ソ

ン
大

会
、
デ

ィ
オ

ッ
サ

出
雲

F
C

の
試

合
情

報
等

を
各

種
媒

体
（広

報
い

ず
も

、
公

式
S

N
S

な
ど

）　
で

P
R

し
、
誘

客
を

図
っ

た
。
令

和
7

年
度

は
、
プ

ロ
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
チ

ー
ム

・ス
サ

ノ
オ

マ
ジ

ッ
ク

（
B

リ
ー

グ
）
の

試
合

が
カ

ミ
ア

リ
ー

ナ
で

開
催

さ
れ

、
相

当
数

の
宿

泊
に

つ
な

が
っ

た
と

推
測

さ
れ

る
。

　
ま

た
、
く

に
び

き
マ

ラ
ソ

ン
大

会
を

テ
ー

マ
と

し
た

ツ
ア

ー
プ

ラ
ン

開
発

に
つ

い
て

、
旅

行
会

社
か

ら
提

案
が

あ
り

、
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
行

っ
た

。

 

C
h

e
c
k
：評

価
・情

報
発

信
に

よ
り

、
ス

ポ
ー

ツ
イ

ベ
ン

ト
自

体
の

認
知

度
が

向
上

し
た

と
思

わ
れ

る
。

・ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

に
関

連
し

た
ツ

ア
ー

プ
ラ

ン
の

商
品

化
の

可
能

性
を

検
討

で
き

た
。

A
c
ti

o
n

：改
善

策
・
出

雲
駅

伝
開

催
時

は
宿

泊
施

設
の

確
保

が
困

難
で

あ
り

、
走

路
を

巡
る

ツ
ア

ー
等

を
造

成
す

る
な

ど
、
イ

ベ
ン

ト
時

以
外

の
誘

客
に

つ
な

が
る

取
組

が
求

め
ら

れ
る

。

・
引

き
続

き
商

品
化

・
情

報
発

信
に

つ
い

て
検

討
し

、
出

雲
の

ブ
ラ

ン
ド

を
活

か
し

た
ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
推

進
を

図
る

。

　

実
績
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戦
略

C
　
誘

客
・

フ
ァ

ン
拡

大
戦

略
主
要

施
策

C-
3
　

新
市
場

の
創

出
（
イ

ン
バ

ウ
ン
ド

、
多
面

的
な
誘

客
促
進

）
基

本
計

画
 
P.
71

広
域
団
体
等
と
連
携
し
た
旅
行
会
社
の
視
察
受
け
入
れ

旅
行

会
社

視
察

受
け

入
れ

　
単

位
：

件

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
 2

02
3

目
標

値
 2

02
5

20
26

20
27

20
28

20
29

－
3

3
3

3
3

－
０

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
MI
CE

や
修

学
旅

行
の
誘

致
で
は

、
（
公

社
）
島

根
県
観

光
連

盟
や

（
一

社
）

中
海
・

宍
道
湖

・
大

山
圏

域
観

光
局

等
と

連
携

し
、

旅
行
会

社
の
現

地
視

察
受

入
な

ど
、

効
果

的
な

取
組

を
進
め

ま
す
。

　
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

に
つ

い
て
も

、
関
係

機
関

と
連

携
し

、
医

学
系

学
会

や
ス

ポ
ー
ツ

大
会
の

誘
致

に
取

り
組

み
ま

す
。

市 広
域

観
光

団
体

主
な

取
組

➌
　
Ｍ

Ｉ
Ｃ

Ｅ
等
の

誘
致

観
光

課

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

推
進

課

広
域

団
体

等
と

連
携

し
た

旅
行

会
社

の
視

察
受

け
入

れ

２
）

多
面

的
な

誘
客

促
進

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点
・県

観
光

連
盟

で
は

、
修

学
旅

行
の

誘
致

に
向

け
た

取
組

を
行

っ
た

。
【県

内
実

績
：2

1
校

（4
,0

6
1
人

泊
）　

う
ち

市
内

実
績

：1
校

（
4

6
人

泊
：セ

ン
チ

ュ
リ

オ
ン

ホ
テ

ル
）】

・本
市

で
は

、
松

江
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

ビ
ュ

ー
ロ

ー
（く

に
び

き
メ

ッ
セ

内
）か

ら
の

要
請

を
受

け
、
会

議
場

は
市

外
で

も
、
エ

ク
ス

カ
ー

シ
ョ

ン
や

ユ
ニ

ー
ク

ベ
ニ

ュ
ー

で
の

バ
ン

ケ
ッ

ト
が

出
雲

市
内

で
開

催
さ

れ
る

よ
う

に
調

整
し

た
。
【市

内
実

績
：１

０
件

　
訪

問
先

：
出

雲
大

社
、
日

御
碕

灯
台

、
島

根
ワ

イ
ナ

リ
ー

、
荒

神
谷

博
物

館
】

・外
国

人
が

参
加

す
る

学
会

等
に

必
要

な
外

国
語

ガ
イ

ド
人

材
に

つ
い

て
、
出

雲
市

と
し

て
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

を
重

点
的

に
進

め
て

い
る

こ
と

を
関

係
者

に
伝

え
、
今

後
の

派
遣

に
つ

な
が

る
よ

う
取

り
組

ん
だ

。
 

C
h

e
c
k
：評

価
・
島

根
大

学
医

学
部

が
あ

り
、
学

会
等

の
ニ

ー
ズ

が
想

定
さ

れ
る

が
、
受

入
施

設
と

し
て

は
「
く

に
び

き
メ

ッ
セ

」
等

の
充

実
し

た
機

能
が

求
め

ら
れ

る
。
関

連
す

る
バ

ン
ケ

ッ
ト

の
開

催
や

ガ
イ

ド
・
通

訳
の

派
遣

と
い

っ
た

支
援

や
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

か
ら

始
め

た
い

。

A
c
ti

o
n

：改
善

策
・
引

き
続

き
県

観
光

連
盟

等
の

関
係

機
関

と
連

携
し

な
が

ら
修

学
旅

行
や

Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ

等
の

誘
致

を
働

き
か

け
る

。
あ

わ
せ

て
、
松

江
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

ビ
ュ

ー
ロ

ー
と

連
携

し
て

、
エ

ク
ス

カ
ー

シ
ョ

ン
な

ど
を

積
極

的
に

受
け

入
れ

る
。

実
績

7
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ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

体
系

図

報
告

事
項

協
議

事
項

そ
の

他
事

項

戦
略

名
主

要
施

策
主

な
取

組
計

画
頁

⒈
D

M
O

を
中

心
と

し
た

観
光

地
経

営
体

制
の

構
築

❶
Ｄ

Ｍ
Ｏ

の
構

築
と

役
割

分
担

の
明

確
化

①
観

光
協

会
の

実
質

的
な

D
M

O
化

に
向

け
た

検
討

7
4

②
専

門
人

材
（
ス

ペ
シ

ャ
リ

ス
ト

）
の

確
保

・
育

成
7

4

③
市

と
の

役
割

分
担

の
見

直
し

と
連

携
強

化
7

4

❷
幅

広
い

分
野

の
連

携
促

進
・
意

識
改

革
①

庁
内

推
進

本
部

・
Ｗ

Ｇ
の

活
用

7
7

⒉
地

域
と

の
協

働
体

制
の

構
築

❶
人

的
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

と
情

報
共

有
・
連

携
の

推
進

①
地

域
観

光
戦

略
会

議
の

運
営

7
8

❷
地

域
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

検
討

①
地

域
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

7
8

➌
地

域
側

の
担

い
手

・
運

営
体

制
の

検
討

①
地

域
の

推
進

体
制

の
確

立
（地

域
事

務
局

設
置

等
）

7
8

⒊
地

観
光

地
経

営
の

透
明

性
向

上
と

財
源

確
保

❶
デ

ー
タ

に
基

づ
く

P
D

C
A

 サ
イ

ク
ル

の
実

施
・
公

表
①

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

に
基

づ
く

評
価

・
検

証
8

0

❷
人

材
確

保
・
育

成
等

へ
の

予
算

確
保

①
本

計
画

記
載

事
業

の
推

進
に

係
る

専
門

的
人

材
の

確
保

・育
成

に
係

る
予

算
の

確
保

8
0

➌
安

定
的

な
財

源
確

保
の

検
討

等
①

新
た

な
観

光
財

源
確

保
策

の
検

討
8

0

❹
広

域
的

な
連

携
の

推
進

①
広

域
団

体
等

と
連

携
し

た
取

組
の

提
案

8
0

具
体

的
な

施
策

項
目

戦
略

Ｄ
観

光
地

経
営

体
制

・
人

づ
く

り
戦

略

7
2

7
3

7
4

7
5

7
6

7
7

7
8

7
9

8
0

8
1

8
2

8
3

頁

①
観

光
協

会
の

実
質

的
な

D
M

O
化

に
向

け
た

検
討

99

②
専

門
人

材
（ス

ペ
シ

ャ
リ

ス
ト

）
の

確
保

・育
成

10
0

③
市

と
の

役
割

分
担

の
見

直
し

と
連

携
強

化
10
1

①
庁

内
推

進
本

部
・Ｗ

Ｇ
の

活
用

10
2

①
地

域
観

光
戦

略
会

議
の

運
営

10
3

①
地

域
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

10
4

①
地

域
の

推
進

体
制

の
確

立
（地

域
事

務
局

設
置

等
）

10
6

①
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
に

基
づ

く
評

価
・検

証
10
7

①
人

材
確

保
・育

成
等

へ
の

予
算

確
保

10
8

①
新

た
な

観
光

財
源

確
保

策
の

検
討

10
9

①
広

域
団

体
等

と
連

携
し

た
取

組
の

提
案

11
1

具
体

的
な

施
策

項
目

主
要

施
策

主
な

取
組

頁

⒈
D

M
O

を
中

心
と

し
た

　
 観

光
地

経
営

体
制

の
構

築
❶

Ｄ
Ｍ

Ｏ
の

構
築

と
役

割
分

担
　

 の
明

確
化

①
観

光
協

会
の

実
質

的
な

D
M

O
化

に
向

け
た

検
討

99

②
専

門
人

材
（ス

ペ
シ

ャ
リ

ス
ト

）の
確

保
・育

成
10
0

③
市

と
の

役
割

分
担

の
見

直
し

と
連

携
強

化
10
1

❷
幅

広
い

分
野

の
連

携
促

進
・

　
 意

識
改

革
①

庁
内

推
進

本
部

・Ｗ
Ｇ

の
活

用
10
2

⒉
地

域
と

の
協

働
体

制
の

　
 構

築
❶

人
的

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
と

情
報

　
 共

有
・連

携
の

推
進

①
地

域
観

光
戦

略
会

議
の

運
営

10
3

❷
地

域
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

検
討

①
地

域
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

10
4

❸
地

域
側

の
担

い
手

・運
営

体
制

  
 の

検
討

①
地

域
の

推
進

体
制

の
確

立
（地

域
事

務
局

設
置

等
）

10
5

⒊
観

光
地

経
営

の
透

明
性

　
 向

上
と

財
源

確
保

❶
デ

ー
タ

に
基

づ
く

P
D

C
A

 
　

 サ
イ

ク
ル

の
実

施
・公

表
①

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

に
基

づ
く

評
価

・検
証

10
6

❷
人

材
確

保
・育

成
等

へ
の

予
算

  
　

 確
保

①
人

材
確

保
・育

成
等

へ
の

予
算

確
保

10
7

❸
安

定
的

な
財

源
確

保
の

検
討

  
 等

①
新

た
な

観
光

財
源

確
保

策
の

検
討

10
8

❹
広

域
的

な
連

携
の

推
進

①
広

域
団

体
等

と
連

携
し

た
取

組
の

提
案

11
0

具
体

的
な

施
策

項
目

主
要

施
策

主
な

取
組

頁

⒈
D

M
O

を
中

心
と

し
た

　
 観

光
地

経
営

体
制

の
構

築
❶

Ｄ
Ｍ

Ｏ
の

構
築

と
役

割
分

担
　

 の
明

確
化

①
観

光
協

会
の

実
質

的
な

D
M

O
化

に
向

け
た

検
討

73

②
専

門
人

材
（ス

ペ
シ

ャ
リ

ス
ト

）の
確

保
・育

成
74

③
市

と
の

役
割

分
担

の
見

直
し

と
連

携
強

化
75

❷
幅

広
い

分
野

の
連

携
促

進
・

　
 意

識
改

革
①

庁
内

推
進

本
部

・Ｗ
Ｇ

の
活

用
76

⒉
地

域
と

の
協

働
体

制
の

　
 構

築
❶

人
的

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
と

情
報

　
 共

有
・連

携
の

推
進

①
地

域
観

光
戦

略
会

議
の

運
営

77

❷
地

域
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

検
討

①
地

域
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

78

❸
地

域
側

の
担

い
手

・運
営

体
制

  
 の

検
討

①
地

域
の

推
進

体
制

の
確

立
（地

域
事

務
局

設
置

等
）

79

⒊
観

光
地

経
営

の
透

明
性

　
 向

上
と

財
源

確
保

❶
デ

ー
タ

に
基

づ
く

P
D

C
A

 
　

 サ
イ

ク
ル

の
実

施
・公

表
①

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

に
基

づ
く

評
価

・検
証

80

❷
人

材
確

保
・育

成
等

へ
の

予
算

  
　

 確
保

①
人

材
確

保
・育

成
等

へ
の

予
算

確
保

81

❸
安

定
的

な
財

源
確

保
の

検
討

  
 等

①
新

た
な

観
光

財
源

確
保

策
の

検
討

82

❹
広

域
的

な
連

携
の

推
進

①
広

域
団

体
等

と
連

携
し

た
取

組
の

提
案

83

具
体

的
な

施
策

項
目



観
光
協
会
の
実
質
的
な
Ｄ
Ｍ
Ｏ
化
に
向
け
た
検
討

観
光

協
会

（
D
MO

）

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

組
織

・
事

業
強

化
の

検
討

基
準

値
20

23
目

標
値

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

戦
略

D　
観

光
地

経
営

体
制

・
人

づ
く

り
戦

略
主
要

施
策

D-
1
　

Ｄ
Ｍ
Ｏ

を
中

心
と

し
た

観
光

地
経

営
体

制
の

構
築

基
本

計
画

 
P.
74

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

 
D

M
O

登
録

し
た

観
光

協
会

の
目

的
や

事
業

内
容

を
改

め
て

整
理

し
明

確
に

す
る

と
と

も
に

、
組

織
強

化
を

進
め

ま
す

。
働

き
や

す
い

職
場

づ
く

り
や

既
存

事
業

に
も

配
慮

し
、
円

滑
な

移
行

を
図

り
ま

す
。

❶
Ｄ

Ｍ
Ｏ

の
構

築
と

役
割

分
担

の
明

確
化

主
な

取
組

観
光

課

Ｄ
Ｍ

Ｏ
登

録
申

請
新

体
制

確
立

新
体

制
に

よ
る

事
業

遂
行

新
規

継
続

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点

⑴
　

D
M

O
登

録
　

出
雲

観
光

協
会

は
、
令

和
7

年
1
0

月
1
日

付
で

登
録

観
光

地
域

づ
く

り
法

人
  
（登

録
D

M
O

）に
登

録
（観

光
庁

長
官

）
⑵

　
組

織
・事

業
強

化
の

検
討

　
D

M
O

の
全

体
方

針
や

事
業

方
針

、
事

務
局

体
制

等
の

改
編

に
つ

い
て

検
討

  
す

る
た

め
、
理

事
会

内
に

組
織

強
化

委
員

会
を

設
置

し
、
検

討
。

 

C
h

e
c
k
：評

価
・
登

録
観

光
地

域
づ

く
り

法
人

（
登

録
D

M
O

）
の

登
録

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
た

。
・
D

M
O

の
全

体
方

針
や

事
業

方
針

の
決

定
、
そ

の
方

針
に

基
づ

く
事

業
を

実
施

　
 す

る
事

務
局

体
制

を
構

築
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

A
c
ti

o
n

：改
善

策
・
方

針
に

基
づ

き
各

事
業

を
着

実
に

実
施

す
る

と
と

も
に

、
事

務
局

が
推

進
機

能
 を

十
分

に
発

揮
し

、
具

体
的

な
成

果
を

上
げ

る
。

・
事

務
局

を
支

え
る

組
織

基
盤

の
強

化
に

向
け

、
理

事
会

の
体

制
や

会
員

制
度

 の
あ

り
方

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
。

7
3



戦
略

D　
観

光
地

経
営

体
制

・
人

づ
く

り
戦

略
主
要

施
策

D-
1
　

Ｄ
Ｍ
Ｏ

を
中

心
と

し
た

観
光

地
経

営
体

制
の

構
築

基
本

計
画

 
P.
74

❶
Ｄ

Ｍ
Ｏ

の
構

築
と

役
割

分
担

の
明

確
化

主
な

取
組

専
門
人
材
（
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
）
の
確
保
、
育
成

観
光

協
会

（
D
MO

）
観

光
課

主
な

事
業

内
容

基
準

値
20

23
目

標
値

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
D

M
O

の
体

制
強

化
に

向
け

、
必

要
な

専
門

性
を

高
め

る
た

め
、
副

業
人

材
や

業
務

委
託

な
ど

多
様

な
手

法
を

活
用

し
、
地

域
内

外
か

ら
人

材
を

確
保

・
育

成
し

ま
す

。
　

専
門

人
材

の
協

力
も

得
な

が
ら

内
部

人
材

の
育

成
を

進
め

ま
す

。

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

観
光

協
会

職
員

の
育

成

専
門

人
材

の
活

用

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点
⑴

　
専

門
人

材
の

活
用

と
職

員
へ

の
ス

キ
ル

習
得

　
G

B
P

（G
o

o
g

le
ビ

ジ
ネ

ス
プ

ロ
フ

ィ
ー

ル
）
や

地
域

O
T

A
「
出

雲
旅

」の
事

業
者

支
援

を
専

門
家

へ
業

務
委

託
し

、
そ

の
現

場
に

協
会

職
員

も
同

席
し

て
、
支

援
技

術
（ノ

ウ
ハ

ウ
）
の

習
得

を
進

め
た

。
⑵

　
デ

ー
タ

活
用

の
研

究

　
観

光
デ

ー
タ

の
収

集
・分

析
・可

視
化

に
よ

る
意

思
決

定
へ

の
活

用
に

つ
い

て
、
研

究
を

進
め

た
。

C
h

e
c
k
：評

価
・外

部
委

託
に

職
員

が
同

席
す

る
こ

と
で

、
支

援
ノ

ウ
ハ

ウ
を

協
会

内
部

に
蓄

積
す

る
取

組
に

着
手

で
き

た
。

・デ
ー

タ
活

用
も

研
究

に
着

手
し

、
内

製
化

に
向

け
た

素
地

づ
く

り
を

進
め

ら
れ

た
。

A
c
ti

o
n

：改
善

策
・習

得
し

た
支

援
技

術
を

活
か

し
、
職

員
が

主
体

的
に

事
業

者
支

援
を

担
え

る
体

制
を

整
え

る
。

・業
務

委
託

な
ど

多
様

な
手

法
で

デ
ジ

タ
ル

・
デ

ー
タ

分
析

の
専

門
性

を
確

保
し

、
デ

ー
タ

活
用

を
実

務
へ

展
開

し
て

デ
ー

タ
人

材
を

内
部

に
育

成
す

る
。

実
績

7
4



市
と
の
役
割
分
担
の
見
直
し
と
連
携
強
化

主
な

事
業

内
容

戦
略

D
　
観

光
地

経
営

体
制

・
人

づ
く

り
戦

略
主
要

施
策

D-
1
　

Ｄ
Ｍ
Ｏ

を
中

心
と

し
た

観
光

地
経

営
体

制
の

構
築

基
本

計
画

 
P.
74

　
市

と
観

光
協
会

の
役
割

を
見
直

し
、

観
光

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
は
観

光
協
会

が
一
貫

し
て

担
う

方
向

で
、

段
階

的
に
事

業
を
移

行
し
ま

す
。

併
せ

て
、

全
体

の
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト
に

向
け
情

報
共

有
と

連
携

を
強

化
し

ま
す
。❶
 
Ｄ
Ｍ

Ｏ
の

構
築

と
役

割
分
担

の
明

確
化

主
な

取
組

市
・

観
光

協
会

（
D
MO

）
観

光
交

流
部

調
整

中
　

単
位

：

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
20

23
目

標
値

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

組
織

強
化

委
員

会
新

体
制

に
よ

る
事

業
遂

行

役
割

分
担

の
見

直
し

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点
⑴

　
役

割
分

担
の

整
理

と
業

務
移

行

　
出

雲
市

観
光

基
本

計
画

に
基

づ
き

、
観

光
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

は
観

光
協

会
が

一
貫

し
て

担
う

方
向

で
役

割
を

整
理

し
た

。
令

和
7

年
度

よ
り

「宿
泊

分
析

シ
ス

テ
ム

」「
地

域
O

T
A

出
雲

旅
」
の

運
用

や
G

B
P

の
事

業
者

支
援

な
ど

を
市

か
ら

観
光

協
会

へ
移

行
し

た
。

⑵
　

連
携

・情
報

共
有

体
制

の
構

築

　
令

和
７

年
度

か
ら

市
職

員
が

観
光

協
会

に
駐

在
し

、
市

と
観

光
協

会
で

月
例

の
定

例
会

を
開

催
す

る
な

ど
、
情

報
共

有
・連

携
す

る
体

制
を

整
え

た
。

C
h

e
c
k
：評

価
・基

本
計

画
に

基
づ

き
役

割
を

整
理

し
、
業

務
の

移
行

を
着

実
に

進
め

ら
れ

た
。

・市
職

員
の

駐
在

と
月

例
の

定
例

会
に

よ
り

、
市

と
観

光
協

会
が

一
体

的
に

連
携

で
き

る
体

制
を

構
築

で
き

た
。

A
c
ti

o
n

：改
善

策
・移

行
し

た
各

シ
ス

テ
ム

の
運

用
や

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
関

連
事

業
を

段
階

的
に

拡
充

し
、
協

会
が

一
貫

し
て

担
う

体
制

を
確

立
す

る
。

・役
割

分
担

が
完

了
し

て
い

な
い

細
目

に
つ

い
て

も
検

討
を

進
め

て
い

く
。

実
績

7
5



庁
内
推
進
本
部
・
Ｗ
Ｇ
の
活
用

市

庁
内

連
携

取
組

事
業

数
　

単
位

：
事

業

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
20

23
目

標
値

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

－
4

4
4

4
4

－
1

戦
略

D　
観

光
地

経
営

体
制

・
人

づ
く

り
戦

略
主
要

施
策

D-
1
　

Ｄ
Ｍ
Ｏ

を
中

心
と

し
た

観
光

地
経

営
体

制
の

構
築

基
本

計
画

 
P.
77

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

 
戦

略
B

：観
光

ま
ち

づ
く

り
を

は
じ

め
、
本

計
画

に
基

づ
く

施
策

に
つ

い
て

、
庁

内
推

進
本

部
や

Ｗ
Ｇ

や
関

係
課

連
携

を
通

じ
て

横
断

的
に

推
進

を
図

り
ま

す
。

❷
 
幅
広

い
分

野
の

連
携

促
進
・

意
識

改
革

主
な

取
組

ｱｸ
ｼ
ｮ
ﾝ
ﾌﾟ

ﾗ
ﾝ
策

定
庁

内
推

進
本

部
・
W

G
の

再
編

観
光

交
流

部

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点
・観

光
基

本
計

画
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
（
初

版
）を

、
庁

内
推

進
本

部
会

議
に

諮
っ

た
う

え
で

、
関

係
各

課
と

調
整

し
作

成
し

た
。

・交
通

W
G

で
は

、
令

和
６

年
度

に
タ

ク
シ

ー
不

足
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

を
タ

ク
シ

ー
会

社
、
宿

泊
施

設
の

双
方

に
実

施
し

た
う

え
で

、
タ

ク
シ

ー
配

車
ア

プ
リ

の
導

入
に

つ
い

て
タ

ク
シ

ー
会

社
と

協
議

し
た

。
令

和
７

年
秋

に
G

O
、
ウ

ー
バ

ー
が

本
格

運
用

を
開

始
し

た
。

 

C
h

e
c
k
：評

価
　

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

（初
版

）の
作

成
を

通
じ

て
、
総

合
戦

略
で

あ
る

観
光

基
本

計
画

の
推

進
に

向
け

ス
タ

ー
ト

を
切

る
こ

と
が

で
き

た
。
庁

内
連

携
が

進
み

つ
つ

あ
る

。

A
c
ti

o
n

：改
善

策
・引

き
続

き
庁

内
横

断
的

な
意

識
を

持
っ

て
関

係
課

が
連

携
を

進
め

る
。

・W
G

は
、
令

和
５

年
度

に
庁

内
推

進
本

部
を

設
置

し
、
設

置
期

間
を

令
和

７
年

度
ま

で
の

３
年

を
想

定
し

て
い

た
が

、
今

後
は

会
議

に
拘

ら
ず

関
係

課
が

連
携

し
て

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

を
推

進
し

て
い

く
。

実
績

7
6



地
域
観
光
戦
略
会
議
の
運
営

会
議

開
催

回
数

　
単

位
：

回

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
20

23
目

標
値

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

－
10

10
10

10
10

－
11

戦
略

D　
観

光
地

経
営

体
制

・
人

づ
く

り
戦

略
主
要

施
策

D-
2
　

地
域
と

の
協

働
体

制
の

構
築

基
本

計
画

 
P.
78

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

 
令
和

６
年

度
の

地
域

観
光

戦
略
会

議
で
は

、
情

報
共

有
や

地
域
連

携
の
場

の
継
続

を
望
む

声
が
多

く
寄

せ
ら

れ
た
こ

と
か
ら

、
令
和

７
年
度

以
降
も

地
域

ご
と

に
会
議

を
継
続

し
ま
す

。
市
や

観
光
協

会
の

地
域

担
当
を

通
じ
て

、
マ
ー

ケ
テ
ィ

ン
グ
戦

略
等

全
体

方
針
の

共
有
を

図
り
ま

す
。

❶
 
人
的

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
と
情

報
共

有
・

連
携

の
推

進
主

な
取

組

地
域

観
光

戦
略

会
議

（
市

内
5

地
域

）
の

運
用

（情
報

共
有

ツ
ー

ル
の

活
用

等
）

観
光

交
流

部

各
地

域
の

体
制

構
築

観
光

協
会

（
D
MO

）
市

・
地

域

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点
⑴

　
地

域
観

光
戦

略
会

議
の

運
営

【佐
田

・
出

雲
南

部
】
N

P
O

法
人

ス
サ

ノ
オ

の
風

を
中

心
に

、
事

業
者

主
体

の
会

議
を

開
催

。
須

佐
神

社
の

遷
宮

奉
祝

行
事

の
機

と
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 捉
え

、
 地

域
産

品
の

P
R

・周
遊

促
進

に
つ

い
て

議
論

し
た

。
【多

伎
・
湖

陵
・
大

社
】 

日
本

遺
産

地
域

プ
レ

イ
ヤ

ー
ズ

連
絡

会
議

を
目

的
に

応
じ

て
地

域
別

に
開

催
し

た
。
多

伎
・湖

陵
地

域
で

は
、

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 冬
神

楽
公

演
に

合
わ

せ
た

マ
ル

シ
ェ

開
催

を
検

討
し

た
。
大

社
地

域
で

は
、
神

門
通

り
の

ま
ち

あ
る

き
環

境
、

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 特
に

ト
イ

レ
不

足
に

つ
い

て
情

報
交

換
し

た
。

【
斐

川
】「

な
お

ら
い

す
～

か
」
（地

域
紹

介
動

画
）
の

活
用

等
、
エ

リ
ア

の
情

報
発

信
を

議
論

し
た

。
空

港
周

辺
の

立
地

を
活

か
す

出
　

　
　

　
　

　
発

前
の

立
寄

り
、
周

遊
プ

ラ
ン

を
検

討
。
周

遊
マ

ッ
プ

を
作

成
し

た
。

【
平

田
】予

約
制

ガ
イ

ド
付

き
の

体
験

プ
ラ

ン
（
外

国
人

向
け

）
、
S

N
S

共
同

投
稿

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
・
地

域
団

体
の

取
り

込
　

　

　
　

　
　

 み
等

に
つ

い
て

議
論

し
た

。
⑵

　
市

や
観

光
協

会
の

地
域

担
当

の
配

置
　

地
域

内
事

業
者

を
主

体
と

し
て

、
観

光
協

会
と

市
が

役
割

分
担

し
つ

つ
議

論
を

推
進

し
た

。

C
h

e
c
k
：評

価
・複

数
の

エ
リ

ア
で

、
地

域
内

事
業

者
の

新
た

な
議

論
の

場
と

な
り

、
具

体
的

に
事

業
が

動
い

た
  
こ

と
で

、
お

互
い

を
知

り
、
地

域
で

観
光

地
経

営
を

進
め

て
い

く
た

め
の

ス
タ

ー
ト

を
切

る
こ

と
  
が

で
き

た
。

・会
議

を
通

じ
て

、
地

域
資

源
や

特
性

の
再

確
認

が
進

ん
で

い
る

。

A
c
ti

o
n

：改
善

策
・
D

M
O

の
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

戦
略

等
の

全
体

方
針

を
地

域
と

共
有

し
、
目

指
す

べ
き

方
向

の
一

致
を

図
る

。

・体
験

等
の

商
品

を
含

む
観

光
地

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
の

中
で

全
体

プ
ラ

ン
を

共
有

し
、
地

域
に

お
け

る
議

論
を

深
め

て
い

く
。

実
績

7
7



戦
略

D　
観

光
地

経
営

体
制

・
人

づ
く

り
戦

略
主
要

施
策

D-
2
　

地
域
と

の
協

働
体

制
の

構
築

基
本

計
画

 
P.
78

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

観
光

交
流

部

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

件
数

（
継

続
含

む
）

　
単

位
：

件

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
20

23
目

標
値

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

－
2

3
5

5
5

－
7

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
地

域
の
ニ

ー
ズ

や
合

意
形

成
の

状
況

に
応

じ
、

地
域

が
主

体
的

に
関
わ

り
、

市
や

観
光

協
会

が
伴

走
す

る
『

地
域
協

働
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

』
の

実
施

を
検
討

し
ま
す
。

（
取

組
例

）
・

地
域
プ

レ
イ
ヤ

ー
が

連
携

・
企

画
し

た
地

域
の

Ｐ
Ｒ

・
地

域
プ

レ
イ
ヤ

ー
も

地
域

を
紹

介
し

て
い

け
る

た
め

　
　

の
、
エ

リ
ア
マ

ッ
プ

や
素

材
集

づ
く

り
・

地
域
の

滞
在
を

魅
力

化
す

る
体

験
コ

ン
テ

ン
ツ

の
充

　
　

実
、
住

民
参
画

地
域

戦
略

会
議

に
お

け
る

地
域

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
検

討
・
実

施

主
な

取
組

❷
 
地
域

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
検
討

観
光

協
会

（
D
MO

）
市

・
地

域

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点
〇

地
域

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
【佐

田
・
出

雲
南

部
】須

佐
神

社
の

遷
宮

奉
祝

行
事

に
合

わ
せ

た
「
す

さ
の

お
わ

け
マ

ー
ケ

ッ
ト

」
 を

協
働

開
催

し
た

（1
1
/
2

4
）。

自
店

舗
も

営
業

し
、
来

訪
客

の
周

遊
を

促
進

し
た

。
・一

畑
バ

ス
車

内
に

地
域

産
品

「す
さ

の
お

わ
け

」
P

R
サ

イ
ト

の
Q

R
コ

ー
ド

を
設

置
し

た
。

【多
伎

・
湖

陵
・大

社
】
 「

出
雲

神
楽

と
ふ

れ
あ

い
マ

ル
シ

ェ
」
開

催
（2

/1
4

・
2

8
、
3

/1
4

・
2

8
）

・日
本

遺
産

P
R

商
品

の
ラ

イ
ン

ア
ッ

プ
増

（
現

在
2

4
商

品
）

【斐
川

】
「な

お
ら

い
す

～
か

」
（
地

域
紹

介
動

画
サ

イ
ト

）
の

バ
ナ

ー
貼

付
を

各
事

業
所

へ
依

頼
し

た
。
ま

た
、
 斐

川
地

域
の

周
遊

マ
ッ

プ
を

作
成

し
た

。
【平

田
】
In

s
ta

g
ra

m
「
み

ん
な

で
作

る
！

平
田

観
光

案
内

所
」へ

の
共

同
投

稿
を

開
始

し
た

。

C
h

e
c
k
：評

価
・
イ

ベ
ン

ト
に

つ
い

て
は

、
当

日
の

誘
客

だ
け

で
な

く
、
事

業
者

が
連

携
  
し

て
地

域
を

P
R

で
き

る
始

ま
り

の
取

組
と

し
て

効
果

を
感

じ
た

。
・
地

域
内

コ
ラ

ボ
商

品
が

生
ま

れ
る

な
ど

、
波

及
効

果
も

見
ら

れ
る

。

A
c
ti

o
n

：改
善

策
・
D

M
O

が
地

域
ブ

ラ
ン

デ
ィ

ン
グ

を
進

め
、
同

じ
市

の
中

で
も

地
域

ご
と

の
異

な
る

個
性

に
触

れ
る

こ
と

が
で

き
る

体
験

コ
ン

テ
ン

ツ
の

充
実

を
図

っ
て

い
く

。

実
績

7
8



地
域
の
推
進
体
制
の
確
立
（
地
域
事
務
局
設
置
等
）

地
域

推
進

体
制

の
確

立
（

地
域

事
務

局
設

置
等

）
単

位
：

地
域

（
累

計
）

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
20

23
目

標
値

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

－
2

4
5

5
5

－
2

戦
略

D　
観

光
地

経
営

体
制

・
人

づ
く

り
戦

略
主
要

施
策

D-
2
　

地
域
と

の
協

働
体

制
の

構
築

基
本

計
画

 
P.
78

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

 
地
域

協
働

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
推
進

に
あ
た

っ
て

は
、

地
域

に
お
い

て
調
整

や
運
営

を
担
う

地
域
事

務
局

の
設

置
が
望

ま
れ
ま

す
。
地

域
に
精

通
し
た

団
体

や
中

核
的
な

プ
レ
イ

ヤ
ー
と

協
議
し

、
実
情

に
応

じ
た

形
で
設

置
を
検

討
し
ま

す
。

　
観

光
協

会
や

市
は

、
役

割
分

担
を

考
え

な
が

ら
、
地

域
事

務
局

を
支

援
し

ま
す

。

❸
 
地
域

側
の

担
い

手
・

運
営
体

制
の

検
討

主
な

取
組

観
光

交
流

部

各
地

域
ご

と
の

体
制

構
築

地
域

の
推

進
体

制
確

立
（
地

域
事

務
局

の
設

置
等

）

観
光

協
会

（
D
MO

）
市

・
地

域

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点
〇

地
域

の
体

制
構

築

【佐
田

・出
雲

南
部

】 
  
観

光
協

会
と

N
P

O
法

人
ス

サ
ノ

オ
の

風
が

連
携

し
、
地

域
プ

ロ
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 ジ

ェ
ク

ト
を

実
施

し
た

。
【多

伎
・湖

陵
・大

社
】
 日

本
遺

産
推

進
協

議
会

地
域

プ
レ

イ
ヤ

ー
ズ

会
議

が
兼

ね
て

お
り

、
　

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 当

面
は

市
、
観

光
協

会
が

共
同

事
務

局
を

担
当

。

【そ
の

他
地

域
】　

　
　

 市
、
観

光
協

会
が

共
同

事
務

局
で

地
域

観
光

戦
略

会
議

を
運

営

C
h

e
c
k
：評

価
・地

域
で

実
施

可
能

な
範

囲
を

協
議

し
な

が
ら

業
務

を
委

託
し

て
い

る
。

・地
域

に
あ

っ
て

、
事

業
者

と
密

に
連

携
で

き
る

体
制

は
重

要
で

あ
り

、
持

続
可

能
な

も
の

と
し

て
い

く
こ

と
が

課
題

で
あ

る
。

A
c
ti

o
n

：改
善

策
・引

き
続

き
、
地

域
団

体
の

体
制

等
に

配
慮

し
つ

つ
、
可

能
な

業
務

を
委

託
し

、
観

光
協

会
や

市
と

の
役

割
分

担
を

考
え

な
が

ら
地

域
の

推
進

体
制

構
築

を
図

る
。

・他
エ

リ
ア

の
情

報
を

共
有

で
き

る
場

や
方

策
を

設
け

、
そ

れ
を

参
考

に
担

い
手

づ
く

り
が

進
む

よ
う

取
り

組
む

。

実
績

7
9



ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
評
価
・
検
証

市

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

の
作

成
及

び
見

直
し

回
数

　
単

位
：

回

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
20

23
目

標
値

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

－
1

1
1

1
1

－
１

戦
略

D　
観

光
地

経
営

体
制

・
人

づ
く

り
戦

略
主
要

施
策

D-
3
　

観
光
地

経
営

の
透

明
性

向
上

と
財

源
確

保
基

本
計

画
 
P.
80

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

 
戦

略
や

主
要

施
策

に
基

づ
く

事
業

を
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
と

し
て

整
理

し
、
実

施
年

度
・主

体
・
K

P
Iを

明
示

し
て

公
表

し
ま

す
。

　
毎

年
度

、
計

画
の

進
捗

に
つ

い
て

評
価

を
受

け
、
更

新
し

て
推

進
を

図
り

ま
す

。

❶
 
デ
ー

タ
に

基
づ

く
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

の
実

施
・

公
表

主
な

取
組

観
光

戦
略

会
議

に
お

け
る

検
証

・
市

に
よ

る
プ

ラ
ン

ロ
ー

リ
ン

グ
（
各

年
度

）

観
光

交
流

部

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

作
成

・
公

表

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点

◆
令

和
７

年
（2

0
2

5
）３

月
に

策
定

し
た

「出
雲

市
観

光
基

本
計

画
」の

実
行

性
を

高
め

、
そ

の
進

捗
を

評
価

・管
理

す
る

た
め

に
、
「ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
」を

作
成

し
、
市

H
P

で
公

表
し

た
。

◆
令

和
８

年
３

月
に

観
光

戦
略

会
議

を
開

催
し

、
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
の

作
成

に
つ

い
て

報
告

し
た

。

C
h

e
c
k
：評

価
◆

庁
内

推
進

本
部

や
観

光
戦

略
会

議
に

お
い

て
、
進

捗
管

理
を

行
い

、
毎

年
度

、
プ

ラ
ン

の
更

新
を

し
て

い
く

こ
と

の
合

意
形

成
が

図
れ

た
。

A
c
ti

o
n

：改
善

策
◆

観
光

基
本

計
画

の
実

効
性

が
高

め
ら

れ
る

よ
う

、
毎

年
度

、
P

D
C

A
サ

イ
ク

ル
に

よ
り

進
捗

確
認

や
効

果
検

証
を

実
施

し
、
プ

ラ
ン

の
見

直
し

を
図

っ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

実
績

8
0



戦
略

D　
観

光
地

経
営

体
制

・
人

づ
く

り
戦

略
主
要

施
策

D-
3
　

観
光
地

経
営

の
透

明
性

向
上

と
財

源
確

保
基

本
計

画
 
P.
80

市 観
光

協
会

（
D
MO

）
観

光
交

流
部

観
光

交
流

部
予

算
総

額
　

単
位

：
千

円

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
20

23
目

標
値

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

－
－

－
－

－
－

－
70

4,
93

8
－

－
－

－

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
限

ら
れ
た

予
算
を

有
効
に

活
用
し

、
広
域

施
策

を
補

い
な

が
ら
、

市
に
求

め
ら
れ

る
重

点
施

策
に

配
分

し
ま

す
。
周

遊
促
進

や
地
域

活
性

化
、

出
雲

の
特

別
性

を
生
か

し
た
発

信
を
重

視
し

、
専

門
人

材
の

確
保

や
体
制

整
備
、

既
存
事

業
の

見
直

し
を

含
め

、
予

算
確
保

に
取
り

組
み
ま

す
。

主
な

取
組

❷
 
人
材

確
保

・
育

成
等

へ
の
予

算
確

保

予
算

確
保

（
各

年
度

）

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点
・必

要
な

事
業

を
精

査
し

、
時

宜
に

応
じ

た
観

光
振

興
を

行
え

る
よ

う
そ

の
時

々
に

効
果

的
な

施
策

を
実

施
す

る
た

め
の

予
算

を
確

保
す

る
よ

う
に

務
め

た
。

・特
に

令
和

8
年

度
予

算
編

成
に

あ
た

っ
て

は
、
出

雲
観

光
協

会
が

D
M

O
認

定
を

受
け

た
こ

と
か

ら
観

光
協

会
が

主
体

的
に

事
業

に
取

り
組

む
よ

う
な

仕
組

み
を

構
築

す
べ

く
、
一

部
事

業
に

つ
い

て
市

か
ら

観
光

協
会

へ
の

業
務

の
発

注
と

い
う

形
式

を
と

る
の

で
は

な
く

、
観

光
協

会
の

事
業

に
対

し
市

が
補

助
を

行
う

と
い

う
形

式
に

改
め

た
。

C
h

e
c
k
：評

価
・適

切
な

予
算

を
確

保
す

る
こ

と
が

で
き

た
と

思
わ

れ
る

。

・一
方

、
市

の
財

政
状

況
に

鑑
み

る
と

、
国

・
県

等
か

ら
の

補
助

金
・
交

付
金

を
受

け
う

る
事

業
の

活
用

が
課

題
で

あ
る

。

A
c
ti

o
n

：改
善

策
・D

M
O

・
市

双
方

が
、
国

・
県

等
か

ら
の

補
助

金
・
交

付
金

の
獲

得
を

目
指

し
、
こ

れ
ら

に
対

す
る

情
報

収
集

を
強

化
す

る
よ

う
努

め
る

。

人
材
確
保
・
育
成
等
へ
の
予
算
確
保

主
な

事
業

内
容

実
績

8
1



新
た
な
観
光
財
源
確
保
策
の
検
討

市

新
規

財
源

の
収

入
額

　
単

位
：

円

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

戦
略

D　
観

光
地

経
営

体
制

・
人

づ
く

り
戦

略
主
要

施
策

D-
3
　

観
光
地

経
営

の
透

明
性

向
上

と
財

源
確

保
基

本
計

画
 
P.
80

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

 
観
光

基
本

計
画

で
定

め
る

諸
施
策

の
推
進

に
必

要
な

安
定

的
な
財

源
の
確

保
に
向

け
、
「

新
た
な

財
源

検
討

委
員
会

」
を
開

催
し
ま

す
。
こ

の
中
で

、
宿
泊

税
の

導
入
や

、
出
雲

大
社
周

辺
の
駐

車
場
収

入
に

つ
い

て
調
査

・
検
討

し
ま
す

。

❸
 
安
定

的
な

財
源

確
保

の
検
討

等
主

な
取

組

新
た

な
観

光
財

源
導

入
準

備

観
光

課
・

市
民

税
課

新
た

な
観

光
財

源
検

討
委

員
会

の
開

催
新

た
な

観
光

財
源

導
入

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点

・令
和

７
年

７
月

に
「新

た
な

観
光

財
源

検
討

委
員

会
」を

設
置

し
、
４

回
開

催
し

た
。

・観
光

基
本

計
画

の
推

進
に

必
要

な
新

た
な

財
政

需
要

額
を

「年
間

約
2

億
3

,0
0

0
万

円
」

と
整

理
し

た
。

・新
た

な
財

源
の

候
補

と
し

て
は

宿
泊

税
を

主
軸

に
し

つ
つ

、
市

営
駐

車
場

の
料

金
改

定
等

に
つ

い
て

も
検

討
し

た
。

・宿
泊

事
業

者
説

明
会

を
全

８
回

開
催

（参
加

率
5

6
.1

％
、
収

容
人

数
ベ

ー
ス

8
8

.4
％

）。

・説
明

会
意

見
を

踏
ま

え
、
課

税
要

件
（
税

率
、
免

税
点

、
課

税
免

除
等

）の
検

討
委

員
会

案

を
確

認
し

た
。

 

C
h

e
c
k
：評

価
・
財

源
確

保
の

必
要

性
に

つ
い

て
概

ね
認

識
を

共
有

で
き

た
。

・
宿

泊
税

に
つ

い
て

は
、
制

度
の

分
か

り
や

す
さ

、
事

業
者

の
事

務
負

担
、

　
公

平
性

、
使

途
の

明
確

化
が

課
題

と
な

る
。

A
c
ti

o
n

：改
善

策
・
事

業
者

意
見

を
踏

ま
え

た
制

度
設

計
と

す
る

。
・
使

途
の

明
確

化
と

丁
寧

な
説

明
を

継
続

。

・
安

定
的

な
財

源
確

保
に

向
け

総
合

的
に

検
討

を
進

め
る

。

調
整

中

実
績

基
準

値
20

23
目

標
値

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

8
2



戦
略

D　
観

光
地

経
営

体
制

・
人

づ
く

り
戦

略
主
要

施
策

D-
3
　

観
光
地

経
営

の
透

明
性

向
上

と
財

源
確

保
基

本
計

画
 
P.
80

広
域
団
体
等
と
連
携
し
た
取
組
の
提
案

市
観

光
交

流
部

主
な

事
業

内
容

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

基
準

値
20

23
目

標
値

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

－
2

2
2

2
2

－
6

市
担

当
課

実
施

主
体

ｱｸ
ｼｮ

ﾝ･
ｽｹ

ｼﾞ
ｭｰ

ﾙ

評
価

指
標

　
島
根

県
や

観
光

連
盟

な
ど

広
域

団
体

等
と

情
報

共
有

を
図
り

、
限

ら
れ

た
予

算
を

効
果

的
に

活
用

し
ま

す
。

　
特
に

、
広

域
周

遊
の

旅
行

者
ニ

ー
ズ

に
応

え
た

い
イ

ン
バ
ウ

ン
ド

で
は

、
広

域
の

取
組

を
効

果
的

に
進

め
る

た
め
、

圏
域

観
光

局
へ

の
構

成
市

の
関

わ
り

を
強

め
、

連
携
し

て
推

進
し

ま
す

。

主
な

取
組

❹
 
広
域

的
な

連
携

の
推

進

島
根

県
・
県

内
市

町
と

の
連

携
に

向
け

た
協

議

広
域

団
体

等
と

連
携

し
た

取
組

の
推

進
・
効

果
検

証

D
o

：実
施

状
況

 3
月

末
時

点

・「
中

国
地

域
観

光
推

進
協

議
会

」
主

催
の

台
湾

旅
行

会
社

と
の

意
見

交
換

・交
流

会
へ

参
加

。

 ・
「
島

根
県

観
光

連
盟

」
「山

陰
観

光
連

盟
」「

中
海

・宍
道

湖
・大

山
圏

域
観

光
局

」
に

よ
る

理
事

会
に

複
数

回
出

席
し

、
情

報
共

有
を

行
っ

た
。

 ・
「
広

島
地

区
観

光
情

報
発

信
事

業
実

行
委

員
会

」に
よ

る
「し

ま
ね

ふ
る

さ
と

フ
ェ

ア
」へ

出
店

し
、
P

R
を

行
っ

た
。

・テ
レ

ビ
ド

ラ
マ

の
市

内
ロ

ケ
が

行
わ

れ
、
島

根
フ

ィ
ル

ム
コ

ミ
ッ

シ
ョ

ン
等

と
連

携
し

、
ロ

ケ
支

援
を

行
っ

た
。

C
h

e
c
k
：評

価

　
左

記
の

と
お

り
、
広

域
団

体
と

の
交

流
は

、
特

定
の

エ
リ

ア
に

限
定

す
る

こ
と

な
く

、
幅

広
く

、
継

続
的

に
行

わ
れ

て
い

る
。

A
c
ti

o
n

：改
善

策
・各

団
体

と
の

交
流

は
継

続
し

、
今

後
も

周
遊

観
光

を
推

進
す

る
。

・一
方

で
、
各

団
体

ご
と

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

の
差

を
把

握
し

、
よ

り
多

く
の

ニ
ー

ズ
に

答
え

ら
れ

る
よ

う
に

す
る

。
・評

価
指

標
を

連
携

す
る

広
域

観
光

団
体

数
に

変
更

す
る

。

実
績

連
携

す
る

広
域

観
光

団
体

数
　

単
位

：
団

体

8
3


